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序

　本県には ､ これまでに発見された約４，６００か所の遺跡のほか、先人の

遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化財は、

地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を創造して

いくうえで、欠くことのできないものであります。

　一方、農業地域においては、用排水路網の整備と水田の大区画化によ

り、農業の大規模化と担い手の育成を目的とするほ場整備事業が行われ

ております。本教育委員会ではこれら地域開発との調和を図りながら、

埋蔵文化財を保存し、活用することに鋭意取り組んでおります。

　本報告書は、県営ほ場整備事業に先立って、平成１５年度に雄物川町に

おいて実施した大見内遺跡・館野遺跡の発掘調査成果をまとめたもので

あります。調査では、大見内遺跡において縄文時代の土坑と平安時代の

掘立柱建物跡、鍬・下駄・曲物などの木製品が出土した土坑や水田跡な

どが検出されました。また、館野遺跡では近世の塚が検出され、当時の

人々の生活の一端が明らかになりました。

　本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一

助となることを心から願うものであります。

　最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御

協力いただきました秋田県平鹿地域振興局農林部、雄物川町、雄物川町

教育委員会、雄物川町館合地区土地改良区など関係各位に対し、厚くお

礼申し上げます。

　　平成１７年３月

秋田県教育委員会　　　　　　　　

教育長　小　野　寺　清　　



例　　　言

１　本報告書は、県営ほ場整備事業（館合地区）に伴い、２００３（平成１５）年度に調査した大見内遺

跡・館野遺跡の発掘調査報告書である。

２　調査の内容については、すでにその一部が埋蔵文化財センター年報などによって公表されている

が、本報告書を正式なものとする。

３　本報告書に使用した地形図は、国土地理院発行の２万５千分の１「浅舞」、秋田県平鹿地域振興

局農林部提供の１千分の１「担い手育成基盤整備事業（館合地区）現況計画平面図」、雄物川町提

供の１万５千分の１「雄物川町全図」である。

４　遺跡基本層序と遺構土層中の土色は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色

彩研究所色票監修『新版　標準土色帖』２００１年版によった。

５　本報告書に使用した空中写真は、昭和５１年１１月６日に国土地理院が撮影したものを、財団法人

日本地図センターより提供を受け掲載したものである。

６　第５章「自然科学的分析」のうち、第１節～第４節は株式会社パレオ・ラボ、第５節はパリノ・

サーヴェイ株式会社に委託した成果報告である。

７　本遺跡の報告書作成にあたり、以下の方々から御教示をいただいた。記して感謝申し上げる次第

である。（順不同、敬称略）

　三上喜孝（山形大学人文学部助教授）、稲野彰子（いろは写房）

８　本報告書の草稿執筆は、第３章第３節を石井直樹、伊藤一彦、第４章の５区に関することを高橋

直樹、第４章の掘立柱建物跡・柱列に関することを児玉準、それ以外を伊藤和美が行った。
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凡　　　例

１　本報告書に収載した遺構実測図に付した方位は、国家座標第Ｘ系による座標北を示す。大見内遺

跡・館野遺跡のグリッド杭座標原点ＭＡ５０（Ｘ＝－７７２３７．３８５，Ｙ＝－３４０４２．６４６）とした位置に

おける座標北と磁北との偏角は西偏７°５０′である。

２　遺構番号は、その種類ごとに下記の略記号を付し、検出順に通し番号を付したが、後に検討の結

果、遺構ではないと判断したものは欠番とした。

　ＳＢ・・・掘立柱建物跡　　ＳＡ・・・柱列　　　　　ＳＫＩ・・・竪穴状遺構

　ＳＫ・・・土坑　　　　　　ＳＤ・・・溝跡　　　　　ＳＹ・・・・塚

　ＳＸ・・・性格不明遺構

　なお、遺構図面中に記したＰは掘立柱建物跡、柱列等の遺構に伴うピットを示している。

３　各区の基本層序にはローマ数字を、各遺構の堆積土には算用数字を使用した。

４　挿図中に使用した主なスクリーントーンは以下のとおりである。また、断面図で黒く塗りつぶさ

れているものは、火山灰である。このほかについては個々に挿図中に示した。
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図版９　遺跡近景（２）
１．３区北側全景（南→）
２．３区南側全景（北→）
３．３区南側全景（南→）
図版１０　検出遺構（７）
１．３区南側水田跡（北→）
２．３区南側水田跡畦畔Ｃ（南西→）
３．３区南側水田跡畦畔Ｄ（南→）
図版１１　検出遺構（８）
１．３区南側水田跡畦畔Ｃ（西→）
２．３区北側水田跡畦畔Ａ（東→）
３．３区北側水田跡畦畔Ｂ（北→）

図版１２　検出遺構（９）
１．３区ＳＫ０３土坑完掘（南西→）
２．３区ＳＫ０３土坑斎串出土状況（東→）
３．３区ＳＫ３２土坑完掘（南西→）
４．３区ＳＫ６８土坑完掘（南東→）
５．３区ＳＤ０１溝跡完掘（南東→）
６．３区ＳＤ０１溝跡遺物出土状況（北→）
７．３区ＳＤ０２溝跡遺物出土状況（南西→）
８．３区ＳＤ９３溝跡完掘（南→）
図版１３　検出遺構（１０）
１．４区ＳＹ０１塚半截（東→）
２．４区ＳＹ０１塚断面（北東→）
３．４区ＳＹ０１塚全景（南東→）
４．４区ＳＹ０１塚全景（南西→）
５．４区ＳＹ０１塚全景（北西→）
６．４区ＳＹ０１塚周溝遺物出土状況（北東→）
図版１４　検出遺構（１１）
１．４区ＳＹ０１塚断面と周溝（西→）
２．４区ＳＹ０１塚全景（北東→）
３．４区ＳＹ０１塚周溝全景（北西→）
図版１５　検出遺構（１２）
１．５区ＳＡ２２柱列（南東→）
２．５区南側全景（北→）
３．５区ＳＤ０５・０６・０７・０８溝跡（北西→）
図版１６　検出遺構（１３）
１．５区ＳＡ２２Ｐ１柱材出土状況（南東→）
２．５区ＳＡ２２Ｐ２柱材出土状況（北西→）
３．５区ＳＫ０２土坑完掘（北東→）
４．５区ＳＫ０３土坑完掘（南西→）
５．５区ＳＫ０４土坑完掘（南→）
６．５区作業風景（南東→）
７．５区ＳＸ０１性格不明遺構完掘（南→）
８．５区ＳＸ２０性格不明遺構完掘（北西→）
図版１７　遺跡近景（３）
１．５区全景（北西→）
２．６区北側全景（東→）
３．６区東側全景（北→）
図版１８　検出遺構（１４）
１．６区ＳＫ１１・３０土坑完掘（北→）
２．６区ＳＫ１２土坑完掘（西→）
３．６区ＳＫ１５土坑、ＳＤ０４溝跡完掘（北→）
４．６区ＳＤ０３溝跡完掘（北→）
５．６区水田跡
６．６区西側ＳＫＰ群（東→）
７．６区北側中央部ＳＫＰ群（北→）
８．７区全景
図版１９　出土遺物（１）
図版２０　出土遺物（２）
図版２１　出土遺物（３）
図版２２　出土遺物（４）
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第１章　はじめに

　　第１節　調査に至る経過

　ほ場整備事業は、ほ場の区画形質の変更を中心とした農業の生産基盤を整えるための総合的な整備

事業である。高生産性のほ場を造成することにより、近年の農業情勢である農業の担い手の減少や高

齢化、国際化に対応できる生産体制の確立などに対応し、大規模経営が展開可能な農業構造にするこ

とを目的としている。１９９３（平成５）年度から実施している「ほ場整備事業（担い手育成型）」では、

大区画ほ場を整備することにより、生産費や労働時間の減少などをねらいとしている。

　雄物川町館合地区では、１９９７（平成９）年度から２００５（平成１７）年度までの９か年で計画面積３７５

ｈａのほ場整備を実施している。このほ場整備工事区域には、埋蔵文化財が包蔵されていることが判明

していた。工事に先立って、原因者の秋田県平鹿地域振興局より、秋田県教育委員会に対し、埋蔵文

化財の包蔵地の確認とその対応について依頼があった。これを受けて秋田県教育庁生涯学習課文化財

保護室は、２００１（平成１３）年度と２００２（平成１４）年度に計画区域内の遺跡分布調査を実施した。結

果、２００１（平成１３）年度の遺跡分布調査で計画区域内に新しい遺跡として大見内遺跡が発見された。

このため、秋田県教育委員会は、今後確認調査が必要であること、確認調査の結果、記録保存の必要

な場合には発掘調査を実施すべきことを回答した。

　以上の経緯に基づき、大見内遺跡のうち、２００２（平成１４）年度の工事区域内の分については、２００１

（平成１３）年度に確認調査、２００２（平成１４）年度に発掘調査を実施し、ほ場整備を終了している。

大見内遺跡の２００３（平成１５）年度の工事区域内と館野遺跡については、２００２（平成１４）年度に確認

調査を行い、２００３（平成１５）年度に発掘調査を実施するに至った。

　　第２節　調査要項

遺　 跡　 名　　大見内遺跡・館野遺跡（おおみないいせき ･たてのいせき）：遺跡略号８ＯＭＮ・ＴＮ

遺跡所在地　　大見内遺跡：秋田県平鹿郡雄物川町薄井字大見内３００外

　　　　　　　　館 野 遺 跡：秋田県平鹿郡雄物川町薄井字長願１１０外

調 査 期 間　　平成１５年５月１３日～１０月３１日

調 査 面 積　　大見内遺跡：１２，３００　㎡

　　　　　　　　館 野 遺 跡：７００　㎡

調査主体者　　秋田県教育委員会

調査担当者　　栗澤　光男（秋田県埋蔵文化財センター南調査課　文化財主査）

　　　　　　　　石井　直樹（秋田県埋蔵文化財センター南調査課　学芸主事）

　　　　　　　　高橋　直樹（秋田県埋蔵文化財センター南調査課　学芸主事）

　　　　　　　　伊藤　和美（秋田県埋蔵文化財センター南調査課　学芸主事）
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　　　　　　　　伊藤　一彦（秋田県埋蔵文化財センター南調査課　調査・研究員）

　　　　　　　　照井　洋子（秋田県埋蔵文化財センター南調査課　調査・研究員）

総務担当者　　平成１５年度　総務担当者

　　　　　　　　金　　義晃（秋田県埋蔵文化財センター総務課　総務課長）

　　　　　　　　高橋　　修（秋田県埋蔵文化財センター総務課　主任）

　　　　　　　　田口　　旭（秋田県埋蔵文化財センター総務課　主事）

　　　　　　　　平成１６年度　総務担当者

　　　　　　　　渡辺　　憲（秋田県埋蔵文化財センター総務課　総務課長）

　　　　　　　　高橋　　修（秋田県埋蔵文化財センター総務課　主任）

　　　　　　　　田口　　旭（秋田県埋蔵文化財センター総務課　主事）

調査協力機関　　秋田県平鹿地域振興局　雄物川町　雄物川町教育委員会　館合地区土地改良区

≪引用・参考文献≫

秋田県　『平成１４年度　農林水産業及び農山漁村に関する年次報告』　２００３（平成１５）年

秋田県教育委員会　『秋田県遺跡地図（県南版）』　１９８７（昭和６２）年

秋田県教育委員会　『遺跡詳細分布調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第３４２集　２００２（平成１４）年

秋田県教育委員会　『遺跡詳細分布調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第３６５集　２００３（平成１５）年

秋田県教育委員会　『大見内遺跡』　秋田県文化財調査報告書第３７４集　２００４（平成１６）年
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第２章　遺跡の環境

　　第１節　遺跡の位置と立地

　大見内遺跡・館野遺跡の所在する秋田県平鹿郡雄物川町は、秋田県の南部にあり、南北約６０　㎞、東

西１５　㎞におよぶ横手盆地の西側に位置する（第１図）。北は平鹿郡大森町・大雄村、東は平鹿郡平鹿

町・十文字町、南は雄勝郡羽後町、西は由利郡東由利町と接している。奥羽山系を水源とする雄物川

が町のほぼ中央部を土地を二分するように北流しており、雄物川の東部は平坦肥沃な水田地帯、西部

は出羽山地の一角を占める山麓地帯となっている。また、雄物川の東側に主要地方道湯沢雄物川大曲

線（県道１３号）が通じ、町の南部を東西に国道１０７号線が通じている。町域は、南北１０　㎞、東西１２

㎞にわたり、その面積は、７３．３９�である。

　本遺跡は、雄物川町館合地区に所在し、北緯３９°１８′２０″、東経１４０°２６′２５″、雄物川町役場か

ら北北東へ約２㎞のところに位置する（第３図）。周辺地域は、平坦肥沃な水田地帯になっている。

　遺跡周辺の地形は、『出羽丘陵開発計画地域　土地分類基本調査　浅舞』によれば丘陵地と低地の

２つに分けられ、雄物川の東側には横手低地（Ⅲａ）、西側には沼館丘陵地（Ⅱｅ）・明治丘陵地（Ⅱ

ｆ）が形成されている。

　本遺跡は、雄物川・皆瀬川・西馬音内川など

によって形成された沖積平野である横手低地

内にある。横手低地はほとんど勾配がないた

め、雄物川とその支流が相当乱流しており、各

所に旧河道がみられる。雄物川の右岸から大宮

川までの間に数段の砂礫段丘が形成されてい

るが、本遺跡は砂礫段丘Ⅳ（Ｈｉｇｈｅｒ　Ｌｏｗｅｓｔ）に

属する（第２図）。この標高４０～５０ｍの段丘

堆積物は、過去に雄物川・皆瀬川・成瀬川等の

諸河川が、その流路を変遷させつつ形成したも

のと考えられる。遺跡の表層地質は、第四紀洪

積世の未固結堆積物（段丘堆積物）である。こ

の付近の第四紀の堆積物は、泥・砂・礫の他に

植物破片・炭質物・泥炭を含んでいる。このよ

うな構成内容からも河成堆積物であると言え

る。土壌区分上は細粒質のグライ土壌である浅

津統（遺跡中心部）と、微粒質のグライ土壌で

ある幡野統（遺跡外周部）に属する。

第１節　遺跡の位置と立地
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第１図　遺跡位置図
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第２図　地形分類図
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　　第２節　歴史的環境

　雄物川町には、２００４（平成１６）年１２月現在、旧石器時代から近世までの１１８遺跡が確認されてい

る。１９８７（昭和６２）年刊行の『秋田県遺跡地図（県南版）』によると、旧石器時代から江戸時代まで

の９６遺跡が確認されており、２００１（平成１３）年度以降の秋田県教育委員会と雄物川町教育委員会の

遺跡分布調査では、２２遺跡が新しく発見されている。

　第１表に２００４（平成１６）年まで確認されている雄物川町内の遺跡を掲載した。６０‐９７～６０‐１１８の

遺跡については、雄物川町の『遺跡登録カード』、雄物川町教育委員会２００４（平成１６）年刊行の『埋

蔵文化財詳細分布調査報告書』、秋田県教育委員会２００４（平成１６）年刊行の『大見内遺跡』をもとに

付け加えた。

　旧石器時代から縄文時代までの遺跡は雄物川西側の出羽山麓を中心に、弥生時代から平安時代まで

の遺跡は雄物川東側の水田地帯を中心に、中世の遺跡は出羽山地や雄物川流域の山麓や平地に分布し

ている。

　旧石器時代の遺跡は、新道Ⅰ遺跡（６０‐９）の１遺跡が確認されている。佐藤鶴松氏によって石刃

２点と尖頭器１点が発見され、東北大学芹沢長介氏によって、石刃は後期旧石器時代、尖頭器は後期

旧石器時代最終末期に属するとされている。

　縄文時代草創期の遺跡は、今のところ確認されていない。

　縄文時代早期の遺跡は、常野遺跡（６０‐４６）の１遺跡が確認されている。２００１（平成１３）年のほ場

整備事業の工事立ち会い調査で、貝殻条痕文のある土器が出土した。

　縄文時代前期の遺跡は、坂ノ下Ⅱ遺跡（６０‐６）、根羽子沢遺跡（６０‐２５）、竹の子沢遺跡（６０‐４０）、

常野遺跡（６０‐４６）の４遺跡が確認されている。根羽子沢遺跡は、過去３回発掘調査が行われている。

１９５５（昭和３０）年に雄物川町教育委員会と秋田県立沼館高等学校（現：雄物川高等学校）社会科クラ

ブが発掘調査を行い、配石遺構を伴う土坑墓を２基検出し、大木４ ･５式土器や�状耳飾が出土して

いる。その後、１９８６（昭和６１）年に雄物川町教育委員会、１９８７（昭和６２）年に秋田県教育委員会が

国道１０７号線の改良工事に伴う緊急発掘調査を行い、大型住居跡（長軸１５．７ｍ×短軸５．２ｍ）や土

坑が検出され、大木６式土器と円筒下層ｄ式土器が出土した。

　縄文時代中期の遺跡は、鍛冶台遺跡（６０‐１）、黒沢Ⅰ遺跡（６０‐２）、黒沢Ⅱ遺跡（６０‐３）、坂ノ下

Ⅰ遺跡（６０‐５）、坂ノ下Ⅱ遺跡（６０‐６）、坂ノ下Ⅲ遺跡（６０‐７）、坂ノ下Ⅳ遺跡（６０‐８）、新道Ⅰ遺

跡（６０‐９）、新道Ⅱ遺跡（６０‐１０）、新道Ⅲ遺跡（６０‐１１）、新道Ⅳ遺跡（６０‐１２）、新道Ⅴ遺跡（６０‐１３）、

新道Ⅵ遺跡（６０‐１４）、新道Ⅶ遺跡（６０‐１５）、内童子ヶ沢遺跡（６０‐１６）、水上沢遺跡（６０‐１７）、大沢Ⅰ

遺跡（６０‐１８）、盲沢遺跡（６０‐１９）、長谷堂遺跡（６０‐２１）、内山Ⅱ遺跡（６０‐２２）、内山Ⅲ遺跡（６０‐２３）、

根羽子沢遺跡（６０‐２５）、金峰Ⅰ遺跡（６０‐２７）、郷遺跡（６０‐３０）、二井山Ⅰ遺跡（６０‐３４）、笊の沢Ⅰ遺

跡（６０‐３７）、笊の沢Ⅱ遺跡（６０‐３８）、笊の沢Ⅲ遺跡（６０‐３９）、竹の子沢遺跡（６０‐４０）、竹の子沢Ⅱ遺

跡（６０‐４１）、竹の子沢Ⅲ遺跡（６０‐４２）、常野遺跡（６０‐４６）の３２遺跡が確認されている。この時期の

遺跡の大部分は、雄物川の西、出羽丘陵東縁部の海抜１００メートル前後の舌状台地に点在しており、

遺跡数も多い。長谷堂遺跡からは大木９・１０式土器、内山Ⅲ遺跡からは大木８ａ式土器、常野遺跡か

らは大木９式土器が出土している。
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第３図　周辺遺跡位置図
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番号 遺　跡　名 遺　跡　所　在　地 時代・時期 番号 遺　跡　名 遺　跡　所　在　地 時代・時期 

６０－１ 鍛冶台遺跡 大沢字鍛冶台 縄文（中） ６０－６０ 雄物川高校Ⅱ遺跡 今宿字　袋 縄文、平安 

６０－２ 黒沢Ⅰ遺跡 大沢字黒沢 縄文（中） ６０－６１ 　袋遺跡 （雄物川高校敷地内） 
今宿字　袋 縄文、平安 

６０－３ 黒沢Ⅱ遺跡 大沢字黒沢 縄文（中） ６０－６２ くずれ遺跡 造山字高花 平安 

６０－４ 黒沢Ⅲ遺跡 大沢字黒沢 縄文（晩） ６０－６３ 十足馬場遺跡 造山字十足馬場 平安 

６０－５ 坂ノ下Ⅰ遺跡 （東海林松三郎氏宅地内） 
大沢字坂ノ下 縄文（中） ６０－６４ 首塚遺跡 今宿字首塚 奈良～平安 

６０－６ 坂ノ下Ⅱ遺跡 （共同墓地南面） 
大沢字坂ノ下１の１ 縄文（前・中） ６０－６５ 南田遺跡 今宿字南田 奈良～平安 

６０－７ 坂ノ下Ⅲ遺跡 （北ノ沢橋手前の畑地） 
大沢字坂ノ下 縄文（中） ６０－６６ 下作の瀬遺跡 今宿字下作の瀬２８ 平安 

６０－８ 坂ノ下Ⅳ遺跡 （坂ノ下集落南側田圃中） 
大沢字坂ノ下 縄文（中） ６０－６７ 千刈田遺跡 沼館字昼飯塚 平安 

６０－９ 新道Ⅰ遺跡 大沢字新道１３ノ２ 旧石器（後）、縄文（中） ６０－６８ 正願谷地遺跡 沼館字正願谷地 平安 

６０－１０ 新道Ⅱ遺跡 大沢字新道１３ノ１ 縄文（中） ６０－６９ 旧明神遺跡 砂子田字旧明神 縄文 

６０－１１ 新道Ⅲ遺跡 大沢字桐ノ木沢１３、１ 縄文（中） ６０－７０ 石塚上台遺跡 会塚字上台 平安 

６０－１２ 新道Ⅳ遺跡 大沢字桐ノ木沢１３、５ 縄文（中） ６０－７１ 上大塚遺跡 会塚字上大塚 平安 

６０－１３ 新道Ⅴ遺跡 大沢字坂ノ下５８、１ 縄文（中） ６０－７２ 上大見内遺跡 薄井字大見内５０６ 奈良～平安 

６０－１４ 新道Ⅵ遺跡 大沢字坂ノ下５５ 縄文（中） ６０－７３ 館野遺跡 薄井字館野 縄文（後）、平安 

６０－１５ 新道Ⅶ遺跡 大沢字新道１４－２７ 縄文（中） ６０－７４ 新城館跡 薄井字新城 室町 

６０－１６ 内童子ヶ沢遺跡 大沢字内童子ヶ沢 縄文（中） ６０－７５ 薄井館跡 薄井字船沼 室町 

６０－１７ 水上沢遺跡 大沢字水上沢１の１の内 縄文（中） ６０－７６ 沼の柵跡（沼館城跡） 沼館字沼館 平安（沼館城跡は室町） 

６０－１８ 大沢Ⅰ遺跡（赤井遺跡） 大沢字赤井（大沢貯水池） 縄文（中） ６０－７７ 蔵光院板碑 沼館字沼館 室町 

６０－１９ 盲沢遺跡 大沢字盲沢 縄文（中） ６０－７８ 今宿館跡 今宿字西在家の一帯 
今宿字高花および 室町 

６０－２０ 上前遺跡 大沢字上前 縄文（後） ６０－７９ 造山館跡 造山字造山 室町 

６０－２１ 長谷堂遺跡（内山Ⅰ遺跡） 大沢字内山 縄文（中） ６０－８０ 廻館跡 東里字廻館 室町 

６０－２２ 内山Ⅱ遺跡 大沢字内山 縄文（中） ６０－８１ 悪戸城跡 西野字悪戸 室町 

６０－２３ 内山Ⅲ遺跡 大沢字内山 縄文（中） ６０－８２ 兵部ヶ沢館跡 沼館字兵部ヶ沢 平安 

６０－２４ 飯岡遺跡 大沢字飯岡 縄文 ６０－８３ 二井山館跡 二井山字野沢 室町 

６０－２５ 根羽子沢遺跡 大沢字根羽子沢 縄文（前・中） ６０－８４ 赤館跡 二井山字館平 室町 

６０－２６ 末館窯跡 および今宿字藪沢目 
今宿字末館 奈良 ６０－８５ 三吉山館跡 今宿字末館１０ 室町 

６０－２７ 金峰Ⅰ遺跡 大沢字金峰 縄文（中） ６０－８６ 末館跡 今宿字末館 室町 

６０－２８ 上法寺旧寺跡 大沢字上法寺 平安 ６０－８７ 館森館跡 大沢字根羽子沢 室町 

６０－２９ （大沢森経塚を含む） 
北野経塚 

今宿字ハアカ坂の境界 
大沢字北野および 

（大森沢経塚は平安） 
鎌倉～室町 ６０－８８ 上法寺館跡 大沢字上法寺 室町 

６０－３０ 郷遺跡 今宿字ハアカ坂 縄文（中） ６０－８９ 赤井館跡 大沢字赤井 室町 

６０－３１ 郷Ⅰ遺跡 今宿字郷 平安 ６０－９０ 大沢城跡 大沢字天下屋敷 室町 

６０－３２ 郷Ⅱ遺跡 今宿字郷 縄文（後・晩） ６０－９１ 黒沢館跡 大沢字黒沢 室町 

６０－３３ 兵部ヶ沢遺跡 沼館字兵部ヶ沢 縄文（後・晩） ６０－９２ 大沢口境目御番所跡 大沢字坂ノ下 江戸 

６０－３４ 二井山Ⅰ遺跡 二井山字竹の子沢 縄文（中） ６０－９３ 深井焼窯 南形字深井 江戸 

６０－３５ 二井山Ⅱ遺跡 二井山字和田 縄文（後） ６０－９４ 天保無縁塚 薄井字下開 江戸 

６０－３６ 二井山Ⅲ遺跡 二井山字和田 縄文（後） ６０－９５ 矢神遺跡 （矢神集落） 
平鹿郡大森町鰌沼 縄文（後） 

６０－３７ 笊の沢Ⅰ遺跡 二井山字笊の沢 縄文（中） ６０－９６ 大沢松雲寺遺跡 大沢字大沢 縄文 

６０－３８ 笊の沢Ⅱ遺跡 二井山字笊の沢 縄文（中） ６０－９７ 釘貫遺跡 東里字釘貫 縄文（晩）、奈良 

６０－３９ 笊の沢Ⅲ遺跡 二井山字笊の沢 縄文（中） ６０－９８ 小出遺跡 薄井字小出３９３－１外 平安 

６０－４０ 竹の子沢遺跡 二井山字竹の子沢 縄文（前・中） ６０－９９ 大見内遺跡 薄井字大見内２２６－１外 縄文（後）、奈良～平安、中世 

６０－４１ 竹の子沢Ⅱ遺跡 二井山字竹の子沢 縄文（中） ６０－１００ 八卦遺跡 沼館字八卦 奈良～平安、中世 

６０－４２ 竹の子沢Ⅲ遺跡 二井山字竹の子沢 縄文（中） ６０－１０１ 十三塚遺跡 東里字十三塚 奈良～平安 

６０－４３ 二井山松子台遺跡 二井山字松子台 縄文 ６０－１０２ 造山Ⅱ遺跡 造山字造山 縄文（後・晩） 

６０－４４ 水沢遺跡 二井山字境長根 縄文 ６０－１０３ 明神Ⅰ遺跡 薄井字明神 平安 

６０－４５ 上西野遺跡 西野字後田表 平安 ６０－１０４ 明神Ⅱ遺跡 薄井字明神 縄文（後） 

６０－４６ 常野遺跡 柏木字歌舞伎野 縄文（早・前・中） ６０－１０５ 明神Ⅲ遺跡 薄井字明神 縄文（後） 

６０－４７ 蝦夷塚古墳群 造山字蝦夷塚５５、３６－１ 縄文（後）、奈良～平安 ６０－１０６ 明神Ⅳ遺跡 薄井字明神 縄文（後） 

６０－４８ 蝦夷塚出土勾玉 造山字蝦夷塚 奈良～平安 ６０－１０７ 桜木谷地遺跡 沼館字桜木谷地 平安 

６０－４９ 造山遺跡（造山古墳群） 造山字造山（通称：七ツ森） 奈良～平安 ６０－１０８ 水里遺跡 東里字水里 奈良～平安 

６０－５０ 栗林遺跡 造山字栗林 縄文、奈良～平安 ６０－１０９ 耳取遺跡 造山字耳取 江戸 

６０－５１ 栗林製鉄跡 造山字栗林 奈良～平安 ６０－１１０ 樋向遺跡 会塚字樋向 平安 

６０－５２ 廻館十三塚 東里字十三塚 弥生、平安～鎌倉 ６０－１１１ 田中遺跡 会塚字田中 平安 

６０－５３ 十三塚Ⅰ遺跡 東里字十三塚３４０ 縄文（晩）、弥生 ６０－１１２ 下谷地Ⅰ遺跡 砂子田字下谷地 平安 

６０－５４ 十三塚Ⅱ遺跡 東里字十三塚３３７の１内 縄文（晩）、弥生 ６０－１１３ 下谷地Ⅱ遺跡 砂子田字下谷地 平安 

６０－５５ 十三塚Ⅲ遺跡 東里字十三塚３３７の１内 縄文、弥生 ６０－１１４ 中村Ⅰ遺跡 砂子田字中村 平安 

６０－５６ 廻館Ⅰ遺跡（十三塚遺跡） 東里字廻館および十三塚３３７の１ 弥生、平安 ６０－１１５ 中村Ⅱ遺跡 砂子田字中村 平安 

６０－５７ 廻館Ⅱ遺跡 東里字廻館 平安 ６０－１１６ 柄内遺跡 東里字柄内 縄文・平安 

６０－５８ 雄物川高校裏遺跡 今宿字　袋 平安 ６０－１１７ 水尻遺跡 東里字水尻 縄文・平安 

６０－５９ 雄物川高校Ⅰ遺跡 今宿字　袋 縄文、平安 ６０－１１８ 東里北遺跡 砂子田字東里 平安 

第１表　雄物川町遺跡一覧



　縄文時代後期の遺跡は、上前遺跡（６０‐２０）、郷Ⅱ遺跡（６０‐３２）、兵部ヶ沢遺跡（６０‐３３）、二井山Ⅱ

遺跡（６０‐３５）、二井山Ⅲ遺跡（６０‐３６）、蝦夷塚古墳群（６０‐４７）、館野遺跡（６０‐７３）、矢神遺跡（６０‐

９５）、大見内遺跡（６０‐９９）、造山Ⅱ遺跡（６０‐１０２）、明神Ⅱ遺跡（６０‐１０４）、明神Ⅲ遺跡（６０‐１０５）、明

神Ⅳ遺跡（６０‐１０６）の１３遺跡が確認されている。２００２（平成１４）年に雄物川町教育委員会が行った

明神遺跡分布調査では、宮戸１ｂ式土器が出土した。

　縄文時代晩期の遺跡は、黒沢Ⅲ遺跡（６０‐４）、郷Ⅱ遺跡（６０‐３２）、兵部ヶ沢遺跡（６０‐３３）、十三塚

Ⅰ遺跡（６０‐５３）、十三塚Ⅱ遺跡（６０‐５４）、釘貫遺跡（６０‐９７）、造山Ⅱ遺跡（６０‐１０２）の７遺跡が確認

されている。１９８２（昭和５７）年に雄物川町教育委員会が発掘調査を行った兵部ヶ沢遺跡では、竪穴住

居跡が２軒検出され、鉢形土器、注口土器などが出土した。

　弥生時代の遺跡は、廻館十三塚（６０‐５２）、十三塚Ⅰ遺跡（６０‐５３）、十三塚Ⅱ遺跡（６０‐５４）、十三塚

Ⅲ遺跡（６０‐５５）、廻館Ⅰ遺跡（６０‐５６）の５遺跡が確認されている。十三塚Ⅰ遺跡からは、胴部に平

行沈線によって連続する弧線が描かれ、その間に刺突文が施された壺形の土器が出土している。

　古墳時代の遺跡は、確認されていない。

　奈良時代の遺跡は、末館窯跡（６０‐２６）、蝦夷塚古墳群（６０‐４７）、蝦夷塚出土勾玉（６０‐４８）、造山遺

跡（６０‐４９）、栗林遺跡（６０‐５０）、栗林製鉄跡（６０‐５１）、首塚遺跡（６０‐６４）、南田遺跡（６０‐６５）、上大

見内遺跡（６０‐７２）、釘貫遺跡（６０‐９７）、大見内遺跡（６０‐９９）、八卦遺跡（６０‐１００）、十三塚遺跡（６０‐

１０１）、水里遺跡（６０‐１０８）の１４遺跡がある。１９５７（昭和３２）年と１９５９（昭和３４）年に発掘調査され

た末館窯跡では、半地下式窖窯が２基検出され、８世紀中葉から末葉の須恵器が多数出土した。これ

らの遺物は県内窯跡出土須恵器の編年上、最も古い時期のものである。蝦夷塚古墳群は、１９５５（昭和

３０）年に藤田亀治・藤一・正一氏、１９５８（昭和３３）年には佐藤金一氏によって勾玉などの玉類を多数

発見されている所である。菅江真澄の『雪の出羽路』平鹿郡二巻に「造山邑の蝦夷塚といふあたりよ

り、長之亟といふ村民の掘り得しとて、勾玉あり」と記されていることからわかるように、古くから

遺物の出土する地として知られていた所でもある。１９８５（昭和６０）年には、国道１０７号改良工事に

伴って秋田県教育委員会が、２００２（平成１４）年には県営ほ場整備事業に伴って雄物川町教育委員会が

発掘調査を行い、計１７基の古墳が検出され、県内最大規模の古墳群であることが判明している。ま

た、２００３（平成１５）年に雄物川町教育委員会が発掘調査した釘貫遺跡と八卦遺跡からは、奈良時代中

ごろの竪穴住居跡が検出され、内面を黒色処理した非ロクロ土師器の坏や須恵器の坏が出土している。

　平安時代の遺跡は、上法寺旧寺跡（６０‐２８）、郷Ⅰ遺跡（６０‐３１）、上西野遺跡（６０‐４５）、蝦夷塚古墳

群（６０‐４７）、蝦夷塚出土勾玉（６０‐４８）、造山遺跡（６０‐４９）、栗林遺跡（６０‐５０）、栗林製鉄跡（６０‐５１）、

廻館十三塚（６０‐５２）、廻館Ⅰ遺跡（６０‐５６）、廻館Ⅱ遺跡（６０‐５７）、雄物川高校裏遺跡（６０‐５８）、雄物

川高校Ⅰ遺跡（６０‐５９）、雄物川高校Ⅱ遺跡（６０‐６０）、�袋遺跡（６０‐６１）、くずれ遺跡（６０‐６２）、十足

馬場遺跡（６０‐６３）、首塚遺跡（６０‐６４）、南田遺跡（６０‐６５）、下作の瀬遺跡（６０‐６６）、千刈田遺跡（６０

‐６７）、正願谷地遺跡（６０‐６８）、石塚上台遺跡（６０‐７０）、上大塚遺跡（６０‐７１）、上大見内遺跡（６０‐７２）、

館野遺跡（６０‐７３）、沼の柵跡（６０‐７６）、兵部ヶ沢館跡（６０‐８２）、小出遺跡（６０‐９８）、大見内遺跡（６０

‐９９）、八卦遺跡（６０‐１００）、十三塚遺跡（６０‐１０１）、明神Ⅰ遺跡（６０‐１０３）、桜木谷地遺跡（６０‐１０７）、

水里遺跡（６０‐１０８）、樋向遺跡（６０‐１１０）、田中遺跡（６０‐１１１）、下谷地Ⅰ遺跡（６０‐１１２）、下谷地Ⅱ遺

跡（６０‐１１３）、中村Ⅰ遺跡（６０‐１１４）、中村Ⅱ遺跡（６０‐１１５）、柄内遺跡（６０‐１１６）、水尻遺跡（６０‐１１７）、
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東里北遺跡（６０‐１１８）の４４遺跡が確認されている。２００４（平成１６）年に雄物川町教育員会が発掘調

査した柄内遺跡では、竪穴住居跡が検出され、底部に木葉痕のある土師器が出土している。

　鎌倉時代から室町時代の遺跡は、北野経塚（６０‐２９）、廻館十三塚（６０‐５２）、新城館跡（６０‐７４）、薄

井館跡（６０‐７５）、沼館城跡（６０‐７６）、蔵光院板碑（６０‐７７）、今宿館跡（６０‐７８）、造山館跡（６０‐７９）、

廻館跡（６０‐８０）、悪戸城跡（６０‐８１）、二井山館跡（６０‐８３）、赤館跡（６０‐８４）、三吉山館跡（６０‐８５）、

末館跡（６０‐８６）、館森館跡（６０‐８７）、上法寺館跡（６０‐８８）、赤井館跡（６０‐８９）、大沢城跡（６０‐９０）、

黒沢館跡（６０‐９１）、大見内遺跡（６０‐９９）、八卦遺跡（６０‐１００）の２１遺跡が確認されており、その多

くが中世城館である。末館跡は、雄物川に臨む出羽山地の東縁辺にある館跡である。三吉神社の山頂

部が主郭に比定され、この北西に東西４０ｍ、南北５０ｍの略方形の郭があり、回りを幅５ｍの帯郭が

一段取り巻いていることが知られている。

　江戸時代の遺跡は、大沢口境目御番所跡（６０‐９２）、深井焼窯（６０‐９３）、天保無縁塚（６０‐９４）、耳取

遺跡（６０‐１０９）の４遺跡が確認されている。２００３（平成１５）年に雄物川町教育委員会が発掘調査した

耳取遺跡からは、寛永通宝１点と磁器２点が出土した。

　このように、雄物川町では旧石器時代から近世に至るまで多くの遺跡が発見され、その調査結果か

ら当地域における通史が徐々に明らかにされてきている。
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第３章　発掘調査の概要

　　第１節　遺跡の概観

　大見内遺跡・館野遺跡は既述のとおり、雄物川によって形成された沖積地に立地している。県道４８

号横手東由利線の北側、上大見内集落の北西側にあり、２００１（平成１３）年度と２００２（平成１４）年度

の確認調査で判明した範囲は、東西約８００ｍ、南北約６００ｍにおよぶ約３９０，０００　㎡である。大見内遺

跡の現況は水田であり、標高は約４２～４４ｍである。館野遺跡の現況は盛土された神社跡地であり、

標高は約４３～４５ｍである。また、北側には薄井館跡（６０－７５）、明神Ⅰ遺跡（６０－１０３）、明神Ⅱ

遺跡（６０－１０４）、明神Ⅲ遺跡（６０－１０５）、明神Ⅳ遺跡（６０－１０６）、西側には八卦遺跡（６０－１００）、

桜木谷地遺跡（６０－１０７）、南側には正願谷地遺跡（６０－６８）、上大見内遺跡（６０－７２）、樋向遺跡

（６０－１１０）、下谷地Ⅰ遺跡（６０－１１２）、東側には田中遺跡（６０－１１１）が確認されている。

　発掘調査は、大見内遺跡・館野遺跡内で破壊が免れない切土施行部分（面積１３，０００　㎡）について行

われた。調査にあたり調査区を７つに区分し、１区（７，０００　㎡）、２区（９００　㎡）、３区（１，３００　㎡）、

４区（７００　㎡）、５区（９００　㎡）、６区（１，１３０　㎡）、７区（１，０７０　㎡）と呼称した。これは工事を実施す

る平鹿地域振興局より調査が終了次第、調査区を引き渡すよう要請を受けていたためにとった措置で

あり、本書中でもこの呼称を用いる。なお、１・２・３・５・６・７区が大見内遺跡にあたり、４区

が館野遺跡にあたる。

　　第２節　調査の方法

　発掘調査はグリッド法を採用した。調査区１区のほぼ中央にグリッド原点ＭＡ　５０　を設置した。この

杭から磁北に合わせた南北基線と、これに直交する東西基線を設け、４ｍ×４ｍのグリッドを設定し

た。また、グリッド杭には東から西に向かって昇順するアルファベット２文字と、南から北に向かっ

て昇順する連続する数字を組み合わせた記号を記入し、４ｍ×４ｍの方眼杭の南東隅をグリッドの名

称とした。

　各調査区を掘り進む方法は、Ⅰ層・Ⅱ層の表土及び耕作土をバックフォーで除去した後、人力で行っ

た。また、１区の５０～６０ラインの落ち込み部分の調査においては、遺構確認作業を円滑に進めるた

め、南北方向に幅４ｍのトレンチを６本設定し掘り進めた。

　検出した遺構には、各調査区ごとに、検出した順に連番を付し、凡例にあげた遺構略号をつけた。

出土した遺物については、遺構内のものは出土遺構名・出土層位・遺物番号・出土年月日を、遺構外

のものは出土グリッド・出土層位・遺物番号・出土年月日を記入したラベルとともに取り上げた。調

査の記録については、実測図・写真・筆記によって行い、実測図は、基本的に１／２０の縮尺で、一部

の土坑は１／１０の縮尺で作図した。また、検出遺構の写真撮影は、３５㎜のモノクロ・カラーリバーサ

ル・ネガカラーを使用した。
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第５図　グリッド配置図
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　　第３節　調査の経過

　発掘調査は、平成１５年５月１３日から１０月３１日までの延べ１００日間行った。調査経過は、以下の

とおりである。
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第２表　調査の経過（１）

【第１週】５月１３日～５月１６日
　１３日、作業員説明会、発掘器材の搬入、事務所・休憩棟等の整備終了後、遺跡周辺の環境整備を行った。１４日から２区の
発掘調査を開始し、粗掘り・遺構確認作業・基本層序を観察するため東壁の精査を行った。１５日からグリッド杭打設を開始
した。この週は遺構を検出できなかったが、遺物（土師器片・須恵器片）が中コンテナ２．５箱分出土した。

【第２週】５月１９日～５月２３日
　２区の調査と並行して、１９日から３区、２３日から５区の発掘調査を開始した。２区は粗掘り・遺構確認作業・遺構の精査
を行った。５区は粗掘り・遺構確認作業を行った。２区で底部に「豊」と書かれた墨書土器（須恵器片）が１点出土した。
１・２・３・５区のグリッド杭打設を終了した。

【第３週】５月２６日～５月３０日
　２・３区は遺構確認作業・遺構の精査を行った。５区は粗掘り・遺構確認作業・遺構の精査を行い、南北に延びる溝跡を
４条検出した。

【第４週】６月２日～６月６日
　１区の発掘調査を開始し、粗掘り・遺構確認作業を行った。２・３区は遺構の精査、５区は遺構確認作業・遺構の精査を行っ
た。

【第５週】６月９日～６月１３日
　１区は粗掘り・遺構確認作業、３・５区は遺構確認作業・遺構の精査を行った。大野所長から、３区に十和田ａ火山灰降下
後の水田跡が見られるので慎重に調査するよう指導された。１０日、北上市立埋蔵文化財センター職員君島氏・杉本氏が整理
作業員２８名を引率して、発掘作業員研修のために来跡した。

【第６集】６月１７日～６月２０日
　１区は粗掘り・遺構確認作業、２・３区は粗掘り・遺構確認作業・遺構の精査、５区は遺構の精査を行った。１区は乾燥し地
面のひび割れが激しいため、遺構の保護のため散水しシートをかけた。１７～１９日、秋田県立横手工業高校生９名がボラン
ティア活動の発掘体験学習を行った。

【第７週】６月２３日～６月２７日
　２・３区は粗掘り・遺構確認作業・遺構の精査を行った。５区は粗掘り・遺構確認作業を行った。３区で２５日に南側水田
跡の畦畔を検出し、２７日にＳＫ０３から斎串が出土した。

【第８週】６月３０日～７月４日
　１区は北側の粗掘り・遺構確認作業を行った。２・３区は粗掘り・遺構確認作業・遺構の精査を行った。２区北側で点在す
る火山灰を検出し、その範囲から水田跡である可能性が高まった。３区南側で柱列１列を検出した。７月１日、佐々木孝志雄
物川町町長が現場視察のために来跡した。

【第９週】７月７日～７月１１日
　１区は遺構確認作業、２区は北側のＳＫＩ３５等の遺構の精査、南側の粗掘り・遺構確認作業を行った。３区は北側の粗掘
り・遺構確認作業、南側の遺構確認作業・遺構の精査を行った。２区で墨書土器（須恵器杯）が１点出土した。１０日、雄物
川北小学校狩野教諭と児童７名が総合的な学習のために来跡した。

【第１０週】７月１４日～７月１８日
　１区は北側の遺構確認作業を行った。２区は北側で検出した遺構の精査を行い、竪穴状遺構を切る土坑３基・掘立柱建物
跡１棟を検出した。また、水田跡と思われる部分を掘り下げたところ、ＳＫ８１を検出した。ＳＫ８１内からは鍬・下駄・曲物
等の木製品と、須恵器杯が出土した。３区は北側の水田跡の確認作業、南側の遺構確認作業・遺構の精査を行った。４区は
１５・１６日に立木の伐採を行った。１７日から３区北側の調査のため小島文化財主事、横山調査・研究員が発掘調査に参加した。

【第１１週】７月２２日～７月２５日
　２区はＳＫ８１・１３９・１４０等、検出した遺構の精査を行った。ＳＫ１４０からは多量の土師器坏が出土し、「財上」と書かれた
墨書土器も出土した。南端で畦畔を検出した。３区は粗掘り・遺構確認作業・遺構の精査を行った。北側で水田跡の畦畔を
検出した。２２日、４区の抜根除去作業を重機で行ったが遺構を破壊する恐れがあったため、人手での作業に切り替えること
にした。５区は遺構確認作業と溝跡４条の精査を行った。２２日、４・６・７区の地割りの確認のために、平鹿地域振興局石井
技師・文化財保護室深浦学芸主事が来跡した。２３日、２区、７０ライン以南の調査を終了し、原因者に引き渡した。２４日、雄
物川町郷土資料館真田氏・島田氏が雄物川高校生３名を引率し、職場体験の一環として来跡した。

【第１２週】７月２８日～８月１日
　２区は遺構の精査を行った。ＳＫ１４０から「六千」と書かれた墨書土器（土師器杯）、ＳＡ１５３Ｐ１・Ｐ３・Ｐ４からは柱材
が出土した。３区は水田跡等の遺構確認作業、５区は遺構の精査を行った。６区は草刈り等の環境整備を行った。
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第３表　調査の経過（２）

【第１３週】８月４日～８月８日
　１区は北側の粗掘り・遺構確認作業を行った。４日、２区の調査を終了し、原因者に引き渡した。３区は水田跡の確認作
業・遺構の精査を行った。８日、３区北側の調査を終了した。５区は北側の遺構の精査、南側は遺構確認作業を行った。北側
のＳＫ２１から縄文土器が出土した。

【第１４週】８月１８日～８月２２日
　１区は粗掘り・遺構確認作業、３区は粗掘り・水田跡等の確認作業を行った。５区は遺構の精査を行った。２１日、３区北側
を文化財保護室を通して原因者側へ引き渡した。

【第１５週】８月２５日～８月２８日
　１区は南側の遺構確認作業を行い、多くの遺構を検出した。３区の南側は遺構の精査、５区は遺構確認作業・遺構の精査を
行った。５区の南側からは遺構が検出されなかったため、全景写真撮影をして調査を終了した。６区の調査を開始し、粗掘
り・遺構確認作業を行った。２６日、雄物川町文化財保護協会２３名が遺跡見学のために来跡、文化財保護室武藤学芸主事が
現場状況視察のために来跡した。

【第１６週】９月１日～９月４日
　１区は南側の遺構確認作業・遺構の精査を行い、南西部でＳＤ０１を検出した。３・５区は遺構の精査を行った。２日、３・５
区の調査を終了した。６区は遺構確認作業・遺構の精査を行い、東側で十和田火山灰降下後に耕作したと思われる時期不明
の水田跡、溝跡３条を確認した。

【第１７週】９月８日～９月１２日
　１区は中央部から南側にかけて遺構確認作業、南西側は遺構の精査を行った。４区は調査を開始するための草刈り等の環
境整備を行った。６区は遺構確認作業・遺構の精査を行い、１２日、東側の調査を終了した。北側中央部で柱穴様ピットを集
中して検出した。９日から７区の調査を開始し、粗掘りを行った。１０日、原因者の平鹿地域振興局丸山副主幹・石井技師、
文化財保護室桜田主幹・深浦学芸主事が来跡し、調査日数の延長に関して協議を行った。

【第１８週】９月１６日～９月１９日
　１区は北側の遺構確認作業・遺構の精査、中央部から南側にかけては水田跡の確認作業を行った。４区の調査を開始し、
土層観察用ベルトを設定、及び南西部の粗掘りを行った。６区は遺構の精査を行い、１７日に調査を終了した。７区は粗掘り
を終了し、遺構確認作業を行った。

【第１９週】９月２２日～９月２６日
　１区は粗掘り・遺構確認作業・遺構の精査を行った。４区は神社となっていた南側を粗掘りしたところ、現代のゴミが多
く出土し、盛土されていたことがわかった。また、地山面からマウンドに伴う周溝を検出し、古墳の可能性が出てきた。７
区は遺構確認作業を行った。表土中から土器片等が少量出土したのみで、遺構が全く検出されなかった。北側と南側では地
山面まで攪乱されており、基本土層図の作成と写真撮影を行い、２４日に調査を終了した。

【第２０週】９月２９日～１０月３日
　１区は遺構確認作業・遺構の精査を行った。北端からは縄文時代の土坑を検出した。この週より中央部にトレンチ６本を
設定し、その断面から水田跡の有無を観察することにした。同時に次週よりベルトコンベアーを導入することになった。４
区は表土及び抜根除去作業を行った。３０日に文化財保護室磯村学芸主事・藤沢学芸主事、１０月１日に文化財保護室桜田主
幹・武藤学芸主事・深浦学芸主事・雄物川町郷土資料館島田氏が４区の現場状況視察のために来跡した。

【第２１週】１０月６日～１０月１０日
　１区は東側の遺構確認作業・遺構の精査行った。ＬＬ４６～５４、ＬＰ４６～５５グリッドに設定したトレンチを地山まで掘り下
げたが、水田跡は検出されなかった。４区は、表土及び抜根除去、及び東側から中央部に延びる盛土の除去作業を行った。
また、周溝を精査したところ、神社構築時に使用された材の切れ端が多量に出土した。６日にベルトコンベアー・発電機を
搬入、７日に仮設置と配線を行い、９日から運転を開始した。現場状況視察のため、６日に富樫元博物館館長・澤野横手市役
所職員、７日に小松正男秋田市役所職員、８日に文化財保護室船木室長・磯村学芸主事、１０日に雄物川町派遣社会教育主事
青谷透氏が来跡した。

【第２２週】１０月１４日～１０月１７日
　１区は遺構確認作業・遺構の精査を行った。ＭＧ４８～６０・ＭＪ４８～６０グリッドに設定したトレンチを地山まで掘り下げた
が、水田跡は検出されなかった。４区は盛土を除去したところ、神社を構築する際の塚であることが分かり、このマウンド
をＳＹ０１とした。１７日、文化財保護室深浦学芸主事が現場状況視察のために来跡した。

【第２３週】１０月２０日～１０月２４日
　１区は遺構確認作業・遺構の精査を行った。北側で検出した柱穴様ピットの配置から掘立柱建物跡であることを確認し、
ＳＢ５９とした。ＭＡ４８～５９、ＭＤ４５～６０グリッドに設定したトレンチを地山まで掘り下げたが、水田跡は検出されなかった。
これにより中央部には水田跡は無いものと判断した。４区はＳＹ０１と周溝の精査を行った。１０月２３日、福地小学校竹内和
子教諭・柴田幸子教諭・雄物川町派遣社会教育主事青谷透氏・体験生活支援センター杉山淳子氏・小松連蔵氏が児童２２名を
引率し、遺跡見学のために来跡した。

【第２４週】１０月２７日～１０月３１日
　１区は北側で検出した柱穴様ピットの配置から掘立柱建物跡であることを確認してＳＢ６２・６４とし、ＳＢ５９とともに精査
を行った。４区はＳＹ０１の精査を行った。３１日、１・４区の調査を終了し、同区の測量杭の除去作業を行った。遺物・調査発
掘器財等の搬出作業を行い、全ての調査を終了した。
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第６図　１区遺構配置図
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第７図　２区遺構配置図
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第８図　３区遺構配置図
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　　第４節　整理作業の方法と経過

　調査終了後、整理作業を秋田県埋蔵文化財センター南調査課で行った。出土した遺物については、

洗浄・注記・接合した後、実測・採拓・トレース・写真撮影を行った。遺構については、現場で記録

した実測図を点検・修正し、第２原図を作成した。調査において十和田ａ火山灰が検出され、水田跡

遺構が確認されたために採取試料のテフラ分析、花粉分析、プラント・オパール分析を、遺跡の古環

境に関する資料を得るために炭化物・木材の年代測定を依頼した。また、出土した木製品の中で特に

重要と考えられるものは、樹種同定をした後、高級アルコール法・糖アルコール保存法により保存処

理を行った。以上の経過を経て、原稿を作成し編集作業を行った。
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　　第１節　基本層序

　調査区ごと（１～７区）に基本層序を観察するためのベルトを設定した。発掘調査前の現況が水田

であった１・２・３・５・６・７区では、土壌中に酸化・沈殿した赤褐色の鉄分が混入している。ま

た、十和田ａ火山灰を含有している層が広く分布している。

　１・２・３・５・６・７区については、安定して堆積している部分を６地点選び図化した（第１２・

１３図）。４区については、遺構が確認された部分のみ図化した（第６１図）。各調査区の基本層序及び

設定か所は、後述のとおりである。

　１　１区の基本層序

　１区の基本層序の観察用ベルトを調査区西側（ＭＪ４２～ＭＫ６３グリッドの約９０ｍ）と調査区中

央部（ＬＲ６４～ＬＱ４２グリッドの約９０ｍ）の２か所に設定した。Ⅰ層は、調査区全体を覆う表土・

耕作土層である。調査区北側と南側の遺構が検出された範囲では、耕作により地山（Ⅶ層）上面まで

削平されており、表土から地山までの層厚が約１０～２０　㎝である。Ⅱ層は、調査区中央部から東側に

かけての範囲では削平されており、確認することができなかった。Ⅳ層は、十和田ａ火山灰の粒・塊

が散在している層である。Ⅶ層は、調査区中央部の落ち込み部分や深いところではオリーブ灰色土に

なる。

　１区の基本層序の特徴は次のとおりである。

Ⅰ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／２）、しまり強、粘性中、表土、耕作土、層厚１０～３８　㎝。

Ⅱ層：黒褐色土（１０ＹＲ２／２）、しまり強、粘性弱、遺物包含層、層厚４～２０　㎝。

Ⅲ層：黒色土（１０ＹＲ２／１）、しまり強、粘性強、遺物包含層、層厚４～２４　㎝。

Ⅳ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／１）、しまり強、粘性強、火山灰含有層、層厚５～２５　㎝。

Ⅴ層：黒色土（１０ＹＲ２／１）、しまり強、粘性強、層厚４～２５　㎝。

Ⅵ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／１）、しまり弱、粘性強、粘土、層厚２～１４　㎝。

Ⅶ層：暗灰黄色土（２．５Ｙ５／２）、しまり強、粘性強、地山。

　２　２区の基本層序

　２区の基本層序の観察用ベルトを調査区東側（ＧＮ１０８～ＧＧ７１グリッドの約１５０ｍ）に設定し

た。Ⅰ層は、調査区全体を覆う表土・耕作土層である。Ⅳ層は、７４ライン以南と８７～１０２ラインと

の範囲に広がり、十和田ａ火山灰の粒・塊を含有している層である。Ⅵ・Ⅶ層は、調査区中央部分に

ある谷地の堆積土である。表土からⅧ層（地山）上面までの層厚が１０２ライン以北では約３０～４０　㎝、

７４～８６ラインでは約３０～５０　㎝であり、Ⅷ層上面が遺構確認面となる。また、７４～８６ラインでは、

Ⅷ層に礫が多量に混入している。

　　　第１節　基本層序
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　２区の基本層序の特徴は次のとおりである。

Ⅰ層：黒褐色土（１０ＹＲ２／２～３／２）、しまり強、粘性弱、表土、耕作土層厚８～４６　㎝。

Ⅱ層：黒褐色土（１０ＹＲ２／２～２／３）、しまり強、粘性弱、遺物包含層、層厚２～８㎝。

Ⅲ層：黒褐色土（１０ＹＲ２／２）、しまり強、粘性強、遺物包含層、層厚２～１８　㎝。

Ⅳ層：黒褐色土（１０ＹＲ２／２～３／２）、しまり強、粘性強、火山灰含有層、層厚４～１６　㎝。

Ⅴ層：黒褐色土（１０ＹＲ２／２）、しまり強、粘性強、地山粒・塊を含む、層厚４～１６　㎝。

Ⅵ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／２）、しまり強、粘性強、炭化物粒微量混入。

Ⅶ層：黒色土（１０ＹＲ１．７／１）、しまり強、粘性強。

Ⅷ層：暗灰黄色土（２．５Ｙ５／２）、しまり強、粘性強、地山。

　３　３区の基本層序

　３区の基本層序の観察用ベルトを調査区東側（ＫＬ１２６～ＪＲ５８グリッドの約２８０ｍ）に設定し

た。Ⅰ層は、Ⅰａ層とⅠｂ層に分けられる。Ⅰａ層は、調査区全体を覆う表土・耕作土層である。Ⅰ

ｂ層は、旧水路を作った際の盛土で、調査区の南側に見られる。また、耕作や旧水路によってⅣ層上

面まで攪乱されているため、Ⅲ層は断片的に存在する。Ⅳ層は、十和田ａ火山灰の粒・塊を含有して

いる層である。Ⅴ～Ⅵ層は、主に調査区北側で確認された。

　３区の基本層序の特徴は次のとおりである。

Ⅰａ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／２）、しまり強、粘性弱、表土、耕作土、層厚４～４６　㎝。

Ⅰｂ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／２）、しまり強、粘性弱、地山塊多量混入、盛土、層厚４～３８　㎝。

Ⅱ　層：黒褐色土（１０ＹＲ２／２）、しまり強、粘性弱、遺物包含層、層厚４～３４　㎝。

Ⅲ　層：黒色土（１０ＹＲ２／１）、しまり強、粘性中、遺物包含層、層厚２～２４　㎝。

Ⅳ　層：黒褐色土（１０ＹＲ３／２）、しまり中、粘性中、火山灰含有層、層厚２～３８　㎝。

Ⅴ　層：黄灰色土（２．５Ｙ４／１）、しまり強、粘性強、層厚４～２０　㎝。

Ⅵ　層：黄灰色土（２．５Ｙ４／１）、しまり強、粘性強、地山塊混入、層厚８～２０　㎝。

Ⅶ　層：オリーブ黒色土（５Ｙ３／１）、しまり強、粘性強、層厚６～３２　㎝。

Ⅷ　層：暗灰黄色土（２．５Ｙ５／２）、しまり強、粘性中、地山。

　４　４区の基本層序

　４区は、調査区全体の現況が神社跡地であったために、基本層序を設定するに至らなかった。１層

が表土にあたり、２～４層が神社の参道を造る際の昭和時代の盛土である。また、５～８層は、神社

を造る際の昭和時代の盛土である。

　５　５区の基本層序

　５区の基本層序の観察用ベルトを調査区東側（ＬＰ８７～ＬＦ４４グリッドの約１８０ｍ）に設定した。

Ⅰ層は、調査区全体を覆う表土層である。Ⅱ層とⅢ層は北側から中央部にかけて確認され部分的に断

続している。Ⅳ層とⅤ層は、主に中央部に堆積している。Ⅵ層は、地山層で遺構確認面である。また、

調査区南側は、Ⅰ層とⅥ層のみである。Ⅱ～Ⅴ層には、土壌中に酸化・沈殿した赤褐色の鉄分が多量
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に混入している。表土から地山までの深さは、約２０～３０　㎝であり、十和田ａ火山灰を含有している

層は、確認出来なかった。

　５区の基本層序の特徴は、次のとおりである。

Ⅰ層：暗褐色土（１０ＹＲ３／３）、しまり中、粘性中、表土、層厚８～１６　㎝。

Ⅱ層：黒褐色土（１０ＹＲ２／３）、しまり弱、粘性中、層厚４～１０　㎝。

Ⅲ層：黒色土（１０ＹＲ２／１）、しまり弱、粘性中、遺物包含層、層厚３～１０　㎝。

Ⅳ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／２）、しまり弱、粘性中、酸化鉄多量混入、層厚６～１０　㎝。

Ⅴ層：黒色土（１０ＹＲ１．７／１）、しまり中、粘性中、酸化鉄多量混入、層厚６～２０　㎝。

Ⅵ層：灰黄褐色土（１０ＹＲ６／２）、しまり弱、粘性中、地山、遺構確認面。

　６　６区の基本層序

　６区の基本層序の観察用ベルトを調査区東側（ＭＩ１５０～ＭＥ１３０グリッドの約９０ｍ）と北側（Ｎ

Ｎ１４４～ＭＩ１４９の約１００ｍ）の２か所に設定した。調査区東側と調査区北側ＮＧライン以東では、

表土から地山までの深さが１４～４２　㎝であり、そのほとんどが耕作により地山上面まで削平されてい

る。そのため、Ⅲ層は部分的にしか存在せず、十和田ａ火山灰を含有するⅣ層の広がりは、調査区東

南端の１３１ライン以南のみである。また、Ⅲ層は、調査区北側のＮＪライン以西では、泥炭層になっ

ている。

　６区の基本層序の特徴は次のとおりである。

Ⅰ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／２）、しまり強、粘性中、表土、耕作土、遺物包含層、層厚１０～２６　㎝。

Ⅱ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／３）、しまり強、粘性弱、酸化鉄多量混入、層厚２～２０　㎝。

Ⅲ層：黒褐色土（１０ＹＲ２／２）、しまり強、粘性中、層厚２～２０　㎝。

Ⅳ層：黒色土（１０ＹＲ１．７／１）、しまり弱、粘性強、火山灰含有層、層厚２～１８　㎝。

Ⅴ層：黄褐色土（２．５Ｙ５／３）、しまり強、粘性弱、地山、遺構確認面。

　７　７区の基本層序

　７区の基本層序の観察用ベルトを調査区東側（ＱＨ１８１～ＰＳ１３８グリッドの約１８０ｍ）に設定し

た。表土から地山までの深さは、約２０～５０　㎝である。十和田ａ火山灰を含有している層は、確認で

きなかった。表土から地山までの深さが約３０　㎝の所では、Ⅴ層が灰黄褐色土になる。

　７区の基本層序の特徴は次のとおりである。

Ⅰ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／２）、しまり強、粘性弱、表土、耕作土、層厚１０～２０　㎝。

Ⅱ層：黒褐色土（１０ＹＲ２／２）、しまり強、粘性強、層厚４～１０　㎝。

Ⅲ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／１）、しまり強、粘性強、層厚４～４０　㎝。

Ⅳ層：黒色土（１０ＹＲ２／１）、しまり強、粘性強、層厚１０～１６　㎝。

Ⅴ層：オリーブ灰色土（２．５ＧＹ５／１）、しまり強、粘性強、地山。

　　　第１節　基本層序

―　　―２５
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ＭＪ４２グリッド 

０ ２ｍ 

１区基本土層 

２区基本土層 

３区基本土層 

４４．０００ｍ 

４４．０００ｍ ４４．０００ｍ 

火山灰 

地山 

Ⅰ 
Ⅱ 

Ⅱ 

Ⅳ 

Ⅴ 

ＭＫ５２グリッド 

火山灰 火山灰 
地山 

Ⅰ 

Ⅳ 

ＭＪ４４グリッド 
４４．０００ｍ 

火山灰 
地山 

Ⅰ 
Ⅱ Ⅱ 

Ⅳ 
Ⅴ 

Ⅲ 

ＭＫ５７グリッド 

火山灰 地山 

Ⅰ 
Ⅱ 

Ⅳ 
Ⅲ 

ＭＫ６１グリッド 

火山灰 
火山灰 

地山 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅳ 

Ⅴ 
Ⅵ 

Ⅲ 

４４．０００ｍ 

ＧＫ９１グリッド 

地山 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅳ 

Ⅵ 

４４．４００ｍ 

ＭＫ４８グリッド 
４４．０００ｍ 

地山 

Ⅰ 

Ⅲ 

Ⅲ 

４４．４００ｍ 

Ⅱ 

ＧＯ１０７グリッド 

地山 

Ⅰ 

４４．４００ｍ 
ＧＪ８５グリッド 

地山 

Ⅰ 
Ⅰ 

４４．４００ｍ 
ＧＨ７９グリッド 

礫層 

Ⅱ 

ＳＤ８０ 

４４．４００ｍ 
ＧＮ１０３グリッド 

地山 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅶ 

ＧＧ７１グリッド 

地山 

Ⅰ 

Ⅱ 
Ⅲ 

４４．４００ｍ 

４４．１００ｍ 
ＫＬ１２５グリッド 

火山灰 火山灰 

地山 

Ⅰａ 

Ⅱ 

Ⅴ 
Ⅵ 

Ⅳ 

４４．１００ｍ 
ＫＩ１１３グリッド 

火山灰 火山灰 

地山 

Ⅰａ 

Ⅱ 
Ⅲ 

Ⅲ 

Ⅴ 

Ⅶ 

Ⅳ 

４４．１００ｍ 
ＫＡ７３グリッド 

火山灰 

地山 

Ⅰａ 
Ⅰｂ 

Ⅱ 

Ⅳ 

４４．１００ｍ 
ＪＲ６０グリッド 

火山灰 

地山 

Ⅰａ 
Ⅰｂ 

Ⅱ 

Ⅳ 

４４．１００ｍ 
ＫＧ１０１グリッド 

地山 

Ⅰａ 

Ⅱ 

Ⅲ 

４４．１００ｍ 
ＫＥ９３グリッド 

地山 

Ⅰａ 

Ⅱ 

第１２図　１・２・３区基本土層図



　　　第１節　基本層序
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ＬＮ８３グリッド 

０ ２ｍ 

５区基本土層 

６区基本土層 

７区基本土層 

４３．７００ｍ 

地山 

Ⅰ 

Ⅲ 

ＬＫ６８グリッド 
４３．７００ｍ 

Ⅰ 

Ⅳ 

ＬＮ８２グリッド 
４３．７００ｍ 

Ⅰ 

ＬＭ７５グリッド 
４３．７００ｍ 

Ⅰ 
Ⅱ 

ＬＫ６５グリッド 
４３．７００ｍ 

Ⅰ 

ＬＧ５０グリッド 
４３．７００ｍ 

Ⅰ 

ＭＩ１４９グリッド 
４３．５００ｍ 

地山 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

ＮＭ１４４グリッド 
４３．５００ｍ 

地山 

地山 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

ＭＨ１４２グリッド 
４３．５００ｍ 

地山 

Ⅰ 

Ⅱ 

ＭＥ１３０グリッド 
４３．５００ｍ 

地山 
火山灰 

Ⅰ 

Ⅱ 
Ⅳ 

ＮＥ１４６グリッド 
４３．５００ｍ 

地山 

地山 

Ⅰ 
Ⅲ 

ＭＲ１４７グリッド 
４３．５００ｍ 

地山 

Ⅰ 

Ⅱ 

ＱＧ１７８グリッド 
４２．９００ｍ 

Ⅰ 

ＱＥ１６９グリッド 
４２．９００ｍ 

Ⅰ 

Ⅱ Ⅲ 

Ⅳ 

地山 

ＱＣ１６０グリッド 
４２．９００ｍ 

Ⅰ 
Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

地山 

ＱＢ１５４グリッド 
４２．９００ｍ 

Ⅰ 

Ⅱ 
Ⅲ Ⅳ 地山 

ＱＡ１４９グリッド 
４２．９００ｍ 

Ⅰ 

Ⅱ Ⅲ 

地山 

ＰＳ１４１グリッド 
４２．９００ｍ 

Ⅰ 

Ⅱ 
Ⅲ 

地山 Ⅲ 地山 

地山 Ⅳ Ⅴ 
地山 地山 

第１３図　５・６・７区基本土層図



　　第２節　検出遺構と遺物

　発掘調査の結果、大見内遺跡（１・２・３・５・６・７区）で検出した遺構は、縄文時代の土坑５

基、平安時代の掘立柱建物跡５棟・柱列１２列・竪穴状遺構１基・土坑６０基・溝跡２８条・水田跡６

か所、性格不明遺構１０基・柱穴様ピット２４８基、中世の溝跡１条の合計３７６遺構である。ただし、

７区では、遺構が検出されなかった。２・３・６区で検出された水田跡は、畦畔を伴う区画としては

検出できなかったため、その範囲を遺構配置図で示し、断面図を基本層序と共に図化した。また、水

田跡を範囲として示したために、遺構数をあえて「か所」と表示した。

　館野遺跡（４区）で検出した遺構は、江戸時代の塚１基である。

　各調査区で検出した時代ごとの遺構数は、第４表のとおりである。

　大見内遺跡から出土した遺物は、整理用コンテナ（中コンテナ）で６７箱分である。内訳は、縄文

時代の土器・石器が２箱分、平安時代の土師器が２８箱分・須恵器が１３箱分・木製品が１７箱分、中

世陶器が１箱分、近世以降の陶器・木材などが６箱分である。

　館野遺跡から出土した遺物は、江戸時代の銭貨・陶磁器など１箱分である。

　大見内遺跡からは、今回の調査及び２００２（平成１４）年の確認調査において土師器・須恵器が多量

に出土したため、土師器と須恵器を第５表のように分類した。特に、土師器は、ロクロ不使用のもの

とロクロ使用のものに分け、さらに器形で細分化した。

　本節では、検出した遺構と出土遺物について各調査区ごとに記述した。柱穴様ピットの規模につい

ては、観察表にまとめた。

第４章　調査の記録

―　　―２８

遺構の種類 時期 １　区 ２　区 ３　区 ４　区 ５　区 ６　区 ７　区 合　計 

掘立柱建物跡 平安 ４棟 １棟 ― ― ― ― ― ５棟 

柱列 平安 １列 ８列 ２列 ― １列 ― ― １２列 

竪穴状遺構 平安 ― １基 ― ― ― ― ― １基 

土坑 
縄文 ２基 ― ― ― １基 ２基 ― ５基 

平安 ３１基 ９基 １０基 ― ６基 ４基 ― ６０基 

溝跡 
平安 ２条 ８条 １１条 ― ４条 ３条 ― ２８条 

中世 １条 ― ― ― ― ― ― １条 

塚 江戸 ― ― ― １基 ― ― ― １基 

性格不明遺構 平安 ― ６基 ２基 ― ２基 ― ― １０基 

水田跡 平安 ― ２か所 ３か所 ― ― １か所 ― ６か所 

柱穴様ピット 平安 ６４基 ９８基 ５６基 ― １１基 １９基 ― ２４８基 

合　　計 １０５遺構 １３３遺構 ８４遺構 １遺構 ２５遺構 ２９遺構 なし ３７７遺構 

第４表　各調査区の検出遺構数



第２節　検出遺構と遺物

―　　―２９

Ａ：非ロクロ土師器 １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 調査 
確認 

坏ａ 深く、口縁部が内湾し、底部が広く突出するもの ― ― ― ― ― ― ― ２ 

坏ｂ 深く、口縁部が内湾し、底部が狭いもの ２ ４ ― ― ― ― ― ６ 

長胴甕ａ 口縁部がわずかに外反するもの ― ― ― ― ― ― ― １ 

長胴甕ｂ 口縁部が多きく外反するもの ２ ― ― ― ― ― ― ― 

長胴甕ｃ その他 ― ― １ ― ― ― ― ― 

鉢 １ ― ― ― ― ― ― １ 

Ｂ：ロクロ土師器（非黒色処理） １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 調査 
確認 

坏ａ 浅く、口縁部が直線的に外傾するもの ― ３ ― ― ― ― ― １ 

坏ｂ 浅く、口縁部が外反するもの ― ４ ― ― ― ― ― ― 

坏ｃ やや深く、口縁部が直線的に外傾するもの １ ４ ― ― ― ― ― ４ 

坏ｄ やや深く、口縁部が外反するもの ― ２ ― ― ― ― ― ２ 

坏ｅ 深く、口縁部が直線的に外傾するもの ― ２４ ― ― ― ― ― ２５ 

坏ｆ 深く、口縁部が外反するもの ― ７ ― ― ― ― ― ４ 

坏ｇ 深くて底径がやや大きく、口縁部が直線的に外傾するもの １ ― ― ― ― ― ― ２ 

坏ｈ 深くて底径が小さく、口縁部が直線的に外傾するもの １ １ ― ― ― ― ― ６ 

坏ｉ 深くて底径が小さく、口縁部が外反するもの １ ３ ― ― ― ― ― ２２ 

坏ｊ 深くて底径が小さく、口縁部が大きく外反するもの ― ― ― ― ― ― ― ２ 

坏ｋ その他 ― １ ― ― ― ― ― ５ 

台付坏ａ 深く、口縁部が直線的に外傾し、高台が比較的高いもの ― ― ― ― ― ― ― ２ 

台付坏ｂ 深く、口縁部が外反し、台が低いもの ― ― ― ― ― ― ― １ 

椀 １ ― ― ― ― ― ― ― 

皿ａ 口縁部が直線的に外傾するもの ― ２ ― ― ― ― ― ― 

皿ｂ 口縁部が外反するもの ― ― ― ― ― ― ― １ 

堝 ― １ ― ― ― ― ― ― 

長胴甕ａ 口縁部が外反するもの ２ ― ― ― ― ― ― ― 

長胴甕ｂ 口縁部が、外に屈折してから直立するもの ― ― ― ― ― ― ― １ 

長胴甕ｃ 口縁部が「く」の字状に外反してから、口唇部を摘み出すもの ２ ― ― ― ― ― ― ― 

小型甕ａ 口縁部が「く」の字状に外反してから、口唇部を摘み出すもの ― ― ― ― ― ― ― １ 

小型甕ｂ 口縁部が「く」の字状に外反してから、口唇部を摘み出すもの １ ― ― ― ― ― ― ― 

羽釜 １ ― ― ― ― ― ― ― 

Ｃ：ロクロ土師器（黒色処理） １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 調査 
確認 

坏ａ 口縁部が直線的に外傾するもの ― ２ ― ― ― ― ― １ 

坏ｂ 口縁部が外反するもの ― ― ― ― ― ― ― １ 

坏ｃ その他 ― １ ― ― ― ― ― ― 

台付坏ａ 深く、口縁部が直線的に外傾するもの ― ― ― ― ― ― ― ２ 

台付坏ｂ 深く、口縁部が外反するもの ― ３ ― ― ― ― ― ― 

台付坏ｃ その他 ― ２ ― ― ― ― ― ― 

椀 ― １ ― ― ― ― ― ― 

段皿 ― １ ― ― ― ― ― ― 

Ｄ：須恵器 １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 調査 
確認 

坏ａ 深く、底部はヘラ切りのもの ― ― ― ― ― ― ― １ 

坏ｂ 浅く、口縁部が直線的に外傾し、底部はヘラ切りのもの ― ― ― ― ― １ ― １ 

坏ｃ 浅く、口縁部が直線的に外傾し、底部は回転糸切りのもの ― ― ― ― ― ― ― １ 

坏ｄ 深く、口縁部が内湾し、底部は回転糸切りのもの ― ― ― ― ― ― ― ２ 

坏ｅ 深く、口縁部が直線的に外傾し、底部は回転糸切りのもの ３ ８ ― ― ― １ ― １ 

坏ｆ 深く、口縁部が外傾し、底部は回転糸切りのもの ― ２ １ ― ― ― ― ― 

坏ｇ その他 ２ ― １ ― ― ― ― １ 

台付坏 ― ２ ― ― ― ― ― ― 

蓋 １ ― ― ― ― ― ― ― 

長頸瓶 １ １ ― ― ― ― ― ― 

壺 ２ ２ １ １ ― ― ― ― 

甕 ２ ３ １ ― ― ― ― ― 

大甕 ― １ ― ― ― ― ― ― 

第５表　土師器・須恵器の分類と出土状況



　１　１区の検出遺構と遺物

（１）縄文時代

①土坑

ＳＫ９０土坑（第１４図、図版５）

　ＬＱ６０グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形は、長軸１．５６ｍ、短軸０．２７

ｍの楕円形である。確認面からの深さは０．３１ｍである。壁は、北側は緩やかに立ち上がり、南側は

やや急に立ち上がる。底面は、平坦であるが北側にむかって緩やかに傾斜する。出土遺物は、縄文土

器（深鉢１点、破片７点）である。

ＳＫ９８土坑（第１４図）

　ＬＳ６４グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形は、長軸１．０９ｍ、短軸１．００

ｍの円形である。確認面からの深さは０．３５ｍである。壁は急に立ち上がり、底面は平担である。出

土遺物は、縄文土器（破片１２点）である。

第４章　調査の記録
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SK９０ SK９８ 

４３．６００ｍ 
４３．６００ｍ 

土器出土 
　範囲 

１ 
２ ２ 

３ 
４ ５ ６ 

７ 

１ 
ＲＰ 

０ ２ｍ 

０ １ｍ 

０ １０ｃｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 縄文土器 深鉢 １区ＳＫ９０ １８．３ ６．２ １７．２ 炭化物顕著 

２ 縄文土器 深鉢 １区ＳＫ９８ ＲＰ１１・１７・２０、ＬＳ６４ ― ― ― 

２ 

１ 

ＳＫ９０ 
１　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒少量　酸化鉄多量　地山粒多量混入 
 

ＳＫ９８ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物塊少量　酸化鉄少量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒少量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量　地山粒多量混入 
４　褐灰色土（１０ＹＲ４／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山粒・塊微量混入 
５　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄多量　地山粒少量混入 
６　褐灰色土（１０ＹＲ４／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量　地山粒多量混入 
７　灰色土（５ＹＲ４／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山粒少量混入 
 

第１４図　１区ＳＫ９０・９８と出土遺物



（２）平安時代

①掘立柱建物跡

ＳＢ０６掘立柱建物跡（第１５図、図版３）

　ＬＲ４４・４５、ＬＳ４４・４５グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。桁行４間×梁行２間の掘立柱

建物で南北棟である。建物規模は、桁行総長が西側柱列で５．９０ｍあり、柱間距離は北から１．５０ｍ、

１．４５ｍ、１．７０ｍ、１．２５ｍである。東側柱列は３間で、北から１．５０ｍ、１．６０ｍ、２．８０ｍである。梁

行総長は北側柱列で見ると４．８０ｍあり、柱間距離は東から２．５０ｍ、２．３０ｍである。柱穴は径３０～

４０　㎝の円形で、深さが２０～４２　㎝あり、径１５～２０　㎝の柱痕が見られる。建物方位は東側柱列でＮ－

５ －゚Ｗである。西にあるＳＡ２４柱列は本建物に伴う板塀かと考えられる。出土遺物は、土師器坏の

破片（Ｐ１から４点、Ｐ６から５点、Ｐ１１から１点）である。

ＳＢ５９掘立柱建物跡（第１６図、図版３）

　ＭＡ６０・６１、ＭＢ６０・６１グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。２間×２間の掘立柱建物で総

柱である。ほぼ正方形で、建物規模は、東側柱列で総長３．７０ｍあり、柱間距離は北から２．００ｍ、

１．７０ｍ、北側柱列では総長３．７０ｍ、柱間距離は東から１．７０ｍ、２．００ｍである。柱穴は一辺４０～５０

㎝の方形で、深さ１０～２５　㎝である。柱痕は認められない。建物方位は北側柱列でＮ－７５ －゚Ｅであ

る。出土遺物はない。

ＳＢ６２掘立柱建物跡（第１７・１８図、図版３）

　ＬＳ６２・６３、ＬＴ６２・６３、ＭＡ６２・６３グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。ＳＢ６４掘立柱

建物跡の２．０ｍ北に隣接する。桁行３間×梁行２間、東側に庇が付く掘立柱建物で、南北棟である。

建物規模は、桁行総長が西側柱列で４．８０ｍあり、柱間距離は北から１．５０ｍ、１．８０ｍ、１．５０ｍであ

る。梁行総長は南側柱列で６．１５ｍあり、身舎の柱間距離は西から２．５５ｍ、２．１０ｍで、この東に柱間

距離１．５０ｍの庇が付く。北側の棟柱は検出できなかった。身舎の柱穴は一辺４０～５４　㎝の方形で、深

さ３４～４６　㎝、庇の柱穴は南東隅柱は径５０～６０　㎝の円形であるが、他の３本は径が３０～４０　㎝と小

さい。庇柱穴の深さは３５～４２　㎝である。身舎・庇ともに径２０　㎝の柱痕が見られる。南東隅柱がＳＫ

１２０に切られている。建物方位は南側柱列でＮ－７３ －゚Ｅである。出土遺物は、土師器坏の破片（Ｐ

１から１点、Ｐ１１から２点）である。

ＳＢ６４掘立柱建物跡（第１９図、図版３）

　ＬＳ６１・６２、ＬＴ６１・６２、ＭＡ６１グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。ＳＢ６２掘立柱建物

跡の２．０ｍ南に隣接する。桁行２間×梁行２間の掘立柱建物で東西棟である。建物規模は、桁行総長

が東側柱列で５．３５ｍ、柱間距離は北から２．４５ｍ、２．９０ｍである。梁行総長は北側柱列では４．００ｍ

あり、柱間距離は東から２．１０ｍ、１．９０ｍであるが、南側梁行総長は３．４８ｍと北側に比べて短い。柱

穴は一辺２８～５５　㎝の方形であるが、東側柱列のＰ７は径４０　㎝の円形である。柱穴の深さは２６～５２

㎝である。北側柱列のＰ３・Ｐ８には径２０～２５　㎝の柱痕が見られる。建物方位は南側柱列でＮ－

７６°－Ｅである。出土遺物はない。
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第４章　調査の記録
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４３
．９
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ｍ
 

ＳＢ０６　Ｐ１１ 
１　にぶい黄橙色土（１０ＹＲ６／４）　しまり弱　粘性強 
    　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性弱 
    　酸化鉄微量　地山塊少量混入　 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
   　 酸化鉄微量　地山粒微量混入　 
４　明黄褐色土（２.５Ｙ６／６）　しまり弱　粘性中 
    　酸化鉄微量　黒褐色土塊少量混入 

ＳＢ０６　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性弱 
    　酸化鉄微量　地山粒少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性弱 
    　酸化鉄少量　地山塊多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性弱 
    　酸化鉄少量　地山塊多量混入 
４　黄褐色土（１０ＹＲ５／３） 
　　しまり中　粘性弱 
    　酸化鉄少量　黒褐色土粒少量
　　地山塊多量混入 

ＳＢ０６　Ｐ２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり中　粘性強 
    　酸化鉄微量　地山粒少量混入 
２　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４／３） 
　　しまり強　粘性弱 
    　酸化鉄微量　黒褐色土塊多量混入 

ＳＢ０６　Ｐ３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性弱 
    　火山灰粒多量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性弱 
    　酸化鉄少量　地山塊多量混入 

ＳＢ０６　Ｐ４ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性弱 
    　酸化鉄微量　地山粒多量混入 
２　灰黄色土（２.５Ｙ６／２） 
　　しまり強　粘性強 
    　酸化鉄微量　黒褐色土塊多量混入 
３　灰黄色土（２.５Ｙ６／２） 
　　しまり中　粘性強 
    　酸化鉄微量混入 

ＳＢ０６　Ｐ５ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性強 
    　炭化物粒微量　地山粒少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性強 
    　酸化鉄少量　地山塊多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性強 
    　酸化鉄少量混入 
４　暗灰黄色土（２.５Ｙ５／２） 
　　しまり弱　粘性弱 

ＳＢ０６　Ｐ６ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性弱 
    　酸化鉄少量　地山粒少量混入 
２　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり強　粘性弱 
    　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
３　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４／３） 
　　しまり中　粘性強 
    　酸化鉄少量　地山塊多量混入 

ＳＢ０６　Ｐ７ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり中　粘性強 
    　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性強 
    　酸化鉄微量　地山塊多量混入 
３　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり弱　粘性強 
    　酸化鉄微量　黒褐色土塊多量混入 
４　灰黄色土（２.５Ｙ６／２） 
　　しまり弱　粘性中 
    　酸化鉄多量　黒褐色土粒少量混入 

ＳＢ０６　Ｐ８ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性弱 
    　酸化鉄少量　地山粒少量混入 
２　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３） 
　　しまり強　粘性強 
    　酸化鉄微量　黒褐色土粒微量混入 

ＳＢ０６　Ｐ９ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性弱 
   　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性弱 
   　酸化鉄微量　地山塊多量混入 
３　黄褐色土（１０ＹＲ５／３）　しまり弱　粘性強 
   　酸化鉄少量　黒褐色土塊少量混入 
４　黄褐色土（１０ＹＲ５／３）　しまり弱　粘性弱 
   　酸化鉄少量　黒褐色土粒微量混入 

ＳＢ０６　Ｐ１０ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
    　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒微量混入　 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
    　地山粒微量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性弱 
    　酸化鉄微量　地山粒少量混入 
４　明黄褐色土（２.５Ｙ６／６）　しまり弱　粘性強 
    　酸化鉄少量　黒褐色土塊多量混入 
５　明黄褐色土（２.５Ｙ６／６）　しまり弱　粘性強 
    　酸化鉄少量　黒褐色土塊少量混入 
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ＳＢ５９ 

Ｐ１ 
Ｐ２ Ｐ３ 

Ｐ４ Ｐ５ Ｐ６ 

Ｐ７ 
Ｐ８ 

Ｐ９ 

ＳＢ５９　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄多量 
　　地山粒少量混入 

ＳＢ５９　Ｐ２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄多量 
　　地山粒少量混入 

ＳＢ５９　Ｐ３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山粒少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山粒多量混入 

ＳＢ５９　Ｐ４ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山粒少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山粒多量混入 

ＳＢ５９　Ｐ５ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒多量混入 
３　黄褐色土（２．５Ｙ５／３）　しまり弱　粘性強 
　　黒褐色土粒多量混入 

ＳＢ５９　Ｐ６ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
２　暗灰黄色土（２．５Ｙ４／２）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山粒少量混入 
４　黄褐色土（２．５Ｙ５／３）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　黒褐色土少量混入 
５　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 

ＳＢ５９　Ｐ７ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性弱 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄少量　黒色土粒微量　地山粒多量混入 
３　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり弱　粘性中 
　　酸化鉄微量　黒色土粒少量　地山粒多量混入 

ＳＢ５９　Ｐ８ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性弱 
　　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり中　粘性弱 
　　炭化物粒少量　酸化鉄少量　地山粒微量混入 
３　褐灰色土（１０ＹＲ４／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山粒微量混入 

ＳＢ５９　Ｐ９ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山粒多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒多量混入 
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②柱列

ＳＡ２４柱列（第２０図、図版３）

　ＬＳ４４～４６グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。ＳＢ０６掘立柱建物の西に位置する３間の

柱列である。総長は８．１０ｍで、柱間距離は北から２．１０ｍ、３．１０ｍ、２．９０ｍである。柱穴は径２４～

３０　㎝の円形で、深さ１４～２０　㎝あり、径１０～１５　㎝の柱痕が見られる。Ｐ２～４は、ＳＢ０６の梁行

柱筋にのる。ＳＢ０６との距離はＰ４で０．８ｍ、Ｐ２で１．３ｍあり、ＳＢ０６に対して北ほどわずかに

開く。ＳＢ０６に伴う板塀と考えられる。柱列方位はＮ－８ －゚Ｗである。出土遺物はない。

第４章　調査の記録

―　　―３４
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第２節　検出遺構と遺物

―　　―３５

０ ２ｍ 

Ｅ ４３．７００ｍ ４３．７００ｍ ４３．７００ｍ 

４３．７００ｍ ４３．７００ｍ ４３．７００ｍ 

４３．７００ｍ ４３．７００ｍ 

４３．７００ｍ ４３．７００ｍ 

４３．７００ｍ ４３．７００ｍ 

４３．７００ｍ 

ＳＢ６２　Ｐ１３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性中 
　　火山灰粒微量　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性中 
　　酸化鉄微量　地山塊多量混入 
３　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／１）　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山粒少量混入 
４　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄微量　灰黄褐色土粒少量混入 
 

ＳＢ６２　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄多量　黒色土粒微量　地山塊少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ６／２）　しまり弱　粘性強 
　　黒褐色土多量　酸化鉄少量混入 

ＳＢ６２　Ｐ２ 
１　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり強　粘性弱 
　　酸化鉄微量　黒褐色土塊微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山塊多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量混入 
ＳＫＰ１４４ 
４　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山粒少量混入 

ＳＢ６２　Ｐ３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山塊少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量混入 

ＳＢ６２　Ｐ４ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒多量混入 
３　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　黒褐色土粒微量混入 
４　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 
５　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄少量混入 
６　灰黄褐色土（１０ＹＲ６／２）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　黒褐色土塊微量　地山塊多量混入 

ＳＢ６２　Ｐ５ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　 しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山塊少量混入 
２　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄微量　黒褐色土粒微量混入　 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　 しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山塊少量混入 

ＳＢ６２　Ｐ６ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性中 
　　火山灰微量　炭化物粒微量　酸化鉄微量 
　　地山塊微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性中 
　　酸化鉄微量　地山塊多量混入 
３　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／３）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　灰黄褐色土多量　黒褐色土多量混入 
４　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山粒微量混入 

ＳＢ６２　Ｐ７ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山塊少量混入 
２　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄少量　黒褐色土少量混入 

ＳＢ６２　Ｐ８ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量　地山塊多量混入 

ＳＢ６２　Ｐ９ 
１　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　黒色土粒多量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　地山粒微量混入 
３　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　黒色土塊多量混入 
４　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山粒多量混入 
５　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
６　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山塊多量混入 
７　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄微量　黒色土少量混入 

ＳＢ６２　Ｐ１０ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性中 
　　火山灰粒微量　炭化物粒微量　酸化鉄少量　地山粒少量混入 
２　褐灰色土（１０ＹＲ４／１）　しまり強　粘性弱 
　　火山灰粒微量　酸化鉄少量　黒褐色土粒微量　地山粒多量混入 
３　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　黒褐色土塊多量混入 

ＳＢ６２　Ｐ１１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄多量　地山塊少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり弱　粘性強 
　　黒褐色土・地山塊多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
４　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／４）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　灰黄褐色土多量混入 
５　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量混入 
６　にぶい黄色土（２．５Ｙ６／４）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　黒褐色土粒少量混入 

ＳＢ６２　Ｐ１２ 
１　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり強　粘性中 
　　酸化鉄少量　黒褐色土塊多量　地山塊多量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ５／２）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山塊少量混入 
３　暗灰黄色土（２.５Ｙ５／２）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量混入 
４　褐灰色土（１０ＹＲ４／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山塊多量混入 
ＳＫＰ１１２ 
５　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　黒褐色土粒少量　地山塊多量混入 
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第４章　調査の記録

―　　―３６

０ ２ｍ 

ＳＢ６４　Ｐ８ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　 
　　地山塊微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山塊多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり中　粘性強 
４　灰黄色土（１０ＹＲ６／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　黒褐色土塊少量 
　　地山塊多量混入 
５　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり中　粘性強 
６　褐灰色土（１０ＹＲ４／１） 
　　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄少量　黒褐色土塊少量 
　　地山塊多量混入 

ＳＢ６４ 

Ｐ１ 

Ｐ２ Ｐ３ 
 

Ｐ５ 

Ｐ８ 
Ｐ７ 

Ｐ６ 
 

Ｐ４ 

ＳＢ６４　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量 
　　地山塊少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量 
　　地山塊多量混入 
３　にぶい黄橙色土（１０ＹＲ６／３） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　黒褐色土粒微量混入 
４　褐灰色土（１０ＹＲ５／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量　 
　　地山塊多量混入 

ＳＢ６４　Ｐ２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量 
　　地山粒少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　 
　　地山塊多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
４　灰黄褐色土（１０ＹＲ６／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量 
　　灰黄褐色土塊多量混入 
５　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　黒色土塊微量 
　　地山塊微量混入 

ＳＢ６４　Ｐ３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物塊少量　酸化鉄微量　 
　　地山粒少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　地山粒多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
４　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３） 
　　しまり強　粘性弱 
　　黒褐色土粒少量混入 
５　褐灰色土（１０ＹＲ４／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山粒少量混入 
６　オリーブ灰色土（１０Ｙ６／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　褐灰色土粒多量混入 

ＳＢ６４　Ｐ４ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山塊微量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量 
　　地山塊少量混入 

ＳＢ６４　Ｐ５ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山塊多量混入 

ＳＢ６４　Ｐ６ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山塊多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
４　浅黄色土（２.５Ｙ７／３） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　黒褐色土塊多量混入 

ＳＢ６４　Ｐ７ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山塊多量混入 
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③土坑

ＳＫ０２土坑（第２１図）

　ＬＱ４５・４６、ＬＲ４５・４６グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の１・３層

に火山灰が混入している。平面形は、長軸１．１９ｍ、短軸０．８３ｍの略楕円形である。確認面からの深

さは０．１５ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は南側でやや窪むがほぼ平担である。出土遺物

は、土師器（坏破片３点、甕破片７点）である。

ＳＫ０３土坑（第２１図）

　ＬＱ４４・４５グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。西側を暗渠に切られている。

平面形は、長軸１．４０ｍ、短軸１．２９ｍの方形である。確認面からの深さは、０．１５ｍである。壁は緩や

かに立ち上がり、底面は東側でやや窪むがほぼ平担である。出土遺物は、土師器（坏１点、坏破片３

点、両面を黒色処理した土師器坏１点、甕破片９点）である。第５表の分類項目に当てはめると、第

２１図の３はロクロ土師器の坏ｉ、４は両面を黒色処理した土師器の坏ａである。

ＳＫ０４土坑（第２１図）

　ＬＱ４４、ＬＲ４４グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。ＳＫＰ１７９と重複し、本遺構が古い。

平面形は、長軸１．１３ｍ、短軸１．１２ｍの不整形である。確認面からの深さは０．２３ｍである。壁は緩

やかに立ち上がる。底面には若干凹凸があるが、ほぼ平坦である。ＳＫＰ１７９と重複する部分は底面

から１２　㎝ほど窪む。出土遺物はない。

ＳＫ４８土坑（第２１図、図版５）

　ＭＥ４６グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。ＳＫ１５７と重複し、本遺構が新しい。覆土に炭

化物が粒状に混入し、特に２層に多量に混入する。２層には焼土もブロック状に混入する。平面形は、

長軸１．１８ｍ、短軸１．０８ｍの隅丸方形である。確認面からの深さは０．２６ｍである。底面は浅く窪み、

壁は緩やかに立ち上がるが南側では急である。出土遺物はない。

第２節　検出遺構と遺物
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Ｐ１ Ｐ２ Ｐ３ Ｐ４ 

ＳＡ２４ 

ＳＡ２４　Ｐ４ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性弱 
　　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性弱 
　　酸化鉄微量　地山塊微量混入 
 

ＳＡ２４　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性弱 
　　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
２　暗灰黄色土（２.５Ｙ４／２） 
　    しまり強　粘性弱 
　　酸化鉄微量　黒褐色土塊多量混入 
３　黄褐色土（２．５Ｙ５／４） 
　　しまり弱　粘性弱 
    　酸化鉄微量混入 
 

 
ＳＡ２４　Ｐ２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり中　粘性弱 
　　酸化鉄微量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ５／２） 
　　しまり強　粘性中 
　　酸化鉄少量混入　 
 

ＳＡ２４　Ｐ３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり中　粘性中 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり中　粘性弱 
３　灰黄褐色土（１０ＹＲ６／２） 
　　しまり強　粘性中 
　　酸化鉄微量混入　黒褐色土粒微量　 
 
 

第２０図　１区ＳＡ２４
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０ ２ｍ 
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４３．９００ｍ 

４３．９００ｍ 
４３．６００ｍ 

４３．６００ｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 土師器 長胴甕 １区ＳＫ５０ ― ― ― 

２ 土師器 甕 １区ＳＫ０３ ＲＰ３・５ ― ― ― 

３ 土師器 坏 １区ＳＫ０３　ＲＰ４ １２．８ ４．５ ５．４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

内外：ナデ、外：すす付着 

内：カキメ、底：ロクロ調整 

４ 土師器 坏 １区ＳＫ０３　１層　ＲＰ６ （１２．１） （４．５） ５．２ 内外：ロクロ→ミガキ→黒色処理、底：回転糸切り 

ＳＫ０２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性弱 
　　火山灰粒多量　炭化物粒微量　 
　　酸化鉄少量混入 
２　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒多量　地山粒微量混入 
３　黒色土（７.５ＹＲ２／１） 
　　しまり強　粘性弱 
　　火山灰粒微量　炭化物粒微量　 
　　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
４　にぶい黄橙色土（１０ＹＲ６／４） 
　　しまり強　粘性強 
　　黒色土少量混入 
 
 

ＳＫ０３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性弱 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　 
　　地山粒微量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄微量　黒褐色土粒少量混入 
 
 

ＳＫ０４ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり強　粘性弱　酸化鉄少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量　 
　　地山粒多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量 
　　褐灰色土塊少量　地山粒微量混入 
４　褐灰色土（１０ＹＲ４／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山塊多量混入 
ＳＫＰ１７９ 
５　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
６　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性極強 
　　酸化鉄少量　地山粒少量混入　 
 

ＳＫ５０ 
１　黒色土（１０ＹＲ１.７／１）　しまり中　粘性強 
　　炭化物層　 
２　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ２／３）　しまり弱　粘性強 
　　地山粒少量混入 
 

ＳＫ４８ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒少量混入 
２　黒色土（１０ＹＲ１.７／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒多量混入 
ＳＫ１５７ 
３　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性強 
 ＳＫ５０ 

第２１図　１区ＳＫ０２・０３・０４・４８・５０・１５７と出土遺物



ＳＫ５０土坑（第２１図）

　ＭＤ４２・４３グリッドのⅥ層上面で確認した。重複はない。覆土の１層は、厚さ２～４㎝の非常に

細かい炭化物粒の層である。西端部は風倒木により攪乱を受けているため、平面形は円形であると推

定され、残存部で長軸２．９４ｍ、短軸２．７４ｍである。確認面からの深さは０．０８～０．２２ｍである。壁

は、南側を除いて緩やかに立ち上がり、南側はやや急に立ち上がる。底面には凹凸がある。出土遺物

は、土師器（長胴甕の口縁部１点）である。

ＳＫ５２土坑（第２２図、図版５）

　ＭＢ４３、ＭＣ４３グリッドのⅥ層上面で確認した。ＳＫ５３と重複し、本遺構が新しい。覆土に火山

灰が混入する。平面形は、長軸１．９１ｍ、短軸１．４１ｍの略楕円形である。確認面からの深さは０．２０

ｍである。壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干凹凸があるが、ほぼ平担である。出土遺物は、土

師器（坏破片１点、甕破片１点）である。

ＳＫ５３土坑（第２２図、図版５）

　ＭＢ４３、ＭＣ４３グリッドのⅥ層上面で確認した。ＳＫ５２と重複し、本遺構が古い。ＳＫ５２と同様に

覆土に火山灰が混入する。平面形は、長軸１．７４ｍ、短軸１．６６ｍの略楕円形である。確認面からの深

さは０．１５ｍである。壁は急に立ち上がる。底面には凹凸があり、南側では浅く窪む。出土遺物はない。

ＳＫ５４土坑（第２２図）

　ＭＡ６２・６３、ＭＢ６２・６３グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の３・５層

は炭化物層である。平面形は、長軸２．５７ｍ、短軸２．１７ｍの不整形である。確認面からの深さは０．２０

ｍである。壁は、北側を除いて急に立ち上がり、北側は緩やかに立ち上がる。底面には若干凹凸があ

る。出土遺物は、土師器（坏破片１７点、甕破片１５点）である。

ＳＫ５５土坑（第２２図、図版５）

　ＭＡ６３グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土に火山灰が混入する。平面形

は、長軸２．２２ｍ、短軸２．０５ｍの円形である。確認面からの深さは０．２０ｍである。壁は緩やかに立

ちあがり、底面には凹凸がある。出土遺物は、縄文土器片１点、土師器（坏２点、坏破片４０点、内

面を黒色処理した坏破片２点、甕口縁部１点、甕底部１点、甕片３５点）、須恵器（坏破片２点、甕破

片２点）である。第５表の分類項目に当てはめると、第２２図の１はロクロ土師器の坏ｈ、２は坏ｃ

である。

ＳＫ６８土坑（第２３図）

　ＬＳ６１、ＬＴ６１グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形は、長軸１．８１ｍ、

短軸１．７５ｍの隅丸方形である。確認面からの深さは０．２７ｍである。壁は急に立ち上がる。底面は、

東側は平坦で、西側には凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＫ８３土坑（第２３図、図版５）

　ＬＪ４４、ＬＫ４３・４４グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の１～３層に火

山灰が混入する。平面形は、長軸２．８４ｍ、短軸１．５４ｍの楕円形である。確認面からの深さは０．１３

ｍであり、Ｐ１の深さは０．１８ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。出土遺

物は、縄文土器片１点、磨製石斧１点、土師器（坏底部１点、坏破片６２点、内面を黒色処理した坏

破片２点、甕破片２１点、底部に網代痕のある甕の底部１点）、須恵器（甕破片５点）である。

第２節　検出遺構と遺物
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４３．７００ｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 土師器 坏 １区ＳＫ５５ ＲＰ１ １２．７ ４．５ ５．０ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

２ 土師器 坏 １区ＳＫ５５　１層　ＲＰ１５・２１ （１２．４） ４．８ ４．２ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

３ 土師器 甕 １区ＳＫ５５　ＲＰ３・８・１５・２３・３１ （２９．４） ― ― 内外：カキメ 

４ 土師器 甕 １区ＳＫ５５　ＲＰ６・２４ ― ― ― 内：ナデ、外：ヘラケズリ 

ＳＫ５２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり中　粘性強 
　　火山灰微量　炭化物粒微量　酸化鉄微量 
　　地山塊微量混入 
ＳＫ５３ 
２　黒褐色土（７.５ＹＲ３／１）　しまり中　粘性中 
　　火山灰微量　酸化鉄少量　黒色土塊微量 
　　地山塊少量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山粒多量混入 
 

ＳＫ５４ 
１　暗褐色土（１０ＹＲ３／３）　しまり強　粘性弱 
　　火山灰粒微量　酸化鉄微量　地山塊微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性中 
　　火山灰粒微量　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
３　炭化物層 
４　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性中 
　　火山灰粒微量　炭化物粒微量　酸化鉄微量 
　　地山粒微量混入 
 

５　炭化物層 
６　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
　　火山灰粒微量　炭化物粒微量　酸化鉄少量 
　　地山粒微量混入 
７　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　黒褐色土粒微量　地山塊多量混入 
８　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山粒多量混入 
 

ＳＫ５５ 
１　黒褐色土（７.５ＹＲ３／１）   しまり強　粘性弱 
　　火山灰少量　炭化物粒微量　焼土粒微量　酸化鉄少量　褐灰色土塊少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性弱 
　　火山灰微量　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
４　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり中　粘性弱 
　　焼土粒微量　酸化鉄少量　地山粒多量混入 
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Ｓ 
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Ｓ 

Ｓ 

第２２図　１区ＳＫ５２・５３・５４・５５と出土遺物



第２節　検出遺構と遺物

―　　―４１

０ ２ｍ 

０ １０ｃｍ 
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ＳＫ６８ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性中 
　　炭化物塊微量　酸化鉄少量　地山塊少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　黒褐色土粒微量　地山粒少量混入 

ＳＫ８３ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性弱 
　　火山灰少量　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性弱 
　　火山灰多量　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性弱 
　　火山灰微量　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 
４　黄灰色土（２.５Ｙ５／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 

ＳＫ９２ 
１　黒色土（１０ＹＲ１.７／１） 
　　しまり中　粘性強 
　　火山灰粒多量　炭化物粒微量　 
　　酸化鉄微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　火山灰粒多量　炭化物粒少量　 
　　酸化鉄少量　地山塊微量混入 
３　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量 
　　黒褐色土塊微量　地山塊微量混入 
４　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 

ＳＫ９３ 
１　黒色土（１０ＹＲ１.７／１）　しまり強　粘性弱 
　　火山灰粒多量　炭化物粒微量　酸化鉄微量 
　　地山粒少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
　　火山灰粒少量　炭化物粒微量　酸化鉄少量 
　　地山粒少量混入 
３　暗灰黄色土（２.５Ｙ５／２）　しまり強　粘性弱 
　　火山灰粒少量　酸化鉄多量 
　　灰黄褐色土塊少量混入 
４　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり弱　粘性強 
　　火山灰粒多量　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 
５　灰黄褐色土（１０ＹＲ５／２）　しまり弱　粘性中 
　　酸化鉄多量　地山塊多量混入 

ＳＫ９４ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性弱 
　　火山灰粒少量　炭化物粒微量 
　　酸化鉄微量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山塊多量混入 
３　黄灰色土（２．５Ｙ４／１） 
　　しまり弱　粘性弱 
　　火山灰粒微量　炭化物粒微量 
　　酸化鉄微量混入 
４　暗灰黄色土（２．５Ｙ５／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 
５　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　火山灰粒少量　炭化物粒微量 
　　酸化鉄微量　地山塊少量混入 

ＳＫ９９ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり中　粘性中 
　　火山灰少量　炭化物粒微量 
　　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山塊多量混入 
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ＳＫ９２土坑（第２３図）

　ＭＪ６３・６４グリッド位置し、Ⅶ層（地山）上面で確認した。北側が調査区外にかかる。現状では

重複はない。覆土の１・２層に火山灰が混入する。平面形は略円形であると推定され、現状で長軸

１．５８ｍ、短軸０．９２ｍである。確認面からの深さは０．３６ｍである。壁は、東側は緩やかに立ち上が

り、西側は急に立ち上がる。底面には凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＫ９３土坑（第２３図）

　ＭＩ６３・６４グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の１～４層には火山灰が

混入し、各層の境目には小石が混入している。平面形は、長軸１．８３ｍ、短軸１．７４ｍの円形である。

確認面からの深さは０．２９ｍである。壁はやや急に立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物はない。

ＳＫ９４土坑（第２３図、図版５）

　ＭＩ６３、ＭＪ６３グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形は、長軸１．１４ｍ、

短軸１．１１ｍの円形である。確認面からの深さは０．２９ｍである。壁は急に立ち上がる。底面は、ほぼ

平坦であるが西側で浅く窪んでいる。出土遺物はない。

ＳＫ９９土坑（第２３図）

　ＬＴ６２グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。ＳＫ１０１と重複し、本遺構が新しい。覆土１層

に火山灰が混入する。平面形は、長軸０．８０ｍ、短軸０．４３ｍの略楕円形である。確認面からの深さは

０．１４ｍである。壁は、東側を除いて緩やかに立ち上がり、東側はほぼ垂直に立ち上がる。底面には若

干凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＫ１００土坑（第２４図、図版５）

　ＬＴ６２・６３グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。ＳＫ１０１・１０２・１１９と重複し、本遺構が最

も新しい。覆土の１層に火山灰が混入する。平面形は、長軸１．６７ｍ、短軸１．２０ｍの楕円形である。

確認面からの深さは０．１７ｍである。壁は緩やかに立ち上がる。底面は、東側はほぼ平坦であるが、

西側には凹凸がある。出土遺物は、土師器（坏１点、坏破片３点、甕片破２１点）、須恵器（坏破片１

点）である。第５表の分類項目に当てはめると、第２４図の１はロクロ土師器の坏ｇである。

ＳＫ１０１土坑（第２４図）

　ＬＴ６２・６３グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。ＳＫ９９・１００と重複し、本遺構が最も古い。

ＳＫ１００に北西側が削平されているため、平面形は楕円形であると推定され、残存部で長軸０．８３ｍ、

短軸０．５４ｍである。確認面からの深さは、最大０．２１ｍである。壁は緩やかに立ち上がるが、確認面

下０．１ｍで段になっている。底面は、ほぼ平坦であるが西側に窪みがある。出土遺物はない。

ＳＫ１０２土坑（第２４図）

　ＬＴ６３グリットのⅦ層（地山）上面で確認した。ＳＫ１００と重複し、本遺構が古い。ＳＫ１００に

南側が削平されているため、平面形は円形であると推定され、残存部で長軸０．７８ｍ、短軸０．４２ｍで

ある。壁は、確認面下０．１ｍ程で段になりながら、急に立ち上がる。底面は南側に向かってやや傾斜

する。出土遺物はない。

ＳＫ１０３土坑（第２４図）

　ＬＳ６３・６４、ＬＴ６３・６４グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。ＳＫＰ１０７と重複し、本遺構

が新しい。覆土の１層に火山灰が混入する。平面形は、長軸１．００ｍ、短軸０．７６ｍの略楕円形である。

第４章　調査の記録
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確認面からの深さは０．１２ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面には凹凸がある。出土遺物はな

い。

ＳＫ１０４土坑（第２４図）

　ＬＴ６４グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の１層に火山灰が混入する。

平面形は、長軸１．１４ｍ、短軸０．９４ｍの不整形である。確認面からの深さは０．１４ｍである。壁は緩

やかに立ち上がり、底面には凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＫ１１９土坑（第２４図、図版５）

　ＬＴ６２・６３グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。ＳＫ１００と重複し、本遺構が古い。覆土の

１層に火山灰が混入する。平面形は、長軸１．６６ｍ、短軸１．０６ｍの略楕円形である。確認面からの深

さは０．３２ｍである。壁はやや急に立ち上がる。底面には凹凸があり、東側へわずかに傾斜している。

出土遺物は、土師器（甕破片４点）である。

ＳＫ１２０土坑（第２４図）

　ＬＳ６２グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。ＳＢ６２Ｐ１３と重複し、本遺構が新しい。平面

形は、長軸１．８６ｍ、短軸１．４６ｍの不整形である。確認面からの深さは０．０８～０．１４ｍである。壁は

急に立ち上がり、底面には凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＫ１２５土坑（第２５図）

　ＭＥ６４グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。北側が調査区外にかかる。現状では重複はない。

平面形は略円形であると推定され、現状で長軸２．５０ｍ、短軸１．２６ｍである。確認面からの深さは

０．０５～０．２１ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面には凹凸がある。出土遺物は、土師器（甕破

片４点）、須恵器（蓋１点）である。

ＳＫ１３２土坑（第２５図）

　ＭＦ６２グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土に小石の混入が多い。平面形

は、長軸０．９９ｍ、短軸０．８４ｍの略楕円形である。確認面からの深さは０．１９ｍである。壁は、東側

と西側は緩やかに立ち上がり、南側と北側はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦である。出土遺物は

ない。

ＳＫ１３３土坑（第２５図）

　ＭＦ６２・６３、ＭＧ６２・６３グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土に石が多量

に混入する。平面形は、長軸１．３６ｍ、短軸１．２６ｍの略円形である。確認面からの深さは０．３２ｍで

ある。壁は緩やかに立ち上がり、底面には若干凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＫ１４６土坑（第２５図）

　ＭＤ６４グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はないが、中央部を暗渠に切られている。

平面形は、長軸１．０６ｍ、短軸０．８３ｍの不整形である。確認面からの深さは０．２４ｍである。壁は急

に立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、中央に窪みがある。出土遺物はない。

ＳＫ１５０土坑（第２５図）

　ＭＤ４８・４９グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の２層には焼土粒が多量

に混入し、３層は厚さ２～６㎝の炭化物層である。平面形は、長軸１．１６ｍ、短軸１．０６ｍの方形であ

る。確認面からの深さは０．３０ｍである。壁は垂直に立ち上がり、南東壁の一部はオーバーハングす

第２節　検出遺構と遺物
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　　酸化鉄微量　黒色土粒微量　地山粒微量混入 
２　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）しまり中　粘性強 
　　酸化鉄微量　黒褐色土粒少量混入 

ＳＫ１００ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり中　粘性強 
　　火山灰微量　炭化物粒微量　酸化鉄少量　地山粒微量混入 
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る。底面は平坦であるが、中央に窪みがある。出土遺物はない。

ＳＫ１５１土坑（第２５図）

　ＭＤ４７グリットのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の４層は厚さ約２㎝の炭化物

層である。覆土中に焼土粒の混入はないが、四方の壁と底面の一部は赤化しており、被熱痕がある。

平面形は、長軸０．７６ｍ、短軸０．７３ｍの方形である。確認面からの深さは０．１９ｍである。壁はほぼ

垂直に立ち上がる。底面は平坦であるが、中央よりやや西側で浅く窪む。出土遺物はない。

ＳＫ１５２土坑（第２５図）

　ＭＤ４６・４７グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形は、長軸１．１１ｍ、短軸

０．８４ｍの楕円形である。確認面からの深さは０．１６ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦

である。出土遺物はない。

ＳＫ１５５土坑（第２５図）

　ＭＣ４８グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の１層は厚さ３～８㎝の炭化

物層であり、焼土塊が混入する。平面形は、長軸０．７３ｍ、短軸０．６３ｍの略円形である。確認面から

の深さは０．２１ｍである。壁は、東側は急に立ち上がり、西側は緩やかに立ち上がる。底面は平坦で

あるが、中央よりやや南側で若干窪む。出土遺物ない。

ＳＫ１５７土坑（第２１図、図版５）

　ＭＥ４６グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。ＳＫ４８と重複し、本遺構が古い。平面形は、長

軸１．６１ｍ、短軸１．０８ｍの楕円形である。確認面からの深さは０．２３ｍである。壁は緩やかに立ち上

がり、底面はほぼ平担ある。出土遺物はない。

　④溝跡

ＳＤ７７溝跡（第２６図、図版４）

　ＬＪ４３、ＬＫ４３、ＬＬ４３、ＬＭ４２・４３、ＬＮ４３、ＬＯ４２・４３グリッドのⅦ層（地山）上面で確

認した。ＳＫＰ８７・１１７と重複し、本遺構が古い。また、本遺構の東端と西端は砂利と重複する。覆

土には、砂粒等が多量に混入する。確認長１７．３５ｍ、幅０．０８～０．３８ｍ、深さ０．０３～０．１２ｍである。

壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。出土遺物は、土師器（坏破片１点）、須恵器（甕

破片１点）である。

ＳＤ８０溝跡（第２６図、図版４）

　ＬＮ６０、ＬＯ６０、ＬＰ５９・６０、ＬＱ５９・６０、ＬＲ５９、ＬＳ５９、ＬＴ５９、ＭＡ５９、ＭＢ５９、ＭＣ

５８・５９、ＭＤ５７・５８、ＭＧ５７・５８、ＭＪ５７、ＭＫ５７グリッドのⅦ層（地山）上面で確認した。東側

と西側が調査区外にかかり、東西方向に更に延びるものと推定される。重複はないが、暗渠に切られ

るなど部分的に攪乱を受けている。確認長７２．４０ｍ、幅０．７０～１．７０ｍ、深さ０．１６～０．７３ｍである。

出土遺物は、土師器（網代痕のある坏１点、内面を黒色処理した坏破片１点、坏破片３７点、甕破片

１１点、小型甕１点）、須恵器（坏破片１２点、甕破片７点）、近世以降の陶磁器破片１点である。第５

表の分類項目に当てはめると、第２６図の２は非ロクロ土師器の坏ｂ、第２７図の１はロクロ土師器の

小型甕ｂ、２・３は須恵器の坏ｅである。
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０ ２ｍ 

０ １０ｃｍ 

ＳＫ１２５ 

ＳＫ１４６ 

ＳＫ１５２ 

ＳＫ１５０ 

ＳＫ１５５ 

ＳＫ１５１ 

ＳＫ１３２ 
ＳＫ１３３ 

４３．８００ｍ 

調査区外 

１ 

ＳＫ１５５ 
１　炭化物層　焼土塊少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　焼土粒微量　酸化鉄微量混入 

ＳＫ１２５ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性中 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　黒色土粒微量　地山粒少量混入 
３　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり強　粘性弱 
　　酸化鉄微量　黒褐色土粒微量　地山塊多量混入 

ＳＫ１３２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒少量　酸化鉄少量 
　　地山粒微量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ５／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量 
　　地山粒微量混入 

ＳＫ１３３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり弱　粘性弱 
２　暗褐色土（１０ＹＲ３／３） 
　　しまり弱　粘性中 
３　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　 
　　しまり中　粘性弱 
４　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／４） 
　　しまり強　粘性中 

ＳＫ１４６ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山塊微量混入 
２　褐灰色土（１０ＹＲ４／１）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　地山粒多量混入 

ＳＫ１５０ 
１　黒褐色土（７.５ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒多量　酸化鉄微量　地山粒少量混入 
２　黒褐色土（７.５ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒少量　焼土粒多量混入 
３　炭化物層 
４　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄多量　地山粒多量混入 

ＳＫ１５１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒少量　酸化鉄微量　地山粒多量混入 
２　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
３　橙色土（７.５ＹＲ６／６）　しまり弱　粘性弱 
　　炭化物粒微量混入 
４　炭化物層 

ＳＫ１５２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物塊微量　酸化鉄少量　 
　　地山粒少量混入 

４３．７００ｍ 
４３．８００ｍ 

４３．６００ｍ ４３．７００ｍ 

４３．７００ｍ 

４３．６００ｍ 
４３．７００ｍ 

２ ３ 

１ ２ ２ 
１ 

２ 
３ 

４ ４ 

１ １ 

２ 

３ １ ２ ４ 
３ 

暗渠 

暗渠 

１ ２ ４ 

３ ３ ２ １ 

４ ４ ４ 

１ 

１ １ 
２ 

番号 
１ 

種別 
須恵器 

器種 
蓋 

調査区･遺構 
１区ＳＫ１２５ ＲＰ１･２･４､ＭＥ４６ 

口径（ｃｍ） 
（１５．２） 

底径（ｃｍ） 
― 

器高（ｃｍ） 
― 

特　　　　　徴 
外：ロクロ調整→一部ヘラケズリ 

第２５図　１区ＳＫ１２５・１３２・１３３・１４６・１５０・１５１・１５２・１５５と出土遺物
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１ 

２ 

０ ５ｍ ０ １０ｍ 

０ １ｍ 

ＳＤ７７ 

ＳＫＰ８７ 
ＳＫＰ１１７ 

ＳＤ８０ 

Ａ Ａ'

Ｂ Ｂ'

Ａ Ａ'

１ 

１ ２ 
３ ４ 

１４ 

５ ６ 
７ 

８ ９ 
１０ 

１１ 

１２ 
１３ 

Ｂ Ｂ'
４４，６００ｍ 

４３，８００ｍ 

０ １０ｃｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 土師器 鉢 １区ＳＫＰ６９ （１４．４） ― ― 内：カキメ、外：ヘラケズリ 

２ 土師器 坏 １区ＳＤ８０　ＲＰ１３ （１２．６） （４．０） ３．９ 内：カキメ、外：粘土紐形成痕→ヘラケズリ、底：網代痕 

ＳＤ７７ 
１　黒褐色土 
　　（７.５ＹＲ３／１） 
　　しまり強 
　　粘性弱 
 

ＳＤ８０ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性弱 
２　黒色土（１０ＹＲ１.７／１）　しまり強　粘性弱 
　　炭化物多量　酸化鉄微量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり強　粘性中 
　　火山灰塊微量　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 
４　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり強　粘性弱 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
５　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり強　粘性強 
　　火山灰塊微量　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 
６　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり強　粘性強 
　　火山灰塊微量　酸化鉄少量　地山粒少量混入 
７　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山粒少量混入 
８　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性強 
　　炭化物微量　酸化鉄少量　灰色土粒多量混入 
９　灰色土（５Ｙ５／１）　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄塊微量混入 
１０　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性強 
１１　灰色土（５Ｙ５／１）　しまり強　粘性強 
１２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性強 
１３　灰色土（５Ｙ５／１）　しまり強　粘性強 
１４　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性強 
 

第２６図　１区ＳＤ７７・８０と出土遺物



⑤柱穴様ピット

　１区では、６４基の柱穴様ピットを検出した。詳細を観察表にまとめた。ＳＫＰ０５・２２・２３・８１は、

ＳＡ２４である板塀の一部の可能性がある。ＳＫＰ１５・２０・３３・７２・１５８もＳＢ０６に伴う板塀の一部

の可能性がある。それ以外に規則的な配列は認められなかった。出土遺物は、土師器坏の破片（ＳＫ

Ｐ１８から２２点、ＳＫＰ３３から１点、ＳＫＰ３７から６点、ＳＫＰ９１から１点、ＳＫＰ１３１から１

点）、土師器甕の破片（ＳＫＰ１０から１点、ＳＫＰ１１から２点、ＳＫＰ３３から１点、ＳＫＰ６９か

ら１９点、ＳＫＰ１３１から１点）、土師器の鉢（ＳＫＰ６９から１点）である。
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１ 

２ ３ 

４ 

５ 

０ ２０ｃｍ 

０ １０ｃｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 土師器 小型甕 １区ＳＤ８０　ＲＰ８・９、ＬＴ５９ （１０．８） ５．６ ８．０ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

２ 須恵器 坏 １区ＳＤ８０　ＲＰ６ １２．２ ５．４ ４．６ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、火だすき 

３ 須恵器 坏 １区ＳＤ８０　ＲＰ３、ＬＰ５９ １２．７ ５．３ ４．５ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、火だすき 

内外：ロクロ調整 

内外：タタキ 

４ 須恵器 長頸瓶 １区ＳＤ８０　ＲＰ１６ ― ― ― 

５ 須恵器 甕 １区ＳＤ８０　ＲＰ４、ＬＲ５９ ― ― ― 

第２７図　１区ＳＤ８０出土遺物
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遺構番号 グリッド 平面形 （㎝） 
長軸 

（㎝） 
短軸 

（㎝） 
深さ 

（ｍ） 
底面標高 新旧関係 

ＳＫＰ０５ ＬＲ４６ 
ＳＫＰ１０ ＬＲ４５ 
ＳＫＰ１１ ＬＱ４４・４５ 
ＳＫＰ１５ ＬＲ４３ 
ＳＫＰ１６ ＬＲ４３ ＳＫＰ１７より古い。 
ＳＫＰ１７ ＬＲ４３ ＳＫＰ１６より新しい。 
ＳＫＰ１８ ＬＲ４２・４３ 
ＳＫＰ１９ ＬＲ４３ 
ＳＫＰ２０ ＬＲ４３ 
ＳＫＰ２１ ＬＲ４２ 
ＳＫＰ２２ ＬＳ４６ ＳＫＰ２３より古い。 
ＳＫＰ２３ ＬＳ４６ ＳＫＰ２２より新しい。 
ＳＫＰ３３ ＬＳ４３ 
ＳＫＰ３７ ＭＡ４２ 
ＳＫＰ３８ ＭＡ４２ 
ＳＫＰ３９ ＭＡ４１・４２ 
ＳＫＰ４０ ＭＢ４２ 
ＳＫＰ４７ ＭＨ４４・４５ 
ＳＫＰ４９ ＭＦ４４ 
ＳＫＰ５６ ＭＢ６３・６４ 
ＳＫＰ５７ ＭＡ６４ 
ＳＫＰ６１ ＭＡ６４ 
ＳＫＰ６６ ＬＴ６１ 
ＳＫＰ６９ ＬＱ４２ 
ＳＫＰ７０ ＬＱ４２ 
ＳＫＰ７１ ＭＡ６３ 
ＳＫＰ７２ ＬＱ４３ ＳＫＰ１５８より新しい。 
ＳＫＰ７８ ＬＫ４２・４３ 
ＳＫＰ８１ ＬＲ４６ 
ＳＫＰ８２ ＬＲ４７、ＬＳ４７ 
ＳＫＰ８４ ＬＯ４２ 
ＳＫＰ８５ ＬＯ４２ 
ＳＫＰ８７ ＬＫ４３ 
ＳＫＰ８８ ＭＤ６４ 
ＳＫＰ９１ ＬＫ４４ 

ＳＫＰ９７ ＬＴ６２ 
ＳＫＰ１０７ ＬＴ６３ 
ＳＫＰ１０８ ＬＳ６４ ＳＫＰ１０９より新しい。 

ＳＤ７７より新しい。 

ＳＤ７７より新しい。 

ＳＫ１０３より古い。 

ＳＫＰ１０９ ＬＳ６４ ＳＫＰ１０８より古い。 
ＳＫＰ１１０ ＬＴ６４ ＳＫＰ１１１より新しい。 
ＳＫＰ１１１ ＬＴ６４ ＳＫＰ１１０より古い。 
ＳＫＰ１１２ ＬＳ６２ ＳＢ６２Ｐ１２より新しい。 
ＳＫＰ１１４ ＬＳ６２ ＳＢ６２Ｐ１２より古い。 
ＳＫＰ１１５ ＬＳ６３ 
ＳＫＰ１１７ ＬＫ４３ 
ＳＫＰ１１８ ＬＫ４３ 
ＳＫＰ１２２ ＬＪ４５ 
ＳＫＰ１２３ ＬＪ４５ 
ＳＫＰ１２４ ＭＥ６４ 
ＳＫＰ１２６ ＬＭ５８ 
ＳＫＰ１２７ ＬＳ６４ ＳＫＰ１５９より古い。 
ＳＫＰ１２８ ＭＥ６４ 
ＳＫＰ１３１ ＬＪ４２ 
ＳＫＰ１４１ ＭＥ６４ 
ＳＫＰ１４４ ＬＴ６３ ＳＢ６２Ｐ２より古い。 
ＳＫＰ１５４ ＬＳ６０ 
ＳＫＰ１５８ ＬＱ４３ ＳＫＰ７２より古い。 
ＳＫＰ１５９ ＬＳ６４ ＳＫＰ１２７より新しい。 
ＳＫＰ１６０ ＭＡ６４ 
ＳＫＰ１６１ ＬＲ５９ 
ＳＫＰ１６２ ＬＮ４２ 
ＳＫＰ１６３ ＬＳ６０ 
ＳＫＰ１７９ ＬＱ４４ 

不整方形 
楕円形 
楕円形 
方形 
略円形 
楕円形 
円形 
楕円形 
方形 
方形 
円形 
方形 
楕円形 
楕円形 
円形 
円形 
楕円形 
方形 
円形 
略円形 
方形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
方形 
略円形 
円形 
方形 
隅丸方形 
楕円形 
円形 
方形 
円形 

方形 
（円形） 
楕円形 
円形 
方形 
楕円形 
方形 

（楕円形） 
方形 
略円形 
方形 

不整楕円形 
楕円形 
方形 
円形 
楕円形 
方形 
方形 
楕円形 
円形 
方形 
方形 
方形 
円形 
円形 
楕円形 
円形 
略円形 

３２ 
３６ 
３０ 
２５ 
３８ 
４１ 
４８ 
３６ 
２３ 
２５ 
２６ 
３１ 
３８ 
５４ 
２３ 
５５ 
４５ 
３０ 
３２ 
６４ 
３４ 
２２ 
２２ 
３２ 
２５ 
２３ 
２５ 
５２ 
４６ 
４８ 
３１ 
２６ 
４６ 
３９ 
２５ 

３０ 
２９ 
４４ 
２６ 
４６ 
（２６） 
３６ 
（１４） 
２８ 
４４ 
５９ 
３０ 
３６ 
３３ 
３４ 
１８ 
４１ 
４０ 
３９ 
２６ 
２８ 
２３ 
３１ 
２９ 
２６ 
２７ 
２６ 
３５ 

２２ 
２９ 
２４ 
２４ 
３１ 
３４ 
４６ 
２１ 
２１ 
２４ 
２１ 
２８ 
３０ 
３９ 
２３ 
４８ 
３４ 
２８ 
２９ 
５５ 
２９ 
２０ 
２１ 
３０ 
２１ 
２０ 
（２４） 
４６ 
４４ 
４６ 
２３ 
２０ 
４５ 
３２ 
２３ 

２８ 
（１７） 
３１ 
（２４） 
４６ 
２３ 
２７ 
１４ 
２６ 
３８ 
５１ 
２２ 
２２ 
３０ 
３０ 
（１３） 
３５ 
３２ 
３０ 
２４ 
２７ 
（２０） 
１９ 
２７ 
２３ 
２１ 
２４ 
２８ 

２０ 
４０ 
１９ 
２２ 
３６ 
４７ 
２６ 
３８ 
３８ 
１７ 
８ 
３５ 
３８ 
２９ 
１２ 
２７ 
２８ 
２６ 
２２ 
２０ 
１１ 
１５ 
９ 
１３ 
１３ 
９ 
２５ 
２７ 
１５ 
２９ 
５ 
７ 
２５ 
１１ 
３３ 

１６ 
１６ 
１１ 
１３ 
１２ 
１１ 
３０ 
２８ 
１８ 
２６ 
２４ 
１２ 
２１ 
２９ 
２０ 
１２ 
９ 
２８ 
２２ 
２９ 
１５ 
２７ 
７ 
１３ 
２９ 
２１ 
１１ 
３２ 

４３．４４ 
４３．２４ 
４３．４５ 
４３．４３ 
４３．２９ 
４３．１７ 
４３．３９ 
４３．２８ 
４３．２８ 
４３．４７ 
４３．５５ 
４３．２９ 
４３．２９ 
４３．３５ 
４３．５１ 
４３．３４ 
４３．２８ 
４３．１７ 
４３．１６ 
４３．２９ 
４３．３８ 
４３．３３ 
４３．３９ 
４３．４９ 
４３．４９ 
４３．４１ 
４３．４１ 
４３．２７ 
４３．４６ 
４３．２５ 
４３．５４ 
４３．５２ 
４３．２６ 
４３．４２ 
４３．１７ 

４３．３４ 
ＳＫＰ９５ ＬＪ４２ 楕円形 ３３ ２６ ３４ ４３．１９ 

４３．２７ 
４３．３１ 
４３．２９ 
４３．３３ 
４３．３４ 
４３．２２ 
４３．２４ 
４３．２０ 
４３．２６ 
４３．２９ 
４３．２９ 
４３．３１ 
４３．２３ 
４３．０３ 
４３．３１ 
４３．４２ 
４３．２５ 
４３．２８ 
４３．１３ 
４３．３１ 
４３．３８ 
４３．３６ 
４３．３５ 
４３．１６ 
４３．３７ 
４３．３７ 
４３．２８ ＳＫ０４より新しい。 

第６表　１区柱穴様ピット計測一覧



第４章　調査の記録

―　　―５０

１ 

２ １ 

２ 

１ 
２ 

１ 
１ ２ 

２ 

３ 

１ ２ 

Ａ Ａ'

Ｂ
 

Ｂ
'

Ｃ 
Ｃ'

Ｄ
 

Ｄ
'

Ａ Ａ' Ｂ Ｂ'

Ｃ Ｃ' Ｄ Ｄ'

４３．６００ｍ 

４３．６００ｍ 

４３．６００ｍ 

４３．６００ｍ 

０ １０ｍ 

０ ２ｍ 

０ １０㎝ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 特　　　　　徴 

１ 木製品 匙 １区ＳＤ０１　ＲＷ４ ２４．０ ５．９ １．５ 

２ 木製品 箸 １区ＳＤ０１、ＭＩ４８ １０．３ ０．７ ０．５ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

３ 中世陶器 擂鉢 １区ＳＤ０１　ＲＰ５ ― ― ― 内：卸目、外：ロクロ調整、底：アスファルト付着 

ＳＤ０１（Ａ－Ａ́ ） 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり弱　粘性強 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　地山粒・塊微量混入 

ＳＤ０１（Ｂ－Ｂ́ ） 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄塊少量　地山粒少量混入 
 

ＳＤ０１（Ｃ－Ｃ́ ） 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄微量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山粒多量混入 
 

ＳＤ０１（Ｄ－Ｄ́ ） 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄微量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山粒多量混入　 
 

ＳＤ０１ 

撹乱 

第２８図　１区ＳＤ０１と出土遺物



（３）鎌倉時代～室町時代

ＳＤ０１溝跡（第２８図、図版４）

　ＭＥ４５・４６、ＭＦ４３～４７、ＭＧ４３・４６・４７、ＭＨ４７・４８、ＭＩ４７・４８、ＭＪ４８・４９、ＭＫ４９・

５０、ＭＧ４４グリッドのⅢ層下面で確認した。重複関係はない。北西側が調査区外にかかり、西に更

に延びるものと推定される。確認長３７．５０ｍ、幅０．８０～２．７０ｍ、深さ０．０９～０．３２ｍである。くの

字状に曲折しており、ＭＪ４８グリットで二又なっている。北西方向に延びていく部分は、幅１．５０～

１．９０ｍ、深さ０．３０～０．５７ｍである。西に延びていく部分は幅０．７０～１．４０ｍ、深さ０．２５～０．４９ｍ

である。壁は急に立ち上がり、底面には凹凸がある。出土遺物は、土師器（甕破片１点）、須恵器（甕

破片１点）、中世陶器（擂鉢破片２点）である。また、北西端部から木製品（箸、曲物の破片等）、く

の字状に曲折した部分から木製品（匙１点）が出土した。

（４）遺構外出土遺物

　１区の遺構外出土遺物は、縄文時代の土器、平安時代の土師器・須恵器、中世陶器、近世以降の古

銭・陶磁器などで整理用コンテナで１１箱である。縄文時代の土器は、胴部破片６８点、深鉢の破片３１

点である。非ロクロの土師器は、坏１点、坏破片１８点、網代痕のある坏底部の破片１点である。ロ

クロの土師器は、坏破片２，０３４点、内面を黒色処理した坏破片２７点、同台付坏の底部破片１点、椀

１点、羽釜の口縁部１点、甕破片２，５４９点である。須恵器は、坏３点、坏破片３５点、甕破片２７８点、

壺２点、壺破片１５点、甕または壺の破片１６１点である。中世陶器は、擂鉢の破片８点である。第５

表の分類項目に当てはめると掲載した土師器と須恵器の遺物は下記のようになる。

　第２９図の１は、非ロクロ土師器の坏ｂである。

　第２９図の５は、須恵器の坏ｅである。

第２節　検出遺構と遺物
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第４章　調査の記録

―　　―５２

０ ２０ｃｍ 

０ １０ｃｍ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

９ 

８ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 土師器 坏 １区ＭＣ４２　Ⅱ層 ― （３．６） ４．３ 内：カキメ、外：粘土紐形成痕→ヘラケズリ、底：網代痕 

２ 土師器 椀 １区ＭＣ４４　Ⅱ層 ― （７．１） ― 内外：ヘラミガキ 

３ 土師器 羽釜 １区ＭＢ４２　Ⅱ層 ― ― ― 内外：ロクロ調整 

４ 須恵器 坏 １区ＭＪ５７　Ⅱ層埋土中 ― ４．９ ― 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、火だすき 

５ 須恵器 坏 １区ＬＳ５６　Ⅱ層 １１．８ ５．２ ４．６ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、 

６ 須恵器 坏 １区ＬＪ６２、ＬＴ６２・６３ ― ５．８ ― 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、火だすき 

７ 須恵器 壺 １区ＬＮ４８　Ⅱ層 ― （１０．０） ― 内外：ロクロ調整、外：ヘラケズリ 

８ 須恵器 壺 １区ＬＰ４５、ＬＴ５６、ＭＢ４１・４３、ＭＣ４４・４６、ＭＥ４６ ― ― ― 内外：ロクロ調整 

９ 須恵器 甕 １区ＭＢ４２・４３、ＭＣ４２、ＭＤ４２　Ⅱ層 ― ― ― 内外：タタキ 

第２９図　１区遺構外出土遺物



　２　２区の検出遺構と遺物

（１）平安時代

①掘立柱建物跡

ＳＢ２９掘立柱建物跡（第３０図、図版６）

　ＧＯ１０７・１０８、ＧＰ１０７・１０８グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。桁行２間、梁行２間の掘

立柱建物である。建物規模は、北側柱列が総長３．３０ｍで、柱間距離は１．６５ｍ等間である。東側柱列

も総長は３．３０ｍ、柱間距離は北から１．６０ｍ、１．７０ｍあり、ほぼ正方形である。柱穴は一辺３０～４０

㎝の略方形で、深さは１２～４０　㎝である。Ｐ６・Ｐ９には径２１～２４　㎝の柱痕が見られる。北東隅柱

および東側中央柱はそれぞれに同位置で重複があり、建て替えかと考えられる。建物方位は東側柱列

でＮ－２３ －゚Ｗである。出土遺物は、土師器坏の破片（Ｐ６から４点）、土師器甕の破片（Ｐ５から

１点）である。

②柱列

ＳＡ１６柱列（第３１図、図版６）

　ＧＩ７９～８１グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。２間の柱列である。総長３．８０ｍで、柱間

距離は１．９０ｍ等間である。柱穴は長辺３２～４５　㎝、短辺２３～４０　㎝の略方形で、深さ２３～３２　㎝であ

る。柱痕は認められない。方位はＮ－１２ －゚Ｗである。東側の調査範囲外にある掘立柱建物の西側柱

列である可能性がある。出土遺物は、土師器坏の破片（Ｐ１から９点）、土師器甕の破片（Ｐ１から

１点）である。

ＳＡ３８柱列（第３１図、図版６）

　ＧＯ１０５・１０６、ＧＰ１０６グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＫＩ３５の西に隣接しＳＡ４３

柱列の北西にほぼ同一方向で並ぶ２間の柱列である。総長は２．９０ｍ、柱間距離は北から１．３４ｍ、

１．５６ｍである。柱穴は一辺３４～４０　㎝の方形で、深さ２４～３０　㎝である。柱痕は認められない。方位

はＮ－２６ －゚Ｗである。西側の調査範囲外にある掘立柱建物の東側柱列である可能性がある。出土遺

物は、土師器坏の破片（Ｐ１から５点、Ｐ２から７点）、土師器甕の破片（Ｐ１から１点、Ｐ２から

１点、Ｐ３から４点）である。

ＳＡ４３柱列（第３１図、図版６）

　ＧＮ１０４、ＧＯ１０４・１０５グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＡ３８柱列の南東にほぼ同一

方向で並ぶ３間の柱列である。総長５．１２ｍ、柱間距離は北から１．５０ｍ、１．７０ｍ、１．９２ｍでばらつ

きがある。柱穴は長軸約５０　㎝の略円形あるいは長方形で、深さ１０～３０　㎝である。Ｐ３の底面に柱に

よる窪みがあり、径１５　㎝の柱痕が土層断面で観察された。方位はＮ－３５ －゚Ｗである。出土遺物は、

土師器甕の破片（Ｐ２から２点）である。

ＳＡ６０柱列（第３１図）

　ＧＯ１０２・１０３グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＡ６２柱列の西に０．５ｍ離れてほぼ同一

方向に並ぶ２間の柱列である。総長は３．２４ｍ、柱間距離は北から１．５０ｍ、１．７４ｍである。柱穴はＰ

１が一辺３７　㎝の方形で深さ４２　㎝、Ｐ３は径２４　㎝の円形で深さ１４　㎝である。Ｐ２は径・深さとも約

３０　㎝で、ＳＫＰ５９によって切られている。柱痕は認められない。方位はＮ－２２ －゚Ｗである。西側

の調査範囲外にある掘立柱建物の東側柱列である可能性がある。出土遺物はない。

第２節　検出遺構と遺物
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ＳＡ６２柱列（第３１図）

　ＧＮ１０２、ＧＯ１０３グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＡ６０柱列の東に０．５ｍ離れて並ぶ

２間の柱列である。総長は３．７８ｍ、柱間距離は北から１．８０ｍ、１．９８ｍである。柱穴は径２６～４０　㎝

の略円形で、深さは２２～２８　㎝である。柱痕は認められない。方位はＮ－２４ －゚Ｗである。出土遺物

はない。

第４章　調査の記録

―　　―５４

０ ２ｍ 

ＳＢ２９ 

Ｐ１ Ｐ２ 

Ｐ４ 

Ｐ３ 

Ｐ５ 
Ｐ７ 

Ｐ６ 

Ｐ８ 
Ｐ９ Ｐ１０ 

４３．８００ｍ 

４３．８００ｍ 

４３．８００ｍ 

ＳＢ２９　Ｐ１０ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　 しまり弱　粘性中 

ＳＢ２９　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり弱　粘性中　　 
    　炭化物粒微量　地山塊少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり中　粘性強　 
　　地山粒多量混入 

ＳＢ２９　Ｐ２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり中　粘性中 
    　炭化物粒微量　地山粒少量混入 

ＳＢ２９　Ｐ３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性強 
    　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
ＳＢ２９　Ｐ４ 
２　暗褐色土（１０ＹＲ３／３） 
　　しまり強　粘性強 
    　炭化物粒微量　地山粒多量混入 

ＳＢ２９　Ｐ５ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり中　粘性弱 
    　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強 
    　地山粒多量混入 
３　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり弱　粘性強 
    　地山粒多量混入 

ＳＢ２９　Ｐ６ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性中 
　　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強　 
　　地山塊多量混入 
３　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／３）　しまり弱　粘性強 
    　地山粒多量混入 
ＳＢ２９　Ｐ７ 
４　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／３）　しまり中　粘性強 
    　地山粒多量混入 
５　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり強　粘性強 
   　 地山塊多量混入 
６　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり弱　粘性中 
    　地山塊少量混入 
７　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／３）　しまり弱　粘性強 
　　地山粒多量混入 

ＳＢ２９　Ｐ８ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり中　粘性中 
    　炭化物粒微量　地山粒少量混入 

ＳＢ２９　Ｐ９ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり強　粘性強 
    　地山粒・塊多量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
    　地山塊多量混入 
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ＳＡ１４９柱列（第３２図、図版６）

　ＧＩ７８・７９、ＧＪ７９・８０グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＡ１５２・１５３と重複し、本遺

構が最も古い。４間の柱列で、総長は７．５０ｍ、柱間距離はＰ１とＰ２の間が１．８０ｍ、Ｐ４とＰ５の

間が１．７０ｍである。柱穴は径約６０　㎝の円形または楕円形で、深さ１６～４６　㎝である。Ｐ２はＳＫＰ

１５０を切り、Ｐ３はＳＫＰ１６６およびＳＡ１５３柱列のＰ４に切られて一部しか残っていない。柱痕は

認められない。方位はＮ－１６ －゚Ｗである。西側調査範囲外にある掘立柱建物の東側柱列である可能

性がある。出土遺物は、土師器坏の破片（Ｐ１から１点、Ｐ３から４点、Ｐ４から２点、Ｐ５から１

点）、土師器甕の破片（Ｐ１から２点、Ｐ４から１点）である。

ＳＡ１５２柱列（第３２図、図版６）

　ＧＩ７９・８０、ＧＪ８０・８１グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＡ１４９・１５３と重複し、本遺構

が最も新しい。４間の柱列で、総長は８．３４ｍ、柱間距離は北から２．３４ｍ、１．９８ｍ、２．２０ｍ、１．８２ｍ

である。柱列は北端のＰ１が最も大きく長軸７６　㎝、短軸６６　㎝の楕円形で、深さ２０　㎝、Ｐ３は一辺約

５０　㎝の方形である。Ｐ１とＰ２がそれぞれＳＡ１５３柱列のＰ２とＰ３を切っている。Ｐ４はＳＫＰ１５６

に切られている。柱痕は認められない。方位はＮ－１１ －゚Ｗである。西側調査範囲外にある掘立柱建

物の東側柱列である可能性がある。出土遺物は、土師器坏の破片（Ｐ２から３点）、土師器甕の破片

（Ｐ１から２点、Ｐ２から１点）、須恵器坏の破片（Ｐ２から１点）である。

ＳＡ１５３柱列（第３２図、図版６・８）

　ＧＪ７９～８１グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＡ１４９・１５２と重複し、ＳＡ１４９より新

しく、ＳＡ１５２より古い。３間の柱列で、総長は７．６５ｍ、柱間距離はＰ１とＰ２の間が２．４２ｍ、Ｐ

３とＰ４の間が２．６２ｍである。Ｐ２はＳＡ１５２柱列のＰ１に切られ、Ｐ３はＳＡ１５２柱列のＰ２と

ＳＫＰ１８９に切られている。Ｐ４はＳＡ１４９柱列のＰ３とＳＫＰ１６６を切る。柱穴はＰ１の場合、長

軸９５　㎝、短軸７８　㎝、Ｐ４は長軸７２　㎝、短軸５８　㎝の楕円形で、深さはそれぞれ５６　㎝、６２　㎝と規模

が大きい。方位はＮ－５ －゚Ｗである。西側調査範囲外にある掘立柱建物の東側柱列である可能性が

ある。出土遺物は、Ｐ１・３・４から径２０～２６　㎝の柱材、土師器坏の破片（Ｐ１から１２点、Ｐ３か

ら１点、Ｐ４から２３点）、土師器甕の破片（Ｐ１から５点、Ｐ３から１点、Ｐ４から８点）、須恵器

坏の破片（Ｐ４から１点）である。

③竪穴状遺構

ＳＫＩ３５竪穴状遺構（第３３図、図版６・８）

　ＧＯ１０６グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＫ８２・８３、ＳＫＰ１９５・１９６・１９７と重複し、

本遺構が最も新しい。確認調査時のトレンチが南北に入っており、一部壊されている。平面形は、長

軸２．７３ｍ、短軸２．５１ｍの隅丸方形である。確認面からの深さは０．３７ｍである。壁は緩やかに立ち

上がり、底面には凹凸がある。出土遺物は、土師器（坏破片１６点、甕破片５７点）、須恵器（坏破片

３点、甕破片１点）である。

④土坑

ＳＫ８０土坑（第３３図）

　ＧＯ１０５・１０６グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形は、長軸０．８４ｍ、短

軸０．３１ｍの略楕円形である。確認面からの深さは０．１３ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は
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第４章　調査の記録

―　　―５６

０ ２ｍ 

ＳＡ１６ 

ＳＡ４３ 

ＳＡ６０ 

ＳＡ６２ 

ＳＡ３８ 

Ｐ１ 
Ｐ２ Ｐ３ 

Ｐ３ Ｐ２ Ｐ１ 

ＳＫＰ２７ ＳＫＰ１７ 

４４．１００ｍ 

４４．１００ｍ ４４．１００ｍ ４４．１００ｍ 
４３．９００ｍ 

４３．９００ｍ 

４３．９００ｍ ４３．９００ｍ 

ＳＡ１６　Ｐ１ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり中　粘性中 
    　炭化物粒微量　地山粒少量混入 

ＳＡ１６　Ｐ３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性強 
ＳＫＰ２７ 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性強 
    　地山塊多量 

ＳＡ１６　Ｐ２ 
１　暗褐色土（１０ＹＲ３／３） 
　　しまり強　粘性強 
    　地山塊多量混入 
ＳＫＰ１７ 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性中 
    　地山粒多量混入 

ＳＡ３８　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性中 
    　炭化物粒微量　地山塊多量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり弱　粘性弱 
３　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり弱　粘性中 
    　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
４　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり弱　粘性強 
    　炭化物粒微量　地山粒多量混入 
ＳＡ３８　Ｐ２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり弱　粘性弱 
    　炭化物粒微量　地山塊少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり中　粘性強 
    　炭化物粒少量　地山粒多量混入 
ＳＡ３８　Ｐ３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり弱　粘性中 
　　炭化物粒微量混入 

ＳＡ４３　Ｐ２ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり強　粘性中 
    　炭化物粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性中 
　　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
３　暗褐色土（１０ＹＲ３／３）　しまり強　粘性中 
　　炭化物粒微量　地山塊多量混入 
４　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／３）　しまり中　粘性中 
　　暗褐色土微量混入 

ＳＡ４３　Ｐ４ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／３） 
　　しまり中　粘性弱 
    　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり中　粘性弱 
    　炭化物粒微量　地山塊少量混入 
３　褐色土（１０ＹＲ４／４） 
　　しまり中　粘性弱 
    　酸化鉄粒微量　黒褐色土粒少量 
　　地山粒多量混入 

ＳＡ４３　Ｐ３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／３）　しまり弱　粘性弱 
    　炭化物粒微量　地山粒少量混入 
２　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／４）　しまり中　粘性弱 
    　黒褐色土粒微量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり弱　粘性弱 
    　地山塊微量混入　 
４　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／４）　しまり中　粘性弱 

ＳＡ６０　Ｐ１ 
１　 黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり中　粘性中 
    　炭化物粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性中 
    　地山粒多量混入 
３　暗褐色土（１０ＹＲ３／３） 
　　しまり強　粘性中 
    　地山塊微量混入 

ＳＫＰ５９ 
１　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり弱　粘性弱 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性中 
３　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり弱　粘性中 
    　炭化物粒微量　地山粒少量混入 

ＳＡ６０　Ｐ３ 
１ 　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり強　粘性弱 
　　炭化物粒微量　地山粒少量混入 

ＳＡ６２　Ｐ３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／３） 
    　しまり中　粘性強 

ＳＡ６２　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性強 
    　炭化物粒微量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり中　粘性強 
　　地山粒多量混入 

ＳＡ６２　Ｐ２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／３） 
　　しまり中　粘性強 
    　炭化物粒微量　地山粒・塊少量混入 
２　暗褐色土（１０ＹＲ３／３） 
　　しまり中　粘性強 
    　地山粒少量混入 
３　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／３） 
　　しまり中　粘性中 

ＳＡ６０　Ｐ２ 
４　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり弱　粘性中 
    　地山粒少量混入 
５　黒褐色土（１０ＹＲ２／３） 
　　しまり弱　粘性中 
６　灰黄褐色土（１０ＹＲ５／２） 
　　しまり弱　粘性中 
    　炭化物粒少量　黒褐色土粒少量 
　　地山粒少量混入 
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ＳＡ４３　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量 
　　地山塊多量混入 
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ＳＡ１４９・１５２・１５３ 

ＳＡ１４９ 

ＳＡ１４９　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性弱 

ＳＡ１４９　Ｐ２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／３） 
　　しまり中　粘性中 
    　地山粒微量混入 

ＳＫＰ１６６　 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／３） 
　　しまり中　粘性弱 
    　地山塊多量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり中　粘性中 
    　地山塊少量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり中　粘性強 
    　地山塊少量混入 

ＳＡ１４９　Ｐ３ 
４　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性中 
    　炭化物粒微量　地山塊微量混入 
５　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり中　粘性弱 
    　炭化物粒微量混入 
６　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり中　粘性中 
    　地山塊多量混入 

ＳＡ１４９　Ｐ４ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり強　粘性強 
    　炭化物粒微量　地山粒微量混入 

ＳＡ１４９　Ｐ５ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり中　粘性中 
    　地山粒・塊多量混入 

ＳＡ１５２　Ｐ２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり中　粘性中 

ＳＡ１５２　Ｐ３ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり中　粘性弱 
    　炭化物粒微量　地山粒・塊中量混入 

ＳＡ１５２　Ｐ４ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり中　粘性弱 
    　地山粒・塊中量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ２／３） 
　　しまり中　粘性弱 
    　地山粒・塊多量混入 

ＳＫＰ１５６ 
３　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり中　粘性中 
４　黒褐色土（１０ＹＲ２／３） 
　　しまり中　粘性中 

ＳＡ１５２　Ｐ５ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり中　粘性中 
    　地山粒・塊多量混入 

ＳＡ１５３　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性中 
    　火山灰微量　炭化物粒微量　 
　　地山塊多量混入 

ＳＡ１５２　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性弱 
　　火山灰粒微量　炭化物粒少量 
　　地山塊多量混入 
ＳＡ１５３　Ｐ２ 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性強 
    　火山灰粒微量　酸化鉄微量　　 
　　地山塊多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性中 
    　火山灰粒少量　地山塊少量混入 

ＳＡ１５３　Ｐ３ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり強　粘性強 
    　炭化物粒少量　地山塊多量混入 

ＳＡ１５３　Ｐ４ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／３） 
　　しまり強　粘性中 
    　地山塊中量混入 

ＳＫＰ１６６　 
２  黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり中　粘性中 
    　地山粒・塊多量混入 
ＳＡ１４９　Ｐ３ 
３　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性中 
    　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
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２区ＳＡ１４９　Ｐ１ 
２区ＳＡ１５３　Ｐ４ 
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― 
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第３２図　２区ＳＡ１４９・１５２・１５３と出土遺物
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平坦である。出土遺物はない。

ＳＫ８１土坑（第３３図、巻頭図版、図版７）

　ＧＮ１００グリッドの北側水田跡の下のⅤ層下面で確認した。西側は調査区外にかかる。現状では重

複はない。覆土は、一括埋め戻しで人為的堆積土である。平面形は円形であると推定され、現状で長

軸２．４３ｍ、短軸２．１７ｍである。確認面からの深さは０．８１ｍである。壁は急にに立ち上がり、底面

は平坦で南西側から北東側へ緩やかに傾斜している。出土遺物は、木製品（鍬、下駄、曲物、箸、木

片等１００点以上）、土師器（坏１点、甕破片３点）、須恵器（坏３点、坏破片８点、長頸瓶１点）であ

る。鍬は、株式会社吉田生物研究所に依頼した樹種同定の結果、クルミ科クルミ属オニグルミで作ら

れていることが分かった。同様の鍬が山形県米沢市の古志田東遺跡から出土している。鍬や下駄など

多数の木製品は、人為的堆積土に含まれていたことから、何らかの理由で廃棄されたものと考えられ

る。また、本遺構から出土した須恵器坏破片と北側に隣接するＳＤ１２から出土した須恵器坏破片は、

同一個体で「豊」と書かれた墨書土器である。第５表の分類項目に当てはめると掲載した土師器坏と

須恵器坏は下記のようになる。

　第３４図の１は、ロクロ土師器の坏ｅである。

　第３４図の２～４は、須恵器の坏ｅである。

ＳＫ８２土坑（第３３図）

　ＧＯ１０６グリッドのⅧ層（地山）面で確認した。ＳＫＩ３５、ＳＫ８３と重複し、ＳＫＩ３５より古

く、ＳＫ８３より新しい。トレンチによって南東側が削平されているため、平面形は楕円形であると

推定され、残存部で長軸０．８９ｍ、短軸０．５９ｍである。確認面からの深さは０．２３ｍである。壁は緩

やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。出土遺物はない。

ＳＫ８３土坑（第３３図）

　ＧＯ１０６グリッドのⅧ層（地山）面で確認した。ＳＫＩ３５、ＳＫ８２・８４と重複し、ＳＫＩ３５、Ｓ

Ｋ８２より古く、ＳＫ８４より新しい。トレンチによって南側が削平されているため、平面形は楕円形

であると推定され、残存部で長軸０．５４ｍ、短軸０．３８ｍである。確認面からの深さは０．３３ｍである。

壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。出土遺物はない。

ＳＫ８４土坑（第３３図）

　ＧＮ１０６、ＧＯ１０６グリッドのⅧ層（地山）面で確認した。ＳＫ８３、ＳＤ３２、ＳＫＰ３３・１９８と重

複し、ＳＫ８３、ＳＤ３２、ＳＫＰ３３より古く、ＳＫＰ１９８より新しい。平面形は楕円形であると推定

され、残存部で長軸１．８５ｍ、短軸１．０８ｍである。確認面からの深さは０．２３ｍである。壁は緩やか

に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。出土遺物はない。

ＳＫ８９土坑（第３６図）

　ＧＫ９５、ＧＬ９５グリッドのⅧ層（地山）面で確認した。重複はない。平面形は、長軸１．３０ｍ、短

軸１．０５ｍの不整形である。確認面からの深さは０．２８ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほ

ぼ平坦である。出土遺物はない。

ＳＫ１４０土坑（第３６図、図版８）

　ＧＪ８７、ＧＫ８７・８８グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の２・４・９・

１１・１３・１５・１６・１７層に砂粒が混入し、６・８・９・１２層に火山灰が混入する。５層では水流痕が
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見られ、覆土堆積に流水の影響を認めることができる。平面形は、長軸４．３３ｍ、短軸２．０４ｍの不整

形である。確認面からの深さは０．４０ｍである。壁は急に立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、南

側が一段低くなる。出土遺物は、土師器（底部に網代痕のある坏４点、坏５５点、墨書土器６点、坏

底部破片４６点、坏破片７５８点、内面を黒色処理した台付坏２点、同台付坏の破片３点、両面を黒色

処理した坏の破片４点、甕破片２７点、鉢口縁部破片２点）、須恵器（甕破片１３点）である。墨書土

器の１つには、第４０図８のように口縁部を人為的に割られているものがあった。本遺構は、調査区

中央部の谷地の南側に位置しており、多量の土師器坏の完形品や墨書土器が出土したことなどを合わ

せて考えると祭祀が行われていた可能性が高い。第５表の分類項目に当てはめると掲載した土師器は

下記のようになる。

　第３７図の１～３・９は、非ロクロ土師器の坏ｂである。

　第３７図の４・５は、ロクロ土師器の坏ａである。

　第３７図の６～８はロクロ土師器の坏ｂで、６は「上」と書かれた墨書土器である。

　第３８図の１・３～１２はロクロ土師器の坏ｅで、１・９は「上」と書かれた墨書土器である。

　第３８図の２は、ロクロ土師器の坏ｄである。

　第３９図の１～７はロクロ土師器の坏ｅで、７は「財上」と書かれた墨書土器である。

　第３９図の８～１２はロクロ土師器の坏ｆで、１２は「六十」と書かれた墨書土器である。

　第４０図の１は、ロクロ土師器の坏ｈである。

　第４０図の２～４は、ロクロ土師器の坏ｉである。

　第４０図の５は、ロクロ土師器の皿ａである。

　第４０図の６・７は、内面を黒色処理したロクロ土師器の台付坏で、６が台付坏ｂ、７が台付坏ｃ

である。

ＳＫ１４３土坑（第３６図）

　ＧＨ７７グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。重複はない。東側が現代の溝によって削平され

ているため、平面形は楕円形であると推定され、残存部で長軸０．８８ｍ、短軸０．７８ｍである。確認面

からの深さは０．２２ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。出土遺物はない。

ＳＫ１８０土坑（第３６図、図版８）

　ＧＪ８６グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形は、長軸１．０１ｍ、短軸０．８１

ｍの楕円形である。確認面からの深さは０．１２ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦であ

る。出土遺物は、土器師（坏１点、坏破片２点、甕の胴部から口縁部１点、甕破片５点）、須恵器（甕

破片４点）である。

⑤溝跡

ＳＤ０１溝跡（第４１図）

　ＧＮ１０７、ＧＯ１０７・１０８グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。北側が調査区外にかかる。南側

は現代の溝に壊されているが、南北方向に更に延びるものと推定される。ＳＸ０２、ＳＤ１０と重複し、

本遺構が最も新しい。確認長３．９２ｍ、幅０．３０～０．４５ｍ、深さ０．０４～０．１０ｍである。壁は緩やか

に立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物は、砥石１点である。
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０ ２ｍ 

０ 
ＳＫ８１遺物出土状況 
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２　黒色土（１０ＹＲ１.７／１）　しまり強　粘性強 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
　　地山との混合土 
４　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり強　粘性強 
　　地山粒微量混入 
５　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
　　地山との混合土 

ＳＫ８０ 
１　灰黄褐色土（１０ＹＲ５／２） 
　　しまり強　粘性弱 
　　地山粒多量混入 

ＳＫ８１ 
１　黄褐色土（２.５Ｙ５／３） 
　　しまり強　粘性弱 
　　酸化鉄少量混入 
　　黒褐色土との混合土 
２　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり強　粘性強 
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ＳＫ８３ 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒多量　地山粒少量混入 
４　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
ＳＫ８４ 
５　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒少量混入 
６　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量　地山塊少量混入 
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１２ 

０ １０ｃｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 土師器 坏 ２区ＳＫ８１　ＲＰ６ １２．２ ５．９ ４．８ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

２ 須恵器 坏 ２区ＳＫ８１、ＳＤ１２ １３．１ ６．２ ４．５ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

３ 須恵器 坏 ２区ＳＫ８１　ＲＰ３・５・８ １３．５ ６．０ ４．８ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

４ 須恵器 坏 ２区ＳＫ８１　ＲＰ１・２ １３．６ ６．０ ５．３ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

５ 須恵器 長頸瓶 ２区ＳＫ８１　ＲＰ４ ― ― ― 

番号 種別 器種 調査区・遺構 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 特　　　　　徴 

６ 木製品 下駄 ２区ＳＫ８１　ＲＷ３ ２１．１ （４．９） ４．７ 

７ 木製品 曲物 ２区ＳＫ８１　ＲＷ７・８・１８ １８．３ １８．３ ０．７ 

８ 木製品 箸 ２区ＳＫ８１　ＲＷ５ ２７．３ ０．５ ０．４ 

９ 木製品 箸 ２区ＳＫ８１　ＲＷ６ １９．２ ０．５ ０．４ 

１０ 木製品 箸 ２区ＳＫ８１ １６．９ ５．０ ５．０ 

１１ 木製品 箸 ２区ＳＫ８１ ８．２ ３．０ ０．４ 

１２ 木製品 鍬 ２区ＳＫ８１　ＲＷ１ ３５．５ １７．８ ７．９ 

第３５図　２区ＳＫ８１出土遺物（２）



第４章　調査の記録

―　　―６４

１ ２ 

２ 

３ ４ 

５ 

６ １１ 
７ ８ 

９ 
１０ １１ １２ １３ 

１３ 

１４ 

１５ 
１６ 

１７ 

１ 
１ 

１ 

１ ２ ３ 

４ 

５ 

４３．８００ｍ ４４．０００ｍ 
４３．７００ｍ 

撹　乱 

ＳＫ８９ 
ＳＫ１４３ ＳＫ１８０ 

ＳＫ１４０ 

４３．９００ｍ 

０ 

０ 

２ｍ 

１０ｃｍ 

 
ＳＫ８９ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量　地山粒少量混入 
４　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性中 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量　地山粒多量混入 
５　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄少量　黒色土塊少量混入 
 

ＳＫ１４０ 
１　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり強　粘性弱 
　　黒褐色土塊微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性中 
　　にぶい黄橙色土粒少量混入 
３　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性強 
　　地山塊少量混入 
４　褐色土（１０ＹＲ４／４）　しまり弱　粘性弱　砂層 
　　黒褐色土粒少量混入 
５　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
６　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性弱 
　　火山灰粒微量　炭化物粒微量混入 
７　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性弱 
８　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性弱 
　　火山灰粒多量　火山灰塊微量　炭化物粒微量混入 
 

９　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性中 
　　火山灰塊微量　黒褐色土粒少量混入 
１０　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性弱 
１１　褐色土（１０ＹＲ４／４）　しまり弱　粘性弱　砂層 
　　黒褐色土粒少量混入 
１２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性中 
　　火山灰粒微量　酸化鉄微量混入 
１３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性弱 
１４　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性中 
　　地山塊多量混入 
１５　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性弱 
１６　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性弱 
　　炭化物粒微量混入 
１７　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり弱　粘性弱 

ＳＫ１４３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり弱　粘性中 
　　地山粒・塊少量混入 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 土師器 坏 ２区ＳＫ１８０　ＲＰ１・１０・１４ （１２．５） ６．４ ４．７ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

２ 土師器 甕 ２区ＳＫ１８０　ＲＰ３・４ （１６．４） ― ― 

ＳＫ１８０ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 

第３６図　２区ＳＫ８９・１４０・１４３・１８０と出土遺物



第２節　検出遺構と遺物

―　　―６５

１ ２ 
３ 

４ ５ 

６ 

７ 
８ 

９ 

０ １０ｃｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 
１ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ２２・３４ １２．１ ５．５ ４．３ 内：カキメ、外：粘土紐形成痕→ヘラケズリ、底：網代痕 
２ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ２２ １２．３ ５．２ ４．８ 内：カキメ、外：粘土紐形成痕→ヘラケズリ、底：網代痕 
３ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ５８・７５ １２．６ ５．０ ３．９ 内：カキメ、外：粘土紐形成痕→ヘラケズリ、底：網代痕 
４ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ１０２ １２．４ ５．８ ３．４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

６ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ９２ （１２．５） （５．４） ３．２ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 
５ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ７ （１２．４） ５．３ ３．０ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

７ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ８８ １２．３ ４．９ ３．３ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 
８ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ１０４ １３．３ ５．６ ３．３ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 
９ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ８１、ハー２トレンチ １１．８ ４．４ ４．２ 内：カキメ、外：粘土紐形成痕→ヘラケズリ、底：網代痕 

第３７図　２区ＳＫ１４０出土遺物（１）



第４章　調査の記録

―　　―６６

１ ２ ３ 

４ 
５ ６ 

７ 
８ 

９ 

１０ 
１１ １２ 

０ １０ｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ６４・６５・６８・６９・１０８ １２．９ ５．８ ４．４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

２ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ４２、ＧＫ８７ Ⅱ層 （１２．０） ５．５ ３．９ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

３ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ 焼土中 ＲＰ１・１５・１６・７７・９５ １２．４ ５．４ ４．５ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

４ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ７６ １２．４ ５．１ ４．４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

５ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ４８ １２．２ ６．４ ５．３ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

６ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ１０６ １２．０ ５．９ ５．１ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

７ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ１０３ １２．５ ５．２ ４．６ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

８ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ３９・６１・６２ １２．５ ５．３ ５．２ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

９ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ８０・９１ １２．４ ５．５ ４．７ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

１０ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ４９・５２ （１０．３） ５．４ ４．５ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

１１ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ １２．６ ５．７ ５．４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

１２ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ７３・７９・９９ １２．６ ６．５ ５．６ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

第３８図　２区ＳＫ１４０出土遺物（２）



第２節　検出遺構と遺物

―　　―６７

０ １０ｃｍ 

１ ２ ３ 

４ ５ ６ 

７ ８ ９ 

１０ １１ １２ 

番号 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 
１２ 

種別 
土師器 
土師器 
土師器 
土師器 
土師器 
土師器 
土師器 
土師器 
土師器 
土師器 
土師器 
土師器 

器種 
坏 
坏 
坏 
坏 
坏 
坏 
坏 
坏 
坏 
坏 
坏 
坏 

調査区･遺構 
 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ１０５ 
 ２区ＳＫ１４０､ＧＫ８８ Ⅲ・Ⅳ層 
 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ９･４０ 
 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ８ 
 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ３５ 
 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ６３･７０ 
 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ１９･１０１ 
 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ６０ 
 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ３１ 
 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ２５･４１･８６ 
 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ２９ 
 ２区ＳＫ１４０　ＲＰ８９ 

口径（ｃｍ） 
 １１.５ 
（１２.６） 
１３.１ 
（１３.１） 
１２．７ 
１２．１ 
１２．９ 
１２．６ 
１２．７ 
１２．２ 
（１４．３） 
１２．９ 

底径（ｃｍ） 
５．８ 
５．５ 
５．６ 
（５．９） 
６．５ 
５．３ 
４．７ 
５．３ 
５．３ 
５．１ 
（５．５） 
４．９ 

器高（ｃｍ） 
５．５ 
４．５ 
５．３ 
４．４ 
４．９ 
４．６ 
５．９ 
４．５ 
４．７ 
４．６ 
４．４ 
４．７ 

特　　　　　徴 
 内外:ロクロ調整､底:回転糸切り 
 内外:ロクロ調整､底:回転糸切り 
 内外:ロクロ調整､底:回転糸切り 
 内外:ロクロ調整､底:回転糸切り 
 内外:ロクロ調整､底:回転糸切り 
 内外:ロクロ調整､底:回転糸切り 
 内外:ロクロ調整､底:回転糸切り､墨書 
 内外:ロクロ調整､底:回転糸切り 
 内外:ロクロ調整､底:回転糸切り 
 内外:ロクロ調整､底:回転糸切り 
 内外:ロクロ調整､底:回転糸切り 
 内外:ロクロ調整､底:回転糸切り､墨書 

第３９図　２区ＳＫ１４０出土遺物（３）



第４章　調査の記録
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０ １０ｃｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ３２ １３．２ ４．８ ４．７ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

２ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ５７ １２．２ ４．３ ４．６ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

３ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ２７・５６ １２．３ ５．０ ４．９ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

４ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ３３ １１．７ ４．５ ４．６ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

５ 土師器 皿 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ７７ １２．７ ６．１ ２．４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

６ 土師器 台付坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ２３・２６・８３・８５ １６．５ ７．７ ６．９ 内外：ロクロ調整、内：ミガキ→黒色処理、底：回転糸切り 

７ 土師器 台付坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ６ １１．６ ５．７ ５．２ 内外：ロクロ調整、内：ミガキ→黒色処理、底：回転糸切り 

８ 土師器 坏 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ１００ ― ５．２ ― 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

９ 須恵器 甕 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ９７ ― ― ― 内外：タタキ 

１０ 須恵器 甕 ２区ＳＫ１４０ ＲＰ９０ ― ― ― 内外：タタキ 

第４０図　２区ＳＫ１４０出土遺物（４）



ＳＤ０７溝跡（第４１図、図版８）

　ＧＬ９８、ＧＭ９８、ＧＮ９８グリッドのⅣ層上面で確認した。東側と西側が調査区外にかかる。東側

が現代の溝に壊されているが、東西方向に更に延びるものと推定される。ＳＤ２０１と重複するが、新

旧関係は不明である。確認長６．１９ｍ、幅１．１３～１．６６ｍ、深さ０．３６～０．５１ｍである。壁は緩やか

に立ち上がり、底面は丸底である。出土遺物は、縄文土器の破片１点、土師器の破片１４点、漆器の

椀が１点である。

ＳＤ１０溝跡（第４１図）

　ＧＮ１０７、ＧＯ１０７グリッドでＳＤ０１調査中に確認した。東側が調査区外にかかる。東側は現代の

溝に壊されているが、東に更に延びるものと推定される。ＳＤ０１、ＳＸ０２と重複し、ＳＤ０１より古

く、ＳＸ０２より新しい。確認長１．０２ｍ、幅０．３８～０．４９ｍ、深さ０．１３～０．１９ｍである。壁は緩や

かに立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物はない。

ＳＤ１２溝跡（第４１図）

　ＧＭ１０１、ＧＮ１０１グリッドのⅥ層上面で確認した。重複はない。東側と西側が調査区外にかかる。

東西方向に更に延びるものと推定される。確認長６．０２ｍ、幅０．３９～０．６６ｍ、深さ０．０７～０．６６ｍ

である。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物は、土師器（坏２点、坏破片４１点、

内面を黒色処理した坏１点、同坏破片７点、同台付坏１点、甕破片２４点）、須恵器（坏３点、墨書土

器１点、坏破片３点、甕３点）である。本遺構から出土した須恵器坏破片と南側に隣接するＳＫ８１

から出土した須恵器坏破片は、同一個体で「豊」と書かれた墨書土器である。第５表の分類項目に当

てはめると掲載した土師器坏と須恵器坏は下記のようになる。

　第４２図の２はロクロ土師器の坏ｄ、第４２図の３はロクロ土師器の坏ｃである。

　第４２図の５は、内面を黒色処理したロクロ土師器の坏ａである。

　第４２図の６は須恵器の坏ｅ、第４２図の８・９は須恵器の坏ｆである。

ＳＤ３１溝跡（第４１図）

　ＧＮ１０６、ＧＯ１０６・１０７グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＸ０４と重複し、本遺構が古

い。トレンチによって一部が削平されている。確認長３．２３ｍ、幅０．４８～０．５９ｍ、深さ０．０１～０．１０

ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物は土師器（甕の底部１点）である。

ＳＤ３２溝跡（第４１図）

　ＧＮ１０６、ＧＯ１０５・１０６グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＫ８４、ＳＸ０４、ＳＡ３８Ｐ３

と重複し、ＳＸ０４、ＳＡ３８Ｐ３より古く、ＳＫ８４より新しい。遺構中央部に焼土の投げ込みが見ら

れた。トレンチによって一部が削平されている。確認長４．１６ｍ、幅０．３５～０．４９、深さ０．１０～０．３３

ｍである。壁は急に立ち上がり、底面は丸底である。出土遺物は、土師器（坏破片１０点、甕破片１８

点）である。

ＳＤ１２４溝跡（第４１図、図版８）

　ＧＩ８１、ＧＪ８１グリッドのⅧ層で確認した。東側と西側が調査区外にかかる。東西方向に更に延

びるものと推定される。ＳＡ１５２Ｐ１、ＳＡ１５３Ｐ２と重複し、本遺構が最も新しい。確認長４．０５

ｍ、幅０．３３～０．５４ｍ、深さ０．０３～０．３７ｍである。壁は急に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

東から西へ行くほど浅くなっていく。出土遺物は、土師器（坏１点、坏破片６点、内面を黒色処理し
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Ａ Ａ'

Ａ Ａ'

ＳＤ０１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性弱 
　　炭化物粒微量混入 
ＳＤ１０ 
２　暗褐色土（１０ＹＲ３／３） 
　　しまり強　粘性強 
　　地山粒少量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり中　粘性強 
　　地山粒微量混入 

ＳＤ０７ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄多量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり中　粘性弱 
　　酸化鉄少量混入 
４　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり弱　粘性中 
　　炭化物粒少量　酸化鉄少量混入 
５　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり中　粘性中 
　　炭化物粒少量　酸化鉄少量混入 

ＳＤ２０１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性中 

ＳＤ１２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒少量 
　　地山粒少量混入 

ＳＤ３１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性弱 
　　地山粒微量混入 

ＳＤ３２ 
１　暗灰黄色土（２.５Ｙ５／２） 
　　しまり強　粘性弱  火山灰層 
２　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物微量　地山粒少量混入 
３　黒色土（１０ＹＲ２／１）　 
　　しまり強　粘性強 
　　地山塊少量混入 
４　灰黄褐色土（１０ＹＲ５／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　黒褐色土との混合土 

ＳＤ１２４ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性中 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 
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第４１図　２区ＳＤ０１・０７・１０・１２・３１・３２・１２４・２０１
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１ 

２ ３ 

４ 

５ 
６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

０ １０ｃｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 特　　　　　徴 

１ 石製品 砥石 ２区ＳＤ０１ ６．３ ４．６ ２．２ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

２ 土師器 坏 ２区ＳＤ１２ １１．８ ４．８ ３．９ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

３ 土師器 坏 ２区ＳＤ１２ ＲＰ１・２・３・５ （１２．６） ６．０ ４．４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

４ 漆器 椀 ２区ＳＤ０７ ２層 （１１．４） （５．３） （６．０） 

５ 土師器 坏 ２区ＳＤ１２ ＲＰ２・３・４、ＧＮ１０１ Ⅳ層 １２．４ ５．８ ６．０ 内外：ロクロ調整、内：ミガキ→黒色処理、底：回転糸切り 

６ 須恵器 坏 ２区ＳＤ１２ （１３．９） ５．１ ４．７ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

７ 土師器 台付坏 ２区ＳＤ１２ ― ５．８ ― 内外：ロクロ調整、内：ミガキ→黒色処理、底：回転糸切り 

８ 須恵器 坏 ２区ＳＤ１２ ＲＰ１ １３．０ ５．１ ４．０ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

９ 須恵器 坏 ２区ＳＤ１２ １層 １３．１ ５．７ ４．３ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

内外：ロクロ調整 １０ 土師器 甕 ２区ＳＤ１２ ＲＰ５ （２０．１） ― ― 

１１ 土師器 甕 ２区ＳＤ３１ ＲＰ１ ― ６．６ ― 

第４２図　２区ＳＤ０１・０７・１２・３１出土遺物



た坏の破片１点）、須恵器（甕の口縁部の破片１点）である。第５表の分類項目に当てはめると、第

４３図の２はロクロ土師器の坏ｅである。

ＳＤ２０１溝跡（第４１図）

　ＧＭ９８グリッドのⅤ層上面で確認した。東側は現代の溝跡によって壊されており、東に更に延び

るものと推定される。ＳＤ０７と重複するが、新旧関係は不明である。確認長１．６２ｍ、幅０．１４～０．２０

ｍ、深さ０．０４～０．０９ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、平面は平坦である。出土遺物はない。

⑥水田跡

北側水田跡（第７・４４図、図版７）

　９５～１０２ラインの調査区北側のⅣ層上面で確認した。Ⅳ層が水田耕作土になり、火山灰が含有する。

この火山灰は、分析の結果、十和田ａ火山灰であることが分かった。この火山灰は層状には堆積して

おらず、Ⅳ層上面で粒状・塊状に散在して確認された。このことから十和田ａ火山灰降下後に耕作さ

れていた水田跡と考えられる。断面等を観察したが畦畔は検出できなかった。また、畦畔が確認でき

なかったため、区画等も確認できなかった。この水田跡の下からＳＫ８１土坑とＳＤ１２溝跡が確認さ

れており、それらの遺構の性格や出土遺物から稲作が行われていた水田跡である可能性は高い。この

水田跡の中央部にＳＤ０７溝跡がⅣ層を切って確認されたことから、ＳＤ０７溝跡は灌漑用水路的な役

割を果たしたことも考えられる。しかし、ＳＤ０７溝跡からの出土遺物が少ないことからはっきりと

は断定しがたい。
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１ 

２ 
３ 

０ １０ｃｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 須恵器 大甕 ２区ＳＤ１２４　ＲＰ２ ― ― ― 内外：ロクロ調整 

２ 土師器 坏 ２区ＳＤ１２４　ＲＰ１ （１３．２） ５．３ ５．６ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

３ 土師器 坏 ２区ＳＫＰ０３ （１３．０） （５．６） ４．５ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

第４３図　２区ＳＤ１２４・ＳＫＰ０３出土遺物
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撹 乱  

 北側水田跡 
Ⅰ層　黒褐色土（１０ＹＲ２／２～３／２）　しまり強　粘性弱 
Ⅱ層　黒褐色土（１０ＹＲ２／２～２／３）　しまり強　粘性弱　酸化鉄少量混入 
Ⅲ層　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　　　　　しまり強　粘性強　炭化物粒微量混入 
Ⅳ層　黒褐色土（１０ＹＲ２／２～３／２）　しまり強　粘性強　火山灰粒・塊　炭化物粒微量　酸化鉄粒少量混入 
Ⅴ層　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　　　　　しまり強　粘性強　炭化物粒微量　酸化鉄粒少量　地山粒多量混入 
Ⅵ層　暗褐色土（１０ＹＲ３／３）　　　　　しまり弱　粘性強 

南側水田跡 
Ⅰ層　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　　　　しまり強　粘性強 
Ⅱ層　黒色土　（１０ＹＲ２／１）　　　　しまり強　粘性強　酸化鉄粒微量混入 
Ⅲ層　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　　　　しまり強　粘性強　酸化鉄粒微量混入 
Ⅳ層　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　　　　しまり強　粘性強　火山灰粒　酸化鉄粒少量混入 
Ⅴ層　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　　　　しまり強　粘性強　酸化鉄粒少量混入 
Ⅵ層　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４／３）　しまり強　粘性強　酸化鉄粒少量混入 
畦畔　黒色土（１０ＹＲ１.７／１）　　　　　しまり強　粘性強　酸化鉄粒少量混入 
 

Ⅴ 

第４４図　２区水田跡断面図



南側水田跡（第７・４４図、図版７・８）

　７４ライン以南の調査区南側のⅣ層上面で確認した。Ⅳ層が水田耕作土になり、火山灰が含有する。

北側水田跡同様の十和田ａ火山灰降下後に耕作されていた水田跡と考えられる。調査区東側の基本土

層では確認できなかったが、調査区西側の断面では、南端に畦畔と考えれる台形の高まりを確認でき

た。この畦畔は東側に延びると考えられるが、調査区内のその方向に地下水を汲み上げるためのポン

プがあり攪乱を受けていたために、平面では明瞭に確認できなかった。しかし、この畦畔を包むよう

に十和田ａ火山灰の粒・塊を含有するⅣ層が確認されたことや、プラント・オパールの分析結果（第

５章の第４節）からも稲作が行われていた可能性が高いことから、平安時代の水田跡と考えることが

できる。出土遺物は、須恵器壺の底部（第４７図１１）である。遺構外出土遺物になるがＧＧ７３グリッ

ドから出土した土師器（第４７図１・２・３の内面を黒色処理した土師器坏３点、第４７図５の台付坏

の底部１点）もこの水田跡に関係があるものと思われる。

⑦性格不明遺構

ＳＸ０２性格不明遺構（第４５図）

　ＧＮ１０７、ＧＯ１０７グリッドのⅧ層（地山）で確認した。ＳＤ０１・１０、ＳＢ２９Ｐ１０と重複し、本

遺構が最も古い。北側がＳＤ１０とＳＢ２９Ｐ１０に切られ、東側が現代の溝によって壊されている。

平面形は不整形であると推定され、残存部で長軸１．８７ｍ、短軸０．９７ｍである。確認面からの深さは

０．１７ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦であるが中央に向かって低くなる。出土遺物

は、土師器（坏破片５０点、甕破片１２点）である。

ＳＸ０４性格不明遺構（第４５図）

　ＧＮ１０６、ＧＯ１０６グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。東側が調査区以外にかかる。ＳＤ

３１・３２と重複し、本遺構が最も新しい。現代の溝によって一部壊されいる。平面形は、長軸２．８２ｍ、

短軸１．６２ｍの不整形である。確認面からの深さは１．２９ｍである。壁は急に立ち上がり、底面は平坦

であるが東側が一段低くなっている。出土遺物は、縄文土器（破片１点）、土師器（坏破片７９点、甕

破片３８点）、須恵器（坏破片３点、台付坏の底部１点）である。須恵器の台付坏は、底部に「豊」と

書かれた墨書土器である。

ＳＸ８６性格不明遺構（第４５図）

　ＧＬ９４、ＧＭ９４・９５グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。西側はサブトレンチによって壊さ

れており、調査区外にかかる可能性がある。現状では重複はない。平面形は略楕円形であると推定さ

れ、残存部で長軸１．６４ｍ、短軸１．４８ｍである。確認面からの深さは０．４７ｍである。壁は緩やかに

立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物はない。

ＳＸ８７性格不明遺構（第４５図）

　ＧＬ９５、ＧＭ９５・９６グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。西側が調査区外にかかる。現状で

は重複はない。平面形は不整形と推定され、現状で長軸３．８９ｍ、短軸２．１３ｍである。確認面からの

深さは０．４２ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物はない。

ＳＸ１３９性格不明遺構（第４５図）

　ＧＪ８７、ＧＫ８７グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の１・２層に火山灰
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―　　―７５

０ ２ｍ 

０ １０ｃｍ 

ＳＸ０２ 

ＳＤ１０ 

ＳＢ２９ 
Ｐ１０ 

ＳＸ８７ 

ＳＸ０４ 

ＳＸ８６ 

ＳＸ１３９ 

ＳＸ１６９ 

４３．８００ｍ 

４３．８００ｍ 

４３．８００ｍ 

４３．７００ｍ 

４３．９００ｍ 

１ 
ＳＸ０２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり中　粘性強 

ＳＸ０４ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性弱 
　　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり弱　粘性中 
　　地山粒少量混入 
３　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性中 
　　地山粒少量混入 
４　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり強　粘性弱 
　　地山塊多量混入 
５　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性弱 
　　地山塊多量混入 
６　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性中 
　　地山粒少量混入 
７　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性中 
　　地山塊多量混入 
８　黒色土（７.５ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性弱 
　　オリーブ黒色土多量混入 
９　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性中 
　　地山粒微量混入 
１０　オリーブ黒色土（７.５Ｙ３／２）　しまり弱　粘性弱 
１１　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性弱 
１２　オリーブ黒色土（７.５Ｙ３／２）　しまり弱　粘性弱 

ＳＸ８６ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量
　　地山粒微量混入 

ＳＸ８７ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量 
　　にぶい黄褐色土塊微量 
　　灰黄褐色土塊微量混入 

ＳＸ１３９ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性弱 
　　火山灰粒多量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり中　粘性弱 
　　地山塊多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量混入 

ＳＸ１６９ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり強　粘性中 
　　炭化物微量混入 

ＳＫＰ 
１３８ 

Ｐ１ 

Ｐ２ 
Ｐ３ 

ＳＫＰ 
１６８ 

攪乱 

攪乱 

調
査
区
外 

調査区外 

サブトレンチ 

攪
乱 

ＲＰ １ １ 

２ 

３ ３ 
４ ４ 

５ 
７ 

６ 

８ ９ 
１０ １１ 

１２ １２ 
１１ 

１ 

１ ２ 
２ ３ 

調査区外 

１ 

１ 

２ 

３ 

１ 

調査区外 

４４．０００ｍ 

番号 
１ 
２ 
３ 

種別 
須恵器 
須恵器 
須恵器 

器種 
壺 

台付坏 
甕 

調査区･遺構 
２区ＳＸ０４　１層 
２区ＳＸ０４  
２区ＳＸ１３９　ＲＰ１ 

口径（ｃｍ） 
― 
― 
― 

底径（ｃｍ） 
― 
７．８ 
― 

器高（ｃｍ） 
― 
― 
― 

特　　　　　徴 
 

内外:ロクロ調整､内:墨痕､底:回転糸切り､墨書 

第４５図　２区ＳＸ０２・０４・８６・８７・１３９・１６９と出土遺物



第４章　調査の記録

―　　―７６

遺構番号 グリッド 平面形 （㎝） 
長軸 

（㎝） 
短軸 

（㎝） 
深さ 

（ｍ） 
底面標高 新旧関係 

ＳＫＰ０３ ＧＯ１０６・１０７ 方形 ４６ ３６ ２２ ４３．３４ 

ＳＫＰ０９ ＧＯ１０７ 方形 ４１ ３５ ２０ ４３．３５ ＳＫＰ２４より新しい。 

ＳＫ８４より新しい。 

ＳＫＰ１４ ＧＫ９０ 円形 １６ １５ １０ ４３．０４ 

ＳＫＰ１５ ＧＪ８３ 円形 １８ １７ １５ ４３．６４ 

ＳＫＰ１７ ＧＩ８０ 方形 ３１ （１４） ２６ ４３．８１ ＳＡ１６Ｐ２より古い。 

ＳＫＰ１９ ＧＨ７６ 円形 ３１ ２７ １０ ４３．９７ 

ＳＫＰ２０ ＧＨ７６ 楕円形 ２４ ２０ ２５ ４３．８５ 

ＳＫＰ２２ ＧＨ７４ 方形 ２４ ２０ １５ ４３．９５ 

ＳＫＰ２４ ＧＯ１０７ 楕円形 ３２ ２９ １６ ４３．３９ ＳＫＰ０９より古い。 

ＳＫＰ２５ ＧＮ１０３ 方形 ３６ ３０ ２３ ４３．４２ 

ＳＫＰ２７ ＧＩ７９ 楕円形 ３６ ２１ ２０ ４３．８８ ＳＡ１６Ｐ３より古い。 

ＳＫＰ２８ ＧＯ１０７ 方形 ２４ ２３ ４ ４３．４７ 

ＳＫＰ３３ ＧＯ１０６ 方形 ２９ ２８ ２７ ４３．３１ 

ＳＫＰ３４ ＧＯ１０５ 方形 ３４ ３１ ２３ ４３．３６ 

ＳＫＰ３６ ＧＯ１０６ 楕円形 ３６ ２８ １９ ４３．３４ 

ＳＫＰ４７ ＧＮ１０４ 方形 ２１ ２０ ４ ４３．５０ 

ＳＫＰ４８ ＧＯ１０４・１０５ 楕円形 ４７ ３４ ５１ ４３．０６ 

ＳＫＰ５０ ＧＯ１０４・１０５ 楕円形 ３５ ２９ ９ ４３．４６ 

ＳＫＰ５２ ＧＮ１０３ 円形 ２２ ２０ １８ ４３．３５ 

ＳＫＰ５４ ＧＰ１０７ 方形 ４２ ３２ ２０ ４３．２９ 

ＳＫＰ５９ ＧＯ１０３ 楕円形 ３５ （２８） ３３ ４３．２５ ＳＡ６０Ｐ２より新しい。 

ＳＫＰ６５ ＧＮ１０２ 楕円形 ３６ ２７ ２８ ４３．２６ ＳＫＰ６６より新しい。 

ＳＫＰ６６ ＧＮ１０２・１０３ （円形） ３５ （１８） １６ ４３．３９ ＳＫＰ６５より古い。 

ＳＫＰ７２ ＧＮ１０３ 円形 ２４ ２０ ２４ ４３．２８ 

ＳＫＰ７７ ＧＯ１０２ 方形 １８ １８ ９ ４３．５２ 

ＳＫＰ７８ ＧＯ１０２ 円形 １５ １３ １２ ４３．５２ 

ＳＫＰ８８ ＧＬ９５、ＧＭ９５ 楕円形 ４０ ３１ ２３ ４３．３４ 

ＳＫＰ９０ ＧＭ１００ 円形 ４２ ３８ １２ ４３．４８ 

ＳＫＰ１０１ ＧＩ７６ 楕円形 ３９ ３２ ２０ ４３．７１ ＳＫＰ２０６より新しい。 

ＳＫＰ１０２ ＧＨ７５・７６、ＧＩ７５・７６ 方形 ５３ ５１ ２９ ４３．６０ 

ＳＫＰ１０３ ＧＨ７５ 楕円形 ３４ ２５ １１ ４３．８０ 

ＳＫＰ１０４ ＧＨ７５ 円形 ２４ ２４ １６ ４３．７５ 

ＳＫＰ１０５ ＧＨ７５ 方形 ４８ ３８ ２４ ４３．６６ 

ＳＫＰ１０６ ＧＨ７５ 楕円形 ２０ １６ ４ ４３．８５ 

ＳＫＰ１０７ ＧＨ７５ 円形 ３１ ２８ ２０ ４３．７０ ＳＫＰ１０８・１０９より新しい。 

ＳＫＰ１０８ ＧＨ７５ （円形） ３８ ２６ １８ ４３．７４ ＳＫＰ１０７より古く、ＳＫＰ１０９より新しい。 

ＳＫＰ１０９ ＧＨ７５ 方形 ４６ （４５） ２６ ４３．６５ ＳＫＰ１０７・１０８より古い。 

ＳＫＰ１１０ ＧＨ７５ 方形 ３７ ３４ ２３ ４３．６９ 

ＳＫＰ１１１ ＧＨ７４・７５ 円形 ２６ ２２ ２８ ４３．６５ 

ＳＫＰ１１２ ＧＨ７５ 方形 ２４ １７ ７ ４３．８０ 

ＳＫＰ１１３ ＧＨ７４ 方形 ４２ ３９ ２１ ４３．６１ 

ＳＫＰ１１４ ＧＨ７４ 円形 ２８ ２５ １６ ４３．７６ 

ＳＫＰ１１６ ＧＨ７５、ＧＩ７５ 円形 ３７ ３３ １３ ４３．８１ 

ＳＫＰ１２２ ＧＨ７４ 円形 ２２ ２０ １８ ４３．８０ 

ＳＫＰ１２３ ＧＨ７５・７６ 円形 ２５ ２４ １３ ４３．７７ 

ＳＫＰ１２５ ＧＨ７５ 楕円形 ３５ １６ ８ ４３．８３ 

ＳＫＰ１２６ ＧＩ７５・７６ 楕円形 ３３ ２６ ２４ ４３．６７ ＳＫＰ２０６より新しい。 

ＳＫＰ１２７ ＧＨ７４ 楕円形 ２４ １９ １５ ４３．７１ 

ＳＫＰ１２８ ＧＨ７５ 円形 ２０ ２０ １５ ４３．７２ 

第７表　２区柱穴様ピット計測一覧（１）



第２節　検出遺構と遺物

―　　―７７

遺構番号 グリッド 平面形 （㎝） 
長軸 

（㎝） 
短軸 

（㎝） 
深さ 

（ｍ） 
底面標高 新旧関係 

ＳＫＰ１６５ ＧＩ７９ 方形 ３２ ２３ １５ ４３．６０ 

ＳＫＰ１６６ ＧＪ７９ 略円形 ８５ （３８） ５２ ４３．２４ ＳＡ１４９Ｐ３より新しく、ＳＡ１５３Ｐ４より古い。 

ＳＫＰ１６７ ＧＩ７８ （円形） （８５） （５４） ３１ ４３．８３ ＳＫＰ２００より新しい。 

ＳＫＰ１６８ ＧＩ７６ （楕円形） ７３ ４８ ２９ ４３．５２ ＳＸ１６９より新しい。 

ＳＫＰ１７２ ＧＩ７６・７７ （楕円形） ７７ ３３ ２３ ４３．６１ ＳＫＰ１７３と重複。新旧不明。 

ＳＫＰ１７３ ＧＩ７６・７７ 方形 ５８ （４４） １８ ４３．６７ ＳＫＰ１７２と重複。新旧不明。 

ＳＫＰ１７７ ＧＩ７８ （略円形） １０２ （８２） ２９ ４３．８２ 

ＳＫＰ１７８ ＧＩ８０・８１ 方形 ４６ （４６） ２６ ４３．４７ 

ＳＫＰ１７９ ＧＩ８０ 楕円形 ５１ ３４ １１ ４３．６３ 

ＳＫＰ１８９ ＧＪ８０ 方形 ５６ ４９ ２２ ４３．５０ ＳＡ１５３Ｐ３より新しい。 

ＳＫＰ１９０ ＧＩ７９、ＧＪ７９ （方形） ２０ １６ ５ ４３．７２ ＳＡ１５２Ｐ４より古い。 

ＳＫＰ１９１ ＧＩ８０ 楕円形 ２２ １６ ７ ４３．６６ 

ＳＫＰ１９２ ＧＩ８０ 方形 ２８ ２７ ８ ４３．６６ 

ＳＫＰ１９３ ＧＩ８０ 方形 ２０ ２０ １４ ４３．６０ 

ＳＫＰ１９５ ＧＯ１０６ （円形） ３８ （１８） １５ ４３．３８ ＳＫＩ３５より古い。 

ＳＫＰ１９６ ＧＯ１０６ （円形） ４２ （１７） １０ ４３．４２ ＳＫＩ３５より古い。 

ＳＫＰ１９７ ＧＯ１０６ （方形） ２８ （１６） １４ ４３．４４ ＳＫＩ３５より古い。 

ＳＫＰ１９８ ＧＯ１０６ 円形 ２５ ２０ １０ ４３．３０ ＳＫ８４より古い。 

ＳＫＰ１９９ ＧＯ１０６ 楕円形 ３０ ２６ ２０ ４３．０７ 

ＳＫＰ２００ ＧＩ７７・７８ （円形） （５２） （５１） ２２ ４３．６４ ＳＫＰ１６７より古い。 

ＳＫＰ２０３ ＧＨ７６ 楕円形 １７ １４ １３ ４３．７４ ＳＫＰ２０４より新しい。 

ＳＫＰ２０４ ＧＨ７６ 方形 １８ １６ ４ ４３．８３ ＳＫＰ２０３より古い。 

ＳＫＰ２０６ ＧＩ７５・７６ 楕円形 （４３） ３３ １６ ４３．７５ ＳＫＰ１０１・１２６より古い。 

ＳＫＰ２０７ ＧＨ７５、ＧＩ７５ 円形 ２９ ２５ １９ ４３．７６ ＳＫＰ１３４・１３５より新しい。 

ＳＫＰ２０８ ＧＮ１０２ 方形 ４０ ３６ ２６ ４３．３１ 

ＳＫＰ２１０ ＧＮ１０２ 楕円形 ３６ 

２０ 

１８ 

２９ １１ ４３．５５ 

（１１） １３ ４３．７３ 

４３．７３ （８） １１ 

ＳＫＰ２１３ ＧＩ７５ （円形） 

ＳＫＰ２１４ ＧＩ７５ （円形） 

ＳＫＰ１２９ ＧＨ７６ 楕円形 ２６ １８ ７ ４３．８０ 

ＳＫＰ１３０ ＧＨ７４、ＧＩ７４ 円形 ２０ １８ １０ ４３．７９ 

ＳＫＰ１３１ ＧＪ８５ 円形 ２４ ２３ ２１ ４３．６９ 

ＳＫＰ１３２ ＧＫ８５ 円形 ３２ ２９ ２７ ４３．６２ 

ＳＫＰ１３３ ＧＫ８４ 方形 ２０ １６ １５ ４３．６２ 

ＳＫＰ１３４ ＧＩ７５ 方形 ５５ ４８ ２２ ４３．６３ ＳＫＰ１３５・２０７より古い。 

ＳＫＰ１３５ ＧＨ７５、ＧＩ７５ 円形 ２３ （１５） １０ ４３．７４ ＳＫＰ１３４より新しく、ＳＫＰ２０７より古い。 

ＳＫＰ１３６ ＧＩ７７ 方形 ３０ ２７ １１ ４３．７２ 

ＳＫＰ１３７ ＧＩ７６ 円形 ２０ ２０ ８ ４３．７６ 

ＳＫＰ１３８ ＧＩ７６ （円形） （３０） （２９） １６ ４３．６６ ＳＸ１６９より新しい。 

ＳＫＰ１４１ ＧＪ８２ 楕円形 ３３ ２６ ２０ ４３．５８ 

ＳＫＰ１４２ ＧＩ７６ 円形 ３４ ３２ ４５ ４３．３６ 

ＳＫＰ１４５ ＧＪ８３ 方形 ３２ ３０ ２３ ４３．５０ 

ＳＫＰ１４６ ＧＪ８３ 不整楕円形 ３９ ３０ １５ ４３．５９ 

ＳＫＰ１４７ ＧＩ８１ 円形 ６１ ５８ ２０ ４３．５３ 

ＳＫＰ１４８ ＧＩ８０ 楕円形 ３９ ３０ １３ ４３．６３ 

ＳＫＰ１５０ ＧＪ８０ 方形 （５８） ４８ ３３ ４３．４１ ＳＡ１４９Ｐ２より古い。 

ＳＫＰ１５６ ＧＩ７９ 楕円形 ６８ ５１ ２９ ４３．５０ 

ＳＫＰ１６１ ＧＩ７９ 円形 ４９ ４９ ４９ ４３．２８ 

ＳＫＰ１６２ ＧＩ７９ 円形 ６３ ５６ ３１ ４３．４６ 

ＳＫＰ１６３ ＧＩ８０ 方形 ３１ ２９ １０ ４３．６７ 

第８表　２区柱穴様ピット計測一覧（２）



を含む。平面形は、長軸２．４３ｍ、短軸１．４７ｍの略楕円形である。確認面からの深さは０．１３ｍであ

る。壁は、北西側は急に立ち上がり、東側は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦である。本遺構に

伴う柱穴を３基検出した。柱穴の確認面からの深さは、０．１１～０．２１ｍである。出土遺物は、土師器

（坏破片１１点、甕破片１点）、須恵器（甕破片１点）である。柱穴内からの出土遺物はない。

ＳＸ１６９性格不明遺構（第４５図）

　ＧＩ７６グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。西側が調査区外にかかる。ＳＫＰ１３８・１６８と重

複し、本遺構が最も古い。平面形は略楕円形であると推定され、現状で長軸１．６１ｍ、短軸１．２２ｍで

ある。確認面からの深さは０．１８ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。出土

遺物はない。

⑧柱穴様ピット

　２区では、９８基の柱穴様ピットを検出した。その大部分は７４～８２ラインに位置している。西側調

査範囲外にある掘立柱建物の柱穴の可能性も考えられるが、現状では規則的な配列は認められない。

詳細を観察表にまとめた。出土遺物は、土師器（坏の破片、内面を黒色処理した坏の破片、甕の破

片）、須恵器（坏の破片、甕の破片）である。この詳細も表にまとめた。

第４章　調査の記録

―　　―７８

遺構番号 グリッド 
土師器 須恵器 

坏破片 坏内黒破片 台付坏 甕破片 坏破片 甕破片 
ＳＫＰ０３ ＧＯ１０６・１０７ ― ― ― １ ― ― 
ＳＫＰ２８ ＧＯ１０７ ― ― ― ― １ ― 
ＳＫＰ５４ ＧＰ１０７ １ ― ― ― ― ― 
ＳＫＰ５９ ＧＯ１０３ ２ ― ― １ ― ― 
ＳＫＰ１０１ ＧＩ７６ ４ ― ― ― ― １ 
ＳＫＰ１０５ ＧＨ７５ １３ ― ― ― ― ― 
ＳＫＰ１１０ ＧＨ７５ ８ １ ― ― ― ― 
ＳＫＰ１１２ ＧＨ７５ ２ ― ― ― ― ― 
ＳＫＰ１１４ ＧＨ７４ ― ― ― １ ― ― 
ＳＫＰ１１６ ＧＨ７５、ＧＩ７５ ２ ― ― ― ― ― 
ＳＫＰ１２２ ＧＨ７４ １ ― ― ― ― ― 
ＳＫＰ１２６ ＧＩ７５・７６ １０ １ ― ― ― ― 
ＳＫＰ１３４ ＧＩ７５ １３ ― ― ― １ ― 
ＳＫＰ１４７ ＧＩ８１ ３ ― １ １ ― ― 
ＳＫＰ１４８ ＧＩ８０ １ ― ― ― ― ― 
ＳＫＰ１５０ ＧＪ８０ ６ １ ― １ ― １ 
ＳＫＰ１５６ ＧＩ７９ １ １ ― １ ― ― 
ＳＫＰ１６６ ＧＪ７９ ３０ ― ― １ ― ― 
ＳＫＰ１６７ ＧＩ７８ ２ １ １ ― ― 
ＳＫＰ１６８ ＧＩ７６ ８ ― ― ― ― ― 
ＳＫＰ１７８ ＧＩ８０・８１ ３ ― ― ― ― ― 
ＳＫＰ１８９ ＧＪ８０ １１ ― ― ― ― ― 
ＳＫＰ１９５ ＧＯ１０６ ― ― ― １ ― ― 
ＳＫＰ１９８ ＧＯ１０６ ― ― ― １ ― ― 

第９表　２区柱穴様ピット遺物出土状況



（２）２区遺構外出土遺物

　２区の遺構外出土遺物は、縄文時代の土器や石器、平安時代の土師器・須恵器、近世以降の古銭・

陶磁器で、整理用コンテナで９箱分である。縄文時代の土器は、破片５１点である。縄文時代の石器

は石斧１点である。非ロクロの土師器は、坏の口縁部３点、網代痕のある甕の底部破片２点である。

ロクロの土師器は、坏５点（このうち墨書土器１点）、坏破片５，９５２点（このうち墨書土器の破片１４

点）、皿１点、堝の口縁部１点、甕破片１，７２２点、内面を黒色処理した坏１点、同坏破片５７点、同台

付坏２点、同台付坏の底部破片３点、同椀１点、である。須恵器は、坏４点（このうち墨書土器１

点）、坏破片１３２点（このうち墨書土器の破片１点）、甕破片２４４点、壺の底部１点、甕または壺の破

片６点である。第５表の分類項目に当てはめると掲載した土師器坏と須恵器坏は下記のようになる。

　第４６図３はロクロ土師器の坏ｂで、「上」と書かれた墨書土器である。

　第４６図４は、ロクロ土師器の坏ｃである。

　第４６図５・６は、ロクロ土師器の坏ｅである。

　第４６図７は、ロクロ土師器の坏ｋである。

　第４６図８は、ロクロ土師器の皿ｂである。

　第４７図２は、内面を黒色処理した土師器の台付坏ｂである。

　第４７図の６・７・８は、須恵器の坏ｅである。

　第４７図の９は、須恵器の坏ｆである。

　第４７図の１０は、台が欠損しているが、須恵器の台付坏である。
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１ 

２ 

３ 

４ 
５ 

６ 
７ 

８ 

９ 

０ １０ｃｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 特　　　　　徴 

１ 石製品 石斧 ２区ＧＪ８７　Ⅱ層 １２．１ ７．８ ２．８ 

２ 石製品 擦石 ２区ＧＨ７３　Ⅴ層 ９．３ ８．９ ４．９ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

３ 土師器 坏 ２区ＧＪ８７　Ⅱ層 １２．９ ５．４ ３．２ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

４ 土師器 坏 ２区ＧＫ８８　Ⅱ層 （１３．０） （６．６） ４．３ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

５ 土師器 坏 ２区ＧＪ８７　Ⅱ層 １３．６ ５．６ ５．２ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

６ 土師器 坏 ２区ＧＨ７３　Ⅲ・Ⅳ層 （１３．２） ５．９ ４．４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

７ 土師器 坏 ２区ＧＫ８７　Ⅱ層 ― ６．２ ４．０ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

８ 土師器 皿 ２区ＧＫ９０ （１３．３） ６．６ ２．０ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

９ 土師器 堝 ２区ＧＩ８１　Ⅲ層上面 （４２．３） ― ― 内外：ロクロ調整、炭化物付着 

第４６図　２区遺構外出土遺物（１）



第２節　検出遺構と遺物
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１ 

２ ３ 

４ 

５ 

６ 

７ ８ ９ 

１０ 
１１ 

０ １０ｃｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 土師器 坏 ２区ＧＧ７３  Ⅱ層 ― ４．５ ― 内外：ロクロ調整→ミガキ、内：黒色処理、外：ヘラケズリ、底：回転糸切り 

２ 土師器 台付坏 ２区ＧＧ７２ Ⅲ層、ＧＧ７３ Ⅱ層 （１５．２） （６．５） ６．５ 内外：ロクロ調整→ミガキ、内：黒色処理、底：回転糸切り 

３ 土師器 椀 ２区ＧＧ７３ Ⅲ層 ― （６．９） ― 内外：ロクロ調整→ミガキ、内：黒色処理、外：ヘラケズリ、底：ヘラケズリ 

４ 土師器 段皿 ２区ＧＫ８９ ― （７．８） （２．８） 内外：ロクロ調整→ミガキ→黒色処理、底：回転糸切り 

５ 土師器 台付坏 ２区ＧＧ７３ Ⅱ層 ― （６．３） ― 内外：ロクロ調整、内：ミガキ→黒色処理、底：放射状痕跡 

６ 須恵器 坏 ２区ＧＮ１０１ ＲＰ１ １３．２ ４．９ ４．７ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

７ 須恵器 坏 ２区ＧＮ１０１ Ⅱ層 １３．２ ５．７ ４．５ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

８ 須恵器 坏 ２区ＧＮ１０１ Ⅳ層 １３．４ ５．３ ４．５ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

９ 須恵器 坏 ２区ＧＮ１０１ Ⅱ・Ⅳ層 １３．１ ５．９ ４．２ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

１０ 須恵器 台付坏 ２区ＧＮ１０１ 地山漸移層 １４．４ ― ― 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨痕 

１１ 須恵器 壺 ２区ＧＧ７１ Ⅳ層 ― （１０．８） ― 内外：ロクロ調整、底：指頭圧痕 

第４７図　２区遺構外出土遺物（２）



　３　３区の検出遺構と遺物

（１）平安時代

①柱列

ＳＡ０７柱列（第４８図）

　ＫＣ８４・８５、ＫＤ８５グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。２間の柱列で、総長３．５０ｍ、柱間

距離は１．７５ｍ等間である。柱穴は径２５～３０　㎝の円形で、深さは両端のＰ１・Ｐ３がそれぞれ３２　㎝、

３８　㎝であるが、中央のＰ２は１８　㎝と浅い。Ｐ３がＳＫＰ９８を切っている。Ｐ１には径１８　㎝の柱痕

が見られる。方位はＮ－２９°－Ｗである。出土遺物は、土師器坏の破片（Ｐ３から４点）である。

ＳＡ２７柱列（第４８図）

　ＫＥ９１、ＫＦ９２グリッドのⅧ層（地山）で確認した。３間の柱列で、総長６．４０ｍ、柱間距離は北

から２．２５ｍ、２．１５ｍ、２．００ｍである。柱穴はＰ１・Ｐ２は一辺２５～３０　㎝の方形であるが、Ｐ３は

径３３　㎝の略円形、Ｐ４は長軸５０　㎝、短軸３６　㎝の略方形をなす。深さは２３～３０　㎝あり、いずれにも

径１５～２０　㎝の柱痕が確認される。Ｐ４は、ＳＫ０３を切り、ＳＤ０２に切られている。Ｐ１より北の

調査範囲外にも柱穴が存在する可能性があるが未確認である。方位はＮ－２１°－Ｗである。出土遺物

は、土師器坏の破片（Ｐ３から１点）である。

②土坑

ＳＫ０３土坑（第４９図、図版１２）

　ＫＥ９１グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＤ０２、ＳＡ２７Ｐ４と重複し、本遺構が最も古

い。覆土の１層は火山灰の層である。１１・１２層に石の混入が見られる。ＳＤ０２に南西側の上部が削

平されているため、平面形は略楕円形であると推定され、残存部で長軸２．５４ｍ、短軸１．８２ｍである。

確認面からの深さは０．５７ｍである。壁は底面から垂直に立ちあがり、確認面下０．１５ｍから緩やかに

立ち上がる。底面は中央部のやや東側が窪んでいる。出土遺物は、土師器（坏の底部１点、坏破片４

点、甕破片６点）、須恵器（坏破片２点、甕の口縁部から胴部１点、甕破片１３点）、斎串１点、桃の

種７２点（完全な形のもの４６点、破損しているもの２６点）である。斎串は、１０層と１２層の境目から

斜めに刺さった状態で出土した。斎串や多数の桃の種が出土したことから、本遺構は祭祀に用いられ

たものと考えられる。また、覆土の１層から十和田ａ火山灰が検出されたことから、９１５年以前のも

のと考えられる。

ＳＫ０６土坑（第５０図）

　ＫＥ９３グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の２層には石の混入が多くそ

の下は砂利層になっている。平面形は、長軸１．０３ｍ、短軸０．８７ｍの略楕円形である。確認面からの

深さは０．１９ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面には凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＫ３０土坑（第５０図）

　ＫＤ９１、ＫＥ９１グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＤ０２、ＳＫ３２と重複し、ＳＤ０２よ

り古く、ＳＫ３２より新しい。ＳＤ０２に南西側が削平されているため、平面形は略円形であると推定

され、残存部で長軸１．１７ｍ、短軸１．０７ｍである。確認面からの深さは０．２０ｍである。壁は、北東

側は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、東側に向かってやや傾斜する。出土遺物は、土

師器（坏破片３点）である。

第４章　調査の記録
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ＳＫ３２土坑（第５０図、図版１２）

　ＫＤ９１、ＫＥ９１グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＫ３０・３３と重複し、ＳＫ３０より古

く、ＳＫ３３より新しい。ＳＫ３０に南西側が削平されているため、平面形は楕円形と推定され、残存

部で長軸０．６６ｍ、短軸０．６１ｍである。確認面からの深さは０．１３ｍである。壁は緩やかに立ち上が

る。底面は平坦であり、確認面下７㎝ほどのところで段になっている。出土遺物はない。

第２節　検出遺構と遺物
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０ ２ｍ 

ＳＡ０７　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山粒・塊微量混入 
３　にぶい黄橙色土（１０ＹＲ６／３） 
　　しまり強　粘性強 
　　黒褐色土多量混入 

ＳＡ０７　Ｐ２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり中　粘性強 
　　地山粒微量混入 

ＳＡ０７　Ｐ３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　地山塊少量混入 
２　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　地山粒少量混入 
ＳＫＰ９８ 
３　にぶい黄橙色土（１０ＹＲ６／３） 
　　しまり強　粘性強 
　　黒褐色土多量混入 

ＳＡ２７　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒多量　地山粒少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒多量　地山粒多量混入 
３　灰黄色土（２.５Ｙ６／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　黒褐色土多量混入 
４　灰黄色土（２.５Ｙ６／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　火山灰粒少量　黒褐色土粒多量混入 

ＳＡ２７　Ｐ４ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　黒色土粒多量　地山粒少量混入 
２　暗灰黄色土（２.５Ｙ５／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　黒褐色土粒少量混入 

ＳＡ２７　Ｐ３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性中 
　　炭化物粒少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり中　粘性強 

ＳＡ２７　Ｐ２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒多量　地山粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒少量　地山塊多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 

ＳＡ０７ 

ＳＡ２７ 
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ＳＫ３３土坑（第５０図）

　ＫＤ９１、ＫＥ９１グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。ＳＫ３２と重複し、本遺構が古い。覆土

の１０層には焼土粒・塊が多量に混入するが、壁や底面に被熱痕はない。ＳＫ３２に南東側を削平され

ているため、平面形は略楕円形であると推定され、残存部で長軸０．８９ｍ、短軸０．６２ｍである。確認

面からの深さは０．０９ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物はない。

ＳＫ３４土坑（第５０図）

　ＫＥ９１グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の１層に焼土粒が多量に混入

するが、壁や底面には被熱痕はない。平面形は、長軸０．９２ｍ、短軸０．５８ｍの不整形である。確認面

からの深さは０．１０ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面には凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＫ３８土坑（第５０図）

　ＫＤ９２、ＫＥ９２グリッドのⅢ層上面で確認した。東側が調査区外にかかる。現状で重複はない。

平面形は楕円形であると推定され、現状で長軸２．０６ｍ、短軸０．５７ｍである。確認面からの深さは

０．１４～０．３０ｍである。壁は垂直に立ち上がり、その後緩やかに立ち上がる。底面は段がついたり窪

んだりして、凹凸になっている。出土遺物は、土師器（坏破片１点）である。

ＳＫ６５土坑（第５０図）

　ＫＨ１０３グリッドのⅦ層上面で確認した。ＳＫＰ６７と重複し、本遺構が新しい。現代の溝に東側

を削平されている。覆土の１層に火山灰が混入する。平面形は楕円形であると推定され、残存部で長

軸０．７０ｍ、短軸０．３１ｍである。確認面からの深さは０．１９ｍである。壁は急に立ち上がり、底面に

は凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＫ６８土坑（第５０図、図版１２）

　ＫＦ９６グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形は、長軸１．００ｍ、短軸０．５４

ｍの不整楕円形である。確認面からの深さは０．６１ｍである。壁は底面から確認面下２０　㎝まで垂直に

立ち上がる。さらに上部西側は垂直に立ち上がり、東側は緩やかに立ち上がる。底面は平坦であるが、

西側が窪んでいる。出土遺物は、土師器（破片１点）である。

ＳＫ６９土坑（第５０図）

　ＫＦ９６グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形は、長軸０．９２ｍ、短軸０．８３

ｍの略円形である。確認面からの深さは０．３９ｍである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦で

ある。出土遺物はない。

③溝跡

ＳＤ０１溝跡（第５２図、図版１２）

　ＫＨ１１０・１１１、ＫＩ１１０・１１１、ＫＪ１１１グリッドのⅣ層上面で確認した。東側と西側が調査区外

にかかり、東西方向に更に延びるものと推定される。現状で重複はない。覆土の３・４・６層に火山

灰が混入する。確認長３．５２ｍ、幅０．８５～１．２５ｍ、深さ０．２６～０．４４ｍである。壁は緩やかに立ち

上がり、底面はほぼ平坦である。出土遺物は、土師器（坏破片１２点、甕破片７点）、流木と思われる

木材４点である。

第４章　調査の記録

―　　―８４



第２節　検出遺構と遺物

―　　―８５

１０ｃｍ 

ＳＫ０３ 

ＳＫ０３遺物出土状況 

ＳＡ２７ 
Ｐ４ 

ＳＫ０３ 
１　にぶい黄橙灰色土（１０ＹＲ７／３）　火山灰層 
２　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり強　粘性強 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山粒多量混入 
４　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量混入 
５　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒少量　地山土多量混入 
６　黒色土（１０ＹＲ１.７／１）　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山塊多量混入 
７　灰オリーブ色土（５Ｙ６／２）　しまり弱　粘性強 
　　黒色土・褐灰色土多量混入　 
８　黒褐色土（２.５Ｙ３／１）　しまり弱　粘性強 
９　灰オリーブ色土（５Ｙ５／２）　しまり弱　粘性強 
　　褐灰色土多量混入 
１０　灰色土（５Ｙ４／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒少量　灰オリーブ色土粒多量　黒色土塊微量混入 
１１　オリーブ灰色土（２.５ＧＹ６／１）　しまり弱　粘性強 
　　黒色土多量混入 
１２　黒褐色土（２.５Ｙ３／２）　砂利層 
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第４章　調査の記録
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０ ２ｍ 

ＳＫ０６ 

ＳＫ３０ 

ＳＫ３３ 

ＳＫ３２ 
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４３
．５
００
ｍ
 

ＳＫ０６ 
１　灰黄褐色土（１０ＹＲ５／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
２　灰色土（５ＹＲ６／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　暗褐色土塊微量混入 

ＳＫ３０ 
１　にぶい黄橙色土（１０ＹＲ６／３）　しまり中　粘性中 
　　炭化物粒微量　褐灰色土塊少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒少量　地山塊多量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
４　褐灰色土（１０ＹＲ４／１）　しまり弱　粘性弱 
　　黒褐色土塊微量混入 
５　褐灰色土（１０ＹＲ６／１）　しまり弱　粘性強 
　　地山塊多量混入 
ＳＫ３２ 
６　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり強　粘性弱 
　　炭化物粒少量　地山粒微量混入 
７　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒少量　地山塊多量混入 
８　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強 
　　黒褐色土粒微量　地山粒少量混入 
９　暗褐色土（１０ＹＲ３／３）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　焼土粒多量　地山粒多量混入 
ＳＫ３３ 
１０　灰黄褐色土（１０ＹＲ５／２）　しまり強　粘性弱 
　　炭化物粒微量　焼土粒・塊多量混入 
１１　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／３）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量混入 

ＳＫ３４ 
１　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり弱　粘性中 
　　炭化物粒少量　焼土粒多量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒少量　焼土粒微量混入 
３　黄褐色土（２.５Ｙ５／４） 
　　しまり弱　粘性強 
　　黒色土塊微量混入 

ＳＫ３８ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性強 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
４　褐灰色土（１０ＹＲ４／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
５　褐灰色土（１０ＹＲ４／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山塊少量混入 
６　暗灰黄色土（２.５Ｙ５／２）　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　褐灰色土塊少量混入 

ＳＫ６５ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり強　粘性中 
　　火山灰粒少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり中　粘性中 
　　酸化鉄少量　白色粘土粒微量混入 
ＳＫＰ６７ 
３　黒褐色土（２.５Ｙ３／１） 
　　しまり中　粘性中 
　　炭化物粒少量　酸化鉄少量 
　　地山塊少量混入 

ＳＫ６８ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり中　粘性弱 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量 
　　地山粒微量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山塊多量混入 
３　暗灰黄色土（２.５Ｙ５／２） 
　　しまり弱　粘性強 
４　褐灰色土（１０ＹＲ４／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　灰色土微量混入 

ＳＫ６９ 
１　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり強　粘性強 
２　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり強　粘性強 
　　暗灰黄色土塊少量混入 
３　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性中 
　　にぶい黄色土少量混入 
４　にぶい黄色土（２.５Ｙ６／３）　しまり中　粘性中 
　　黒色土少量混入 
５　暗灰黄色土（２.５Ｙ５／２）　しまり中　粘性中 
　　にぶい黄色土少量混入　　　　　　　　　　　 
６　暗灰黄色土（２.５Ｙ５／２）　しまり中　粘性中 
　　灰オリーブ色土粒微量混入 
７　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性中 
　　灰オリーブ色土粒少量　にぶい黄色土粒微量混入 
８　灰オリーブ色土（７.５Ｙ５／２）　しまり弱　粘性中 
　　黒色土少量混入 
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ＳＤ０２溝跡（第５１図、図版１２）

　ＫＤ９０・９１、ＫＥ９１、ＫＦ９１グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。東側と西側が調査区外に

かかり、東西方向に更に延びるものと推定される。ＳＫ０３・３０、ＳＡ２７Ｐ４、ＳＫＰ７２と重複し、

ＳＫ０３・３０、ＳＡ２７Ｐ４より新しく、ＳＫＰ７２より古い。確認長６．５０ｍ、幅１．０１～１．３３ｍ、深

さ０．２０～０．２４ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。出土遺物は、土師器

（坏破片１５点、甕破片２点）、須恵器（坏１点、坏破片２点、甕破片４点）、砥石１点、曲物１点で

ある。第５表の分類項目に当てはめると、第５１図の１は須恵器の坏ｇである。

ＳＤ１３溝跡（第５２図）

　ＫＣ８４、ＫＤ８４グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。現代の溝に東側と西側が削平されてい

る。現状で重複はない。確認長１．７８ｍ、幅０．２６～０．２８ｍ、深さ０．０４～０．０７ｍである。壁は緩や

かに立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物はない。

ＳＤ１５溝跡（第５２図）

　ＪＲ６０、ＪＳ６０グリッドのⅣ層上面で確認した。現代の溝に東側が削平されており、西側は調査

区外にかかる。東には延びないが、西に更に延びるものと推定される。現状で重複はない。確認長

２．８１ｍ、幅０．４５～０．６１ｍ、深さ０．１０～０．１９ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦であ

る。出土遺物はない。

ＳＤ６２溝跡（第５２図）

　ＫＬ１２３グリッドのⅢ層上面で確認した。現代の溝に東側が削平されており、西側が調査区外にか

かる。現状で重複はない。確認長１．２５ｍ、幅０．７２～０．９５ｍ、深さ０．１７～０．２６ｍである。壁は緩

やかに立ち上がり、底面にはわずかに凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＤ６３溝跡（第５２図）

　ＫＨ１０７、ＫＩ１０７グリッドのⅥ層上面で確認した。東側と西側が調査区外にかかり、東西方向に

更に延びるものと推定される。現状で重複はない。確認長２．９１ｍ、幅０．５２～０．８６ｍ、深さ０．０６～

０．２６ｍである。壁は急に立ち上がり、底面には凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＤ８２溝跡（第５２図）

　ＪＲ６１、ＪＳ６１グリッドのⅣ層上面で確認した。東側と西側が調査区外にかかり、東西方向に更

に延びるものと推定される。現状で重複はない。確認長２．９４ｍ、幅０．７４～０．９４ｍ、深さ０．０７～

０．１８ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物はない。

ＳＤ８５溝跡（第５３図）

　ＪＳ６５、ＪＴ６５グリッドのⅣ層上面で確認した。北にＳＤ８６が隣接する。現代の溝に西側が削平

されている。現状で重複はない。確認長２．０２ｍ、幅０．５５～０．７３ｍ、深さ０．０８ｍである。壁は緩や

かに立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物はない。

ＳＤ８６溝跡（第５３図）

　ＪＴ６７グリッドのⅣ層上面で確認した。南にＳＤ８５、北にＳＤ８７が隣接する。現代の溝に西側が

削平されている。現状で重複はない。確認長１．８２ｍ、幅０．８２～１．０９ｍ、深さ０．０２～０．０７ｍであ

る。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物はない。

第２節　検出遺構と遺物

―　　―８７



第４章　調査の記録

―　　―８８

０ １０ｃｍ 

４３．６００ｍ 

ＳＤ０２ 

調査区外 

１ 

１ 

２ 

３ 

０ ２０ｃｍ 

０ ２ｍ 

ＳＤ０２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　地山粒少量混入 

攪乱 

攪乱 

ＳＫ３０ 

ＳＫ０３ 

攪乱 

攪乱 

調査区外 

ＳＡ７２ Ｐ４ 

ＳＫＰ７３ 

ＳＫＰ７２ 

番号 
１ 

種別 
須恵器 

器種 
坏 

調査区･遺構 
３区ＳＤ０２ 

口径（ｃｍ） 
１３．７ 

底径（ｃｍ） 
６．０ 

器高（ｃｍ） 
４．３ 

特　　　　　徴 
内外:ロクロ調整､底:回転糸切り 

番号 
２ 
３ 

種別 
木製品 
石製品 

器種 
曲物 
砥石 

調査区･遺構 
３区ＳＤ０２　ＲＷ１ 
３区ＳＤ０２ 

最大長（ｃｍ） 
― 
７.６ 

最大幅（ｃｍ） 
― 
６.７ 

最大厚（ｃｍ） 
０．４ 
３.６ 

特　　　　　徴 

第５１図　３区ＳＤ０２と出土遺物
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　　黒褐色土少量　黄灰色土少量混入 
２　黄灰色土（２.５Ｙ４／１） 
　　しまり中　粘性中 
　　地山粒少量混入 
 

ＳＤ６３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性弱 
　　火山灰粒微量混入 

ＳＤ８２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり弱　粘性中 
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第５２図　３区ＳＤ０１・１３・１５・６２・６３・８２



ＳＤ８７溝跡（第５３図）

　ＪＴ６８・６９グリッドのⅣ層上面で確認した。南にＳＤ８６が隣接する。東側と西側が調査区外にか

かり、現代の溝に西側が削平されている。現状で重複はない。確認長３．２６ｍ、幅０．８８～０．９３ｍ、

深さ０．０２～０．０５ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物はない。

ＳＤ９３溝跡（第５３図、図版１２）

　ＫＤ８８・８９グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。重複はない。長さ４．５７ｍ、幅０．６２～１．０７

ｍ、深さ０．０４～０．４１ｍである。壁はやや急に立ち上がり、底面は中央部から北側が窪んでおり、段

になっている各底面は平坦である。出土遺物はない。
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第５３図　３区ＳＤ８５・８６・８７・９３



④水田跡

北側水田跡（第８・５４・５５図、図版１１）

　１１３ライン以北の調査区北側のⅣ層上面で確認した。Ⅳ層が水田耕作土になり、火山灰が含有する。

２区で検出された水田跡と同様に十和田ａ火山灰降下後に耕作されていた水田跡と考えられる。第

５４・５５図の断面図は、調査区西側の基本土層断面図（１１３ラインから１２６ライン）である。北側水田

跡では、ＫＫ１１７グリッドで畦畔Ａ、ＫＪ１１３グリッドで畦畔Ｂを検出した。これらの畦畔は、Ⅳ層

そのものが畦畔になっていることから、耕作土であるⅣ層を盛り上げて作られたものと考えられる。

畦畔の上部は後世の耕作等により削平されており、西側でわずかに残っているだけで、東側では確認

できなかった。畦畔ＡとＢの間は約１５ｍあり、この間に畦畔が存在しないとすれば、６区で検出さ

れた水田跡と同程度の規模の水田跡と考えられる。３区は調査区の東西幅が６ｍしかなく、更に東西

両側が現代の溝で攪乱を受けているため、平面的には検出できなかった。出土遺物はない。

南側水田跡（第８・５６・５７・５８図、図版１０・１１）

　７８ライン以南の調査区南側に位置し、Ⅳ層上面で確認した。Ⅳ層が水田耕作土になり、火山灰が含

有する。２区や３区北側で検出された水田跡と同様に十和田ａ火山灰降下後に耕作されていた水田跡

と考えられる。第５６～５８図の断面図は、調査区東側の基本土層断面図（８１ラインから５８ライン）

である。南側水田跡では、ＫＡ７３・７４グリッドで畦畔Ｃ、ＪＴ７０・７１、ＫＡ７０・７１グリッドで畦畔

Ｄを検出した。畦畔のＣは火山灰の塊を含有し、台形状をしている。畦畔Ｄは、畦畔Ａ・Ｂと同じよ

うにⅣ層そのものが畦畔になっており、畦畔Ａ～Ｃより幅がある。また、ＪＴ６７グリッドで畦畔と

思われる畦畔Ｅを検出した。この畦畔ＥはＳＤ８６の東側へ延びる部分と一致するが、断面ではＳＤ

８６を確認することができなかったため、畦畔Ｅと共に削平されたものと考えられる。出土遺物はない。

中央部水田跡（第５９図）

　９３～９８ラインの調査区中央部のⅣ層下面で確認した。Ⅳ層と覆土には火山灰が含有する。北端は

谷地にかかっており、北側の範囲がはっきりしない。現代の農道の北側と南側に検出された水田跡は

同一のものと考えることができる。農道の北側の水田跡は断面でも確認できたが、農道の南側の水田

跡はⅧ層（地山）上面まで攪乱を受けており、断面では確認できなかった。農道の南側の水田跡の深

さは、最大０．０６ｍである。出土遺物はない。
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第５４図　３区北側水田跡断面図（１）



第２節　検出遺構と遺物
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３区南側水田跡断面図 
Ⅰａ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性弱　砂利多量混入 
Ⅰｂ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性弱　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山塊多量混入 
Ⅱ　層：黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり強　粘性弱　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
Ⅲ　層：黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり強　粘性中　酸化鉄少量混入 
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Ⅷ　層：暗灰黄色土（２．５Ｙ５／２）　しまり強　粘性中　地山 
 
 

第５５図　３区北側水田跡断面図（２）
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⑤性格不明遺構

ＳＸ６４性格不明遺構（第５９図）

　ＫＨ１０４～１０６グリッドのⅧ層（地山）上面で確認した。東側が調査区外にかかり、現代の溝に西

側の一部が削平されている。現状で重複はない。略楕円形であると推定され、現状で長軸７．５２ｍ、

短軸１．５０ｍ、深さ０．０４～０．２４ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面には凹凸がある。水田跡

の可能性も考えられる。出土遺物はない。

ＳＸ６６性格不明遺構（第５９図）

　ＫＩ１０７グリッドのⅥ層上面で確認した。現代の溝に東側が削平されており、現状で重複はない。

平面形は、南北方向２．２０ｍ、東西方向０．６４ｍ、深さ０．０６ｍで三角形をしている。壁は緩やかに立

ち上がり、底面はほぼ平坦であるが、南側と北側でわずかに窪んでいる。出土遺物はない。
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第５８図　３区南側水田跡断面図（３）
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ＳＸ６４ 
１　灰色土（７.５Ｙ５／１）　しまり中　粘性中　酸化鉄多量　地山塊多量混入 

ＳＸ６６ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり強　粘性中 
　　酸化鉄少量　黒褐色土少量混入 
 

１　黄灰色土（２．５Ｙ４／１）　しまり強　粘性中　火山灰粒・塊　酸化鉄微量混入 
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第５９図　３区中央部水田跡、ＳＸ６４・６６
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遺構番号 グリッド 平面形 （㎝） 
長軸 

（㎝） 
短軸 

（㎝） 
深さ 

（ｍ） 
底面標高 新旧関係 

ＳＫＰ１０ ＫＤ８４ 楕円形 ２７ ２０ １８ ４３．２４ 
ＳＫＰ１１ ＫＣ８３ 円形 １９ １９ １５ ４３．２６ ＳＫＰ１２より古い。 
ＳＫＰ１２ ＫＣ８３ 円形 ２２ ２１ １５ ４３．２５ ＳＫＰ１１より新しい。 
ＳＫＰ１６ ＫＣ８５ 楕円形 ２２ １７ １６ ４３．２０ 
ＳＫＰ１７ ＫＤ８６ 円形 ４１ ３５ ３２ ４３．１５ 
ＳＫＰ１８ ＫＥ８８ 楕円形 ３１ ２７ ３１ ４３．０４ 
ＳＫＰ１９ ＫＤ９９、ＫＥ８９ 楕円形 ２９ ２５ ４０ ４３．０５ 
ＳＫＰ２０ ＫＤ８８ 楕円形 ３４ ２６ ２４ ４３．１１ 
ＳＫＰ２２ ＫＥ９０ 方形 １９ １６ ２９ ４３．０５ 
ＳＫＰ２３ ＫＤ８４ 方形 ３０ ２２ １６ ４３．２３ 
ＳＫＰ２４ ＫＤ８４ 方形 ２９ ２４ １９ ４３．１７ 
ＳＫＰ２５ ＫＣ８６ 楕円形 ２０ １５ ２２ ４３．１３ 
ＳＫＰ２６ ＫＤ８６ 方形 ２８ ２６ ２４ ４３．１６ 
ＳＫＰ２９ ＫＥ９２ 方形 ２７ １８ ２３ ４３．０３ 
ＳＫＰ３９ ＫＥ９０ 方形 ５１ ４９ ２７ ４３．０８ 
ＳＫＰ４０ ＫＥ９０ 楕円形 ３０ ２４ ２８ ４３．０２ 
ＳＫＰ４２ ＫＥ９２・９３ （楕円形） （５２） （３４） ２８ ４２．９６ 
ＳＫＰ４３ ＫＥ８８ 不整楕円形 ４６ ３４ ２６ ４３．０５ 
ＳＫＰ４４ ＫＦ９３ 楕円形 ２２ １８ ８ ４３．１１ 
ＳＫＰ４５ ＫＥ９０ 方形 ４９ ３２ １９ ４３．１１ 
ＳＫＰ４６ ＫＥ９１・９２ 方形 ２７ ２６ ２２ ４３．０７ 
ＳＫＰ４７ ＫＥ９２ 楕円形 ２６ １８ １５ ４３．２０ 
ＳＫＰ４８ ＫＥ９２ 方形 ３３ ２１ １８ ４３．０７ 
ＳＫＰ４９ ＫＤ９０ 方形 ２２ １８ １６ ４３．２２ 
ＳＫＰ５０ ＫＤ８８ 円形 ５３ ４８ ２７ ４３．０４ 
ＳＫＰ５１ ＫＤ８８ 楕円形 ２６ ２０ ９ ４３．２２ 
ＳＫＰ５２ ＫＤ８７、ＫＥ８７ 方形 ２４ ２４ １２ ４３．３４ 
ＳＫＰ５３ ＫＤ８３ 楕円形 ２８ ２０ １７ ４３．２０ ＳＫＰ５４より新しい。 
ＳＫＰ５４ ＫＤ８３ （方形） １９ ９ １１ ４３．２６ ＳＫＰ５３より古い。 
ＳＫＰ５５ ＫＤ８４ 方形 ２６ （２０） ２９ ４３．０９ ＳＫＰ９５より新しい。 
ＳＫＰ５６ ＫＣ８４ 楕円形 ３９ ２０ １２ ４３．２１ 
ＳＫＰ５８ ＫＤ８７ 楕円形 ２２ １８ １２ ４３．２２ 
ＳＫＰ５９ ＫＣ８３ 楕円形 ３３ ２６ ５ ４３．２６ 
ＳＫＰ６１ ＫＦ９３ 楕円形 ２０ １４ ２４ ４２．９７ 
ＳＫＰ６７ ＫＨ１０３ 方形 ２０ ２０ １５ ４２．９２ ＳＫ６５より古い。 
ＳＫＰ７２ ＫＥ９１ 楕円形 ３５ ２５ ２３ ４３．０９ 
ＳＫＰ７３ ＫＥ９１ 方形 ２７ ２２ ２５ ４３．１０ 
ＳＫＰ７４ ＫＥ９０ 略円形 ２７ ２２ ２５ ４３．０８ 
ＳＫＰ７５ ＫＥ９０ 円形 ２４ ２１ ７ ４３．１７ 
ＳＫＰ７６ ＫＤ９０ 方形 １８ １６ １３ ４３．２６ 
ＳＫＰ７７ ＫＤ８９ 方形 ２３ ２１ １１ ４３．１９ 
ＳＫＰ７８ ＫＤ８９ 不整楕円形 ６４ ３６ １７ ４３．１８ 
ＳＫＰ７９ ＫＤ８９ 円形 ２８ ２６ １３ ４３．２２ 
ＳＫＰ８９ ＫＣ８１ 方形 １５ １５ ２３ ４３．２１ 
ＳＫＰ９０ ＫＣ８１ 方形 ２０ １４ ２４ ４３．２０ 
ＳＫＰ９１ ＫＦ９３ 楕円形 ３０ １９ ２７ ４２．９５ 
ＳＫＰ９２ ＫＤ８３ 方形 ２６ ２５ １３ ４３．２３ 
ＳＫＰ９４ ＫＤ８４ 楕円形 ２８ ２０ １３ ４３．２５ 
ＳＫＰ９５ ＫＤ８４ 円形 ２５ ２４ ８ ４３．２５ ＳＫＰ５５より古い。 
ＳＫＰ９６ ＫＤ８８・８９ 方形 ３４ ２８ １４ ４３．２２ 
ＳＫＰ９７ ＫＤ８６ 方形 ２６ １８ ２４ ４３．１４ 
ＳＫＰ９８ ＫＣ８５ （楕円形） ２７ （２０） ７ ４３．３８ ＳＡ０７Ｐ３より古い。 
ＳＫＰ９９ ＫＤ８６ 楕円形 ３３ ２６ １８ ４３．２３ 
ＳＫＰ１００ ＫＣ８４ 楕円形 ３６ ２１ １８ ４３．１５ 
ＳＫＰ１０１ ＫＥ９３ 方形 ５４ ３８ ２１ ４３．０１ 
ＳＫＰ１０２ ＫＦ９３ 楕円形 ３８ ２７ ２６ ４２．９３ 

第１０表　３区柱穴様ピット計測一覧



⑥柱穴様ピット

　３区では、５６基の柱穴様ピットを検出した。その大部分が８１～９１ラインに集中している。詳細を

観察表にまとめた。ＳＡ０７・２７の柱列以外は、規則的な配列は認められず、柱痕も確認できなかっ

た。出土遺物は、土師器坏の破片（ＳＫＰ１７から９点、ＳＫＰ５５から１点）、土師器甕の破片（Ｓ

ＫＰ１２から２点、ＳＫＰ５５から１点）、須恵器坏の破片（ＳＫＰ５５から１点）である。

（２）遺構外出土遺物

　　３区の遺構外出土遺物は、縄文時代の土器、平安時代の土師器・須恵器、近世以降の古銭・陶磁

器で、整理用コンテナで５箱分である。縄文時代の土器は、破片１９点である。非ロクロの土師器は、

網代痕のある甕の底部１点である。ロクロの土師器は、坏破片３２８点、台付坏破片２点、甕破片

１，２５１点、内面を黒色処理した坏破片１７点、同台付坏の底部破片２点である。須恵器は、坏破片７８

点（このうち墨書土器の破片１点）、蓋の破片２点、甕破片８９点、壺の破片１点である。
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０ １０ｃｍ 

１ ２ 

番号 
１ 
２ 

種別 
土師器 
須恵器 

器種 
甕 
壺 

調査区・遺構 
３区ＫＤ９１･ＫＥ９２排土中 
３区ＫＫ１１８ 

口径（ｃｍ） 
― 
― 

底径（ｃｍ） 
（１１．９） 
（１２．５） 

器高（ｃｍ） 
― 
― 

特　　　　　徴 
内:ナデ､外:ヘラケズリ､底:網代痕 
内:カキメ､外:ロクロ調整 

第６０図　３区遺構外出土遺物



　４　４区の検出遺構と遺物

（１）江戸時代

①塚

　館野遺跡である４区の現況は、神社跡地である。また、調査前の状況は、杉林になっていたため、

原因者による杉林の伐採が終了してから、調査を開始した。抜根作業は、人力で行った。表土には、

参道に用いられた敷石やごみなどがあったため、昭和時代の盛土を全て除去しながら調査を進めた。

結果、調査区東側で江戸時代の塚１基を検出した。塚の北側は、昭和時代の攪乱や木の根による破壊

を受けていたため、比較的保存状態が良好な南側半分を残し、半截した。雄物川町郷土資料館が所蔵

する「文久二年薄井村絵図」には、館野遺跡と思われる神社が描かれており、江戸時代の文久二年に

は、既に存在していたものと考えられる。

ＳＹ０１塚（第６１図、図版１３・１４）

　ＭＣ８２～８５、ＭＤ８２～８５、ＭＥ８２～８５、ＭＦ８２～８４　グリッドで確認した。基底部は、直径約１０ｍ、

高さ約１．４ｍである。塚の頂上部分の東側の一部分は、神社を造る際に削りとられている。塚の盛土

には、地山土が混入していることから、周溝を造った際に出た土を利用し塚を造っていることがわかっ

た。盛土下には、塚を造った当時の表土（２９・３２・３３層）が堆積しており、人為的な掘り込みなどの

施設は確認できなかった。

　また、この塚は、西北西側に開口部のある周溝を伴い、その規模は、外周径約１３．１～１４．０ｍ、内

周径約９．５～１０．５ｍ、幅約１．４～２．２ｍ、深さ約０．２～０．３ｍである。この周溝からは、神社を建

てる際の建築部材と思われる木材が多量に出土した。

　塚の１６層からは銭貨「寛永通寳」が１点出土し、周溝からは近世以降の擂鉢の破片が１点出土し

ている。このことから、この塚は、江戸時代に神社を建てる際に構築されたものと考えられる。

（２）遺構外出土遺物

　４区の遺構外出土遺物は、平安時代の土師器と須恵器、江戸時代以降の銭貨と陶器である。土師器

は、坏の破片３点、内面を黒色処理した坏の破片１点、甕の破片１３点が出土した。須恵器は、坏の

破片４点、壺の底部１点、甕または壺の破片６点が出土した。この内、第６１図に壺の底部１点を図

化した。銭貨は、「寛永通寳」が２点出土した。陶器は、擂鉢・皿・茶碗などの破片８点が出土した。

第４章　調査の記録
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１５ １７ ２９ ３２ ３３ ２６ ２５ ２４ ２５ ３２ １８ ３０ ３１ 

番号 
１ 

種別 
須恵器 

器種 
壺 

調査区･遺構 
４区ＭＦ８３　２層 

口径（ｃｍ） 
― 

底径（ｃｍ） 
（１１.１） 

器高（ｃｍ） 
― 

特　　　　　徴 
内外:ロクロ調整 

 
しまり弱　粘性弱　腐植土　木の根・植物根多量混入 
しまり強　粘性弱　地山との混合土　酸化鉄を微量に含んだ地山との混合土　昭和時代の盛土 
しまり強　粘性弱　木の根少量混入　昭和時代の盛土 
しまり強　粘性弱　酸化鉄少量　木の根少量　黒色土との混合土　昭和時代の盛土 
しまり強　粘性弱　木の根少量　昭和時代の盛土  
しまり強　粘性弱　酸化鉄微量混入　灰黄褐色土との混合土　昭和時代の盛土 
しまり強　粘性弱　酸化鉄多量　木の根少量混入　昭和時代の盛土 
しまり強　粘性弱　酸化鉄微量　木の根少量混入　黒色土との混合土　昭和時代の盛土 
しまり強　粘性弱　木の根少量　地山塊径１０～３０㎜微量混入  
しまり強　粘性弱　木の根少量混入 
しまり強　粘性弱　酸化鉄微量　木の根微量混入 
しまり強　粘性弱　酸化鉄少量　木の根少量　にぶい黄褐色土径５０㎜混入 
しまり強　粘性強　酸化鉄少量　木の根微量混入 
しまり強　粘性強　酸化鉄微量混入 
しまり強　粘性強　酸化鉄微量混入　木の根微量混入 
しまり強　粘性弱　酸化鉄微量　木の根少量　地山塊径１０～２０㎜微量混入 
しまり強　粘性弱　酸化鉄微量混入　黒色土・黒褐色土との混合土    
しまり強　粘性弱　炭化物粒微量　酸化鉄粒径３～１０㎜少量　木の根少量混入　黒褐色土・にぶい黄褐色土との混合土 
しまり強　粘性弱　酸化鉄少量混入　黒色土・灰黄褐色土との混合土塊径１００～２００㎜混入 
しまり強　粘性弱　木の根微量　酸化鉄少量混入　灰黄褐色土・にぶい黄褐色土・黒褐色土との混合土 
しまり強　粘性弱　木の根少量　酸化鉄少量混入 
しまり強　粘性弱　木の根微量　酸化鉄少量混入　黒色土・黒褐色土との混合土 
しまり強　粘性弱　酸化鉄微量混入　黒褐色土との混合土 
しまり強　粘性弱　炭化物粒径１～５㎜微量　酸化鉄微量　木の根微量　地山塊径２０～１００㎜微量混入 
しまり強　粘性弱　酸化鉄微量　木の根少量混入 
しまり強　粘性弱　酸化鉄微量　木の根微量混入 
しまり強　粘性弱　酸化鉄微量　木の根少量混入　黒褐色土・褐灰色土との混合土 
しまり強　粘性弱　酸化鉄微量　木の根少量混入 
しまり強　粘性弱　酸化鉄微量　木の根微量混入 
しまり強　粘性強　酸化鉄微量　木の根微量混入 
しまり強　粘性強　酸化鉄少量　木の根少量混入 
しまり強　粘性強　酸化鉄微量　下部に行く程黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
しまり強　粘性強　酸化鉄多量混入  
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第６１図　４区ＳＹ０１と遺構外出土遺物



　５　５区の検出遺構と遺物

（１）縄文時代

①土坑

ＳＫ２１土坑（第６２図）

　ＬＯ８２、ＬＰ８２グリッドのⅥ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の１層には火山灰が

混入する。１～２層は平安時代、４～７層は縄文時代の堆積土と思われる。平面形は、長軸２．０６ｍ、

短軸２．０２ｍの略円形である。確認面からの深さは０．４８ｍである。　壁は緩やかに立ち上がり、底面

はほぼ平坦である。出土遺物は、縄文土器（深鉢の底部２点、破片１３点）である。１層で十和田ａ

火山灰が認められたが、遺構の底部より縄文土器が出土したため縄文時代の土坑と考えられる。

（２）平安時代

①柱列

ＳＡ２２柱列（第６２図、図版１５・１６）

　ＬＭ７８、ＬＮ７９グリッドのⅥ層（地山）上面で確認した。２間の柱列である。総長２．９０ｍで、柱

間距離は北から１．６０ｍ、１．３０ｍである。柱穴は一辺約３０　㎝の方形で、深さ１７～２２　㎝である。Ｐ１

から径１５　㎝、Ｐ２から径１７　㎝の柱材が出土した。方位はＮ－３６°－Ｗである。東側調査範囲外にあ

る掘立柱建物の西側柱列である可能性がある。

②土坑

ＳＫ０２土坑（第６３図、図版１６）

　ＬＰ８５グリッドのⅥ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の１・２層には火山灰が混入

する。平面形は、長軸１．１６ｍ、短軸０．７２ｍの不整形である。確認面からの深さは０．４２ｍである。

壁は南側を除いて緩やかに立ち上がり、南側は急に立ち上がる。底面には凹凸があり、東側に段をも

つ。出土遺物はない。

ＳＫ０３土坑（第６３図、図版１６）

　ＬＯ８３・８４グリッドのⅥ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の２層は、厚さ２～３　㎝

の炭化物の層である。平面形は、長軸１．３２ｍ、短軸１．２２ｍの方形である。確認面からの深さは０．２２

ｍである。壁は急に立ち上がり、底面には凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＫ０４土坑（第６３図、図版１６）

　ＬＯ８３、ＬＰ８３グリッドのⅥ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の２・４層は、厚さ

２～５㎝の炭化物の層である。１層上面には焼土の広がりが認められた。平面形は、長軸１．２５ｍ、

短軸１．１８ｍの略円形である。確認面からの深さは０．３４ｍである。壁は急に立ち上がる。底面には凹

凸があり、北側と東側に段をもつ。出土遺物はない。

ＳＫ１０土坑（第６３図）

　ＬＯ８４、ＬＰ８４グリッドのⅥ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形は、長軸０．４６ｍ、

短軸０．４２ｍの楕円形である。確認面からの深さは０．１６ｍである。壁はやや急に立ち上がり、底面は

平坦である。出土遺物はない。

第４章　調査の記録

―　　―１０２



第２節　検出遺構と遺物

―　　―１０３

ＳＫ２１ 

Ｂ
'

Ｂ
 

Ｂ
'

Ｂ
 

０ ２０ｃｍ 

０ １０ｃｍ 

ＳＫ２１ 
１　黒色土（１０ＹＲ１．７／１）　しまり強　粘性弱 
    　火山灰粒多量　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
２　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり弱　粘性強 
　　地山粒微量混入 
３　褐灰色土（１０ＹＲ４／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄多量　地山粒少量混入 
４　灰黄褐色土（１０ＹＲ６／２）　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄多量　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）多量混入 
５　褐灰色土（１０ＹＲ４／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄多量　地山粒多量混入 
６　褐灰色土（１０ＹＲ４／１）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量　地山塊多量混入 
７　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強 
　　暗灰黄色土微量　地山粒微量混入 

ＳＡ２２　Ｐ１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒少量　酸化鉄微量　地山粒少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒少量　酸化鉄微量　地山粒多量混入 
 
ＳＡ２２　Ｐ２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒少量　酸化鉄微量　地山粒少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒少量　酸化鉄微量　地山粒多量混入 
 
ＳＡ２２　Ｐ３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒径少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒少量　酸化鉄微量　地山粒多量混入 
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番号 
１ 
２ 

種別 
縄文土器 
縄文土器 

器種 
深鉢 
深鉢 

調査区･遺構 
５区ＳＸ２０･ＳＫ２１ 
５区ＳＫ２１ 

口径（ｃｍ） 
― 
― 

底径（ｃｍ） 
６.７ 
７.８ 

器高（ｃｍ） 
― 
― 

特　　　　　徴 

番号 
３ 
４ 

種別 
木製品 
木製品 

器種 
柱材 
柱材 

調査区･遺構 
５区ＳＡ２２　Ｐ２ 
５区ＳＡ２２　Ｐ１ 

長さ（ｃｍ） 
２５.７ 
２０.５ 

直径（ｃｍ） 
１２.１～１５.３ 
１２.６～１７.１ 

特　　　　　徴 
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第６２図　５区ＳＫ２１、ＳＡ２２と出土遺物



ＳＫ１９土坑（第６３図）

　ＬＮ８１グリッドのⅥ層（地山）上面で確認した。重複はない。覆土の１層は焼土、３層は厚さ５

㎝の炭化物の層である。平面形は、長軸１．２８ｍ、短軸１．０８ｍの略円形である。確認面からの深さは

０．０６ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物はない。

ＳＫ３１土坑（第６３図）

　ＬＯ８４グリッドのⅥ層（地山）上面で確認した。ＳＫＰ１３と重複し、本遺構が古い。平面形は、

長軸０．５８ｍ、短軸０．５２ｍの不整形である。確認面からの深さは、０．１４ｍである。壁はやや急に立ち

上がり、底面には凹凸がある。出土遺物はない。

第４章　調査の記録

―　　―１０４
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１ 

ＳＫ０２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　火山灰粒微量　炭化物粒微量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり強　粘性中 
　　火山灰粒微量　炭化物粒微量 
　　酸化鉄微量混入 
３　暗灰黄色土（２.５Ｙ４／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量混入 
４　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２） 
　　しまり弱　粘性強 

ＳＫ０３ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり強　粘性強 
　　炭化物少量　地山粒微量混入 
２　炭化物層 
３　にぶい黄橙色土（１０ＹＲ６／４）　しまり弱　粘性中 
４　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性弱 
　　地山塊多量混入 

ＳＫ０４ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山粒微量混入 
２　炭化物層 
３　にぶい黄橙色土（１０ＹＲ６／４）　しまり弱　粘性中 
４　炭化物層 
５　灰黄褐色土（１０ＹＲ６／２）　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　黒褐色土多量　地山塊多量混入 

ＳＫ１０ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山粒多量混入 
２　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４／３） 
　　しまり強　粘性弱 
　　炭化物粒微量　地山粒微量混入 

ＳＫ１９ 
１　焼土 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒多量　焼土粒微量 
　　地山粒多量混入 
３　炭化物層 

ＳＫＰ１３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性強 
ＳＫ３１ 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　地山粒微量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山粒多量混入 
４　灰黄褐色土（１０ＹＲ５／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量　地山塊多量混入 
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第６３図　５区ＳＫ０２・０３・０４・１０・１９・３１



③溝跡

ＳＤ０５溝跡（第６４図、図版１５）

　ＬＬ７３・７４、ＬＭ７３～７７、ＬＮ７６～７９、ＬＯ７９～８１、ＬＰ８０～８４グリッドのⅥ層（地山）

上面で確認した。南東端・北西端は調査区外にかかり、南東から北西に延びる。重複はない。確認長

５７．５０ｍ、幅０．７０～１．００ｍ、深さ０．１４～０．２４ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平

坦である。出土遺物は、縄文土器（破片１点）、土師器（坏破片１点、甕破片１３点）、須恵器（坏破

片１点）である。

ＳＤ０６溝跡（第６４図、図版１５）

　ＬＫ６９、ＬＬ６９～７２、ＬＭ７１～７５、ＬＮ７４～７８、ＬＯ７６～７９グリッドのⅥ層（地山）上面

で確認した。南東端・北西端は調査区外にかかり、南東から北西に延びる。重複はない。確認長４４．９２

ｍ、幅約１．６４～３．３２ｍ、深さ０．４２～０．８４ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面には若干凹凸

があるがほぼ平坦である。北西端が部分的に窪んでいる。出土遺物は、縄文土器（破片１２点）、縄文

時代の石器（掻器２点、剥片２点）、土師器（坏破片７点、甕破片５６点）、須恵器（坏破片８点）で

ある。

ＳＤ０７溝跡（第６４図、図版１５）

　ＬＫ６６～６８、ＬＬ６８～７１、ＬＭ７０～７３、ＬＮ７３～７５グリッドのⅥ層（地山）上面で確認し

た。南東端・北西端は調査区外にかかり、南東から北西に延びる。重複はない。確認長３８．８７ｍ、幅

０．５８～０．９４ｍ、深さは０．１５～０．２２ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は若干凹凸があるが

ほぼ平坦である。出土遺物はない。

ＳＤ０８溝跡（第６４図、図版１５）

　ＬＪ６３・６４、ＬＫ６４～６７、ＬＬ６６～７０、ＬＭ６９～７１、ＬＮ７１グリッドのⅥ層（上面）で確認

した。南東端・北西端は調査区外にかかり、南東から北西に延びる。重複はない。確認長３３．５４ｍ、

幅０．８６～２．０４ｍ、深さ０．１４～０．２２ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は若干凹凸があるが

ほぼ平坦である。出土遺物はない。

④性格不明遺構

ＳＸ０１性格不明遺構（第６５図、図版１６）

　ＬＰ８６、ＬＰ８７、ＬＱ８６、ＬＱ８７グリッドのⅥ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形

は、長軸４．５４ｍ、短軸１．０２ｍの細長い隅丸長方形である。確認面からの深さは０．５０ｍである。壁

は緩やかに立ち上がり、底面には凹凸がある。出土遺物は、木片（１点）である。１層下面から打ち

込まれた形で出土した。

ＳＸ２０性格不明遺構（第６５図、図版１６）

　ＬＮ８２、ＬＯ８２グリッドのⅥ層（地山）上面で確認した。平面形は、長軸約３．１８ｍ、短軸約１．２２

ｍの不整形である。確認面から底面の深さは０．２６ｍである。壁は、北側は急に立ち上がり、南側は

緩やかに立ち上がる。底面には凹凸があり、東側が窪んでいる。出土遺物は、縄文土器（底部～胴部

１点、底部１点、破片５７点）、土師器（破片３点）である。遺構内から土師器が出土したことで平安

時代のものと思われるが、縄文時代の遺構であった可能性もある。

第２節　検出遺構と遺物

―　　―１０５



第４章　調査の記録

―　　―１０６

ＳＤ０５ ＳＤ０６ ＳＤ０７ ＳＤ０８ 

０ ２ｍ 

０ １０ｍ 

４３．４００m

４３．６００m

４３．５００m

Ｂ Ｂ'

ＳＤ０５ 
１　褐灰色土（１０ＹＲ４／１） 
　　しまり中　粘性弱 
　　酸化鉄多量　地山塊少量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ６／２） 
　　しまり弱　粘性中 
　　 酸化鉄多量混入 

ＳＤ０６ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性中 
　　酸化鉄多量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強 
３　砂層 
４　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）　しまり中　粘性中 
５　褐灰色土（１０ＹＲ５／１）　しまり中　粘性中 
　　酸化鉄多量混入 
６　砂層 
７　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり強　粘性強 
８　黄灰色土（２.５Ｙ４／１）　しまり中　粘性強 
　　地山塊多量混入 
９　黒褐色土（２.５Ｙ３／１）　しまり中　粘性中 
　　酸化鉄微量混入 
１０　黒褐色土（２.５Ｙ３／２）　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量混入 

ＳＤ０７ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄多量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山粒多量混入 
３　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／３） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山塊多量混入 

ＳＤ０８ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄多量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　地山塊微量混入 
３　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／３） 
　　しまり弱　粘性強 
　　炭化物粒微量　黒褐色土多量 
　　地山塊多量混入 
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第６４図　５区ＳＤ０５・０６・０７・０８



⑤柱穴様ピット

　５区では、調査区北端部で６基、北東部で５基、合計１１基の柱穴様ピットを検出した。詳細を観

察表にまとめた。調査当初、ＳＫＰ２２～２４として確認されたＳＡ２２以外に規則的な配列は認めら

れず、柱痕も確認できなかった。出土遺物はない。

（３）遺構外出土遺物

　５区の遺構外出土遺物は、縄文時代の土器と石器、平安時代の土師器・須恵器である。縄文時代の

土器は、晩期の深鉢形土器の胴部破片３２点である。石器は、掻器２点 ､剥片６点である。土師器は、

坏破片８点や甕破片３３点である。須恵器は、坏破片１２点、甕破片５点である。

第２節　検出遺構と遺物

―　　―１０７

ＳＸ２０ 
ＳＸ０１ 

０ ２ｍ 

０ ５ｃｍ 

調査区外 

ＳＸ０１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまり弱　粘性強　炭化物粒微量　地山塊少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　しまり弱　粘性強　酸化鉄少量混入 
４　黒褐色土（２.５Ｙ３／１）　  しまり弱　粘性強　オリーブ灰色土塊微量混入 

ＳＸ２０ 
１　黒色土（１０ＹＲ２／１）　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量　地山粒微量混入 
２　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄多量　黒褐色土粒微量　地山粒多量混入 
３　灰黄褐色土（１０ＹＲ５／２）　しまり中　粘性強 
　　酸化鉄多量　黒褐色土粒多量　地山粒多量混入 
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第６５図　５区ＳＸ０１・２０と出土遺物



第４章　調査の記録

―　　―１０８

遺構番号 グリッド 平面形 
（㎝） 
長軸 

（㎝） 
短軸 

（㎝） 
深さ 

（ｍ） 
底面標高 

新旧関係 

ＳＫＰ１１ ＬＰ８５ 方形 ２８ ２４ ５ ４３．１７ 
ＳＫＰ１２ ＬＯ８４ 楕円形 ３０ ２４ ３ ４３．１７ 
ＳＫＰ１３ ＬＯ８４ 円形 ４０ ３６ １５ ４３．０３ ＳＫ３１より新しい。 
ＳＫＰ１６ ＬＰ８３ 円形 ２６ ２２ １２ ４３．１０ 
ＳＫＰ１７ ＬＰ８３ 楕円形 ２６ ２２ ５ ４３．１７ 
ＳＫＰ２５ ＬＮ７９ 方形 ３６ ３２ ２４ ４３．２９ 
ＳＫＰ２６ ＬＮ７８ 方形 ３０ ２２ １９ ４３．０６ 
ＳＫＰ３０ ＬＭ７８ 方形 ２４ ２２ １９ ４３．０６ 
ＳＫＰ３３ ＬＭ７８ 方形 ３２ ２４ １９ ４３．０５ 
ＳＫＰ３４ ＬＭ７７ 方形 ２９ ２８ ２１ ４３．００ 
ＳＫＰ３５ ＬＮ８２、ＬＯ８２ 楕円形 ４１ ４０ １３ ４２．８１ 

第１１表　５区柱穴様ピット計測一覧



　６　６区の検出遺構と遺物

（１）縄文時代

①土坑

ＳＫ１１土坑（第６６図、図版１８）

　ＭＦ１３７グリッドのⅤ層（地山）上面で確認した。ＳＫ３０と重複し、本遺構が古い。平面形は、

推定で長軸１．２０ｍ、短軸０．５５ｍの歪な楕円形である。確認面からの深さは０．２１ｍである。壁は緩

やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。出土遺物は、縄文土器（破片６５点）である。

ＳＫ３０土坑（第６６図、図版１８）

　ＭＦ１３７グリッドのⅤ層（地山）上面で確認した。ＳＫ１１と重複し、本遺構が新しい。平面形は、

長軸０．６８ｍ、短軸０．６１ｍの円形である。確認面からの深さは０．２４ｍである。壁は緩やかに立ち上

がり、底面はほぼ平坦である。出土遺物はない。

第２節　検出遺構と遺物

―　　―１０９

ＳＫ３０　ＳＫ１１ 

０ ２ｍ 

０ １０ｃｍ 

ＳＫ３０ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄微量混入 
ＳＫ１１ 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／１） 
　　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄少量混入 

ＳＫ１２ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 

ＳＫ１３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄微量混入 

ＳＫ１５ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
２　黒色土（１０ＹＲ２／１） 
　　しまり中　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量混入 

ＳＫ２８ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）  
　　しまり強　粘性弱 
　　炭化物粒微量　酸化鉄少量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量　 
　　地山塊多量混入 

ＳＫ１２ ＳＫ１３ 

ＳＫ１５ 
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番号 
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種別 
縄文土器 
縄文土器 

器種 
深鉢 
深鉢 

調査区･遺構 
６区ＳＫ１１　ＲＰ１ 
６区ＳＫ１１　ＲＰ１ 

口径（ｃｍ） 
― 
― 

底径（ｃｍ） 
― 
― 

器高（ｃｍ） 
― 
― 

特　　　　　徴 

第６６図　６区ＳＫ１１・１２・１３・１５・２８・３０と出土遺物



（２）平安時代

①土坑

　平安時代の土坑として４基を検出した。出土遺物はなかったが、後述する平安時代の遺構のＳＤ０１

の覆土等と比較検討した結果、４基とも平安時代の遺構とした。

ＳＫ１２土坑（第６６図、図版１８）

　ＭＨ１４２・１４３グリッドのⅤ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形は、長軸０．８２ｍ、短

軸０．７０ｍの円形である。確認面からの深さは０．２５ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦

である。出土遺物はない。

ＳＫ１３土坑（第６６図）

　ＭＨ１４３グリッドのⅤ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形は、長軸０．８６ｍ、短軸０．６８

ｍの円形である。確認面からの深さは０．１４ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。

出土遺物はない。

ＳＫ１５土坑（第６６図、図版１８）

　ＭＭ１４９、ＭＮ１４９グリッドのⅤ層（地山）上面で確認した。ＳＤ０４と重複し、本遺構が古い。平

面形は、長軸１．９０ｍ、短軸１．４３ｍの楕円形である。確認面からの深さは０．５５ｍである。壁はやや

急に立ち上がり、底面は平坦である。出土遺物はない。

ＳＫ２８土坑（第６６図、図版１８）

　ＭＰ１４８、ＭＱ１４８グリッドのⅤ層（地山）上面で確認した。重複はない。平面形は、長軸１．１１

ｍ、短軸０．８２ｍの楕円形である。確認面からの深さは０．２１ｍである。壁は急に立ち上がり、底面は

平坦である。出土遺物はない。

②溝跡

ＳＤ０１溝跡（第６７図）

　ＭＧ１３７～１４３、ＭＨ１３７～１３９グリッドのⅤ層（地山）上面で確認した。北端と南端が調査区外

にかかり、南から北へ延びる溝跡である。重複はないが、暗渠に切られている。確認長２１．３６ｍ、幅

０．２３～０．５４ｍ、深さ約０．０３～０．１７ｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。出土

遺物は、縄文土器（破片１点）、土師器（甕破片３点）、須恵器（坏破片１点）、近世陶磁器の破片１

点である。

ＳＤ０３溝跡（第６７図、図版１８）

　ＭＨ１４１～１４３グリッドのⅤ層（地山）上面で確認した。重複はない。長さ５．０２ｍ、幅０．２８～

０．３１ｍ、深さ０．１７～０．２５ｍである。壁は急に立ち上がる。礫層に掘られているため底面には凹凸が

ある。出土遺物はない。

ＳＤ０４溝跡（第６７図、図版１８）

　ＭＭ１４８・１４９、ＭＮ１４９グリッドのⅤ層（地山）上面で確認した。南側が調査区外にかかり、南へ

更に延びるものと推定される。ＳＫ１５、ＳＫＰ２９と重複し、ＳＫ１５より新しく、ＳＫＰ２９より古

い。確認長３．０８ｍ、幅０．６２～０．７１ｍ、深さは０．２４～０．５２ｍである。壁はぼぼ垂直に立ち上がり、

底面はほぼ平坦である。出土遺物はない。

第４章　調査の記録

―　　―１１０



第２節　検出遺構と遺物

―　　―１１１

ＳＤ０１ 
ＳＤ０３ 

ＳＤ０４ 

０ ２ｍ ０ ４ｍ 

ＳＤ０１ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／３） 
　　しまり強　粘性弱 
　　炭化物粒微量　酸化鉄微量 
　　地山粒微量混入 

ＳＤ０３ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　炭化物粒微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性中 

ＳＤ０４ 
１　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性弱 
　　酸化鉄少量　地山塊微量混入 
２　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり強　粘性強 
　　酸化鉄少量混入　黒色土粒少量混入 
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄少量　地山粒塊多量混入 
４　黒褐色土（１０ＹＲ２／２） 
　　しまり弱　粘性強 
　　酸化鉄微量　黒色土少量 
　　地山粒少量混入 
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第６７図　６区ＳＤ０１・０３・０４



③水田跡

水田跡（第６８図、図版１８）

　ＭＥ１３３～１３５、ＭＦ１３４～１３７、ＭＧ１３３～１３７グリッドのⅤ層（地山）上面で確認した。東側

が調査区外にかかり、東側にのびると推定される。重複はない。平面形は方形と推定され、現状で長

軸１３．９０ｍ、短軸６．５０ｍ、深さが最大０．０６ｍである。十和田ａ火山灰降下後の水田跡であるが、後

世の耕作等によりその大部分が削平されており、遺構の時期等は不明である。出土遺物はない。

④柱穴様ピット

　６区では、調査区北側で１９基の柱穴様ピットを検出した。詳細を観察表にまとめた。規則的な配

列は認められず、柱痕も確認できなかった。出土遺物は、土師器甕の破片（ＳＫＰ１６から１点）、須

恵器坏の破片（ＳＫＰ１６から１点）である。

第４章　調査の記録

―　　―１１２
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地山 

地山 

地山 

Ａ Ａ'

Ａ 

１ 

１ １ １ 

１ １ 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅰ 

Ⅱ 

１ 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ａ'

第６８図　６区水田跡



（３）遺構外出土遺物

　６区の遺構外出土遺物は、縄文時代の土器、平安時代の土師器・須恵器、近世以降の陶磁器である。

縄文時代の土器は、晩期の深鉢形土器の底部２点、胴部破片２９点である。土師器は、網代痕のある

坏底部破片１点、坏破片９３点、内面を黒色処理した坏破片４点、甕破片４６５点である。須恵器は、

坏破片４４点、甕破片４６点である。第５表の分類項目に当てはめると、第６９図の３は須恵器の坏ｂ、

第６９図の４は土師器の坏ｄである。

第２節　検出遺構と遺物

―　　―１１３

遺構番号 グリッド 平面形 （㎝） 
長軸 

（㎝） 
短軸 

（㎝） 
深さ 

（ｍ） 
底面標高 新旧関係 

ＳＫＰ０５ ＮＢ１４６ 円形 ４０ ３６ ３３ ４２．５０ 
ＳＫＰ０６ ＮＣ１４６ 円形 ３８ ３６ ２２ ４２．６３ 
ＳＫＰ０７ ＮＤ１４６ 円形 ３４ ３２ ２６ ４２．５９ 
ＳＫＰ０８ ＮＤ１４６ 円形 ２４ ２２ ４ ４２．８４ 
ＳＫＰ０９ ＮＤ１４６ 楕円形 ３４ ２８ ９ ４２．７５ 
ＳＫＰ１０ ＮＤ１４６ 円形 ３２ ３２ ２０ ４２．６３ 
ＳＫＰ１６ ＭＰ１４７ 円形 ２６ ２２ １５ ４２．９９ 
ＳＫＰ１７ ＭＰ１４７、ＭＱ１４７ 円形 ２６ ２２ １１ ４３．０１ 
ＳＫＰ１８ ＭＱ１４７ 円形 ２４ ２０ １２ ４２．９８ 
ＳＫＰ１９ ＭＱ１４７ 円形 ４２ ４０ １４ ４２．９６ 
ＳＫＰ２０ ＭＱ１４７ 円形 ２２ ２２ ８ ４３．０４ 
ＳＫＰ２１ ＭＱ１４７ 円形 ２２ ２２ ５ ４３．０８ 
ＳＫＰ２２ ＭＱ１４８ 円形 ２２ ２０ １１ ４３．００ 
ＳＫＰ２３ ＭＱ１４８、ＭＲ１４８ 円形 ２２ ２０ ５ ４３．０４ 
ＳＫＰ２４ ＭＲ１４７ 円形 １８ １６ ４ ４３．０７ 
ＳＫＰ２５ ＭＲ１４７ 円形 ２４ ２２ ８ ４３．０５ 
ＳＫＰ２６ ＭＱ１４８ 円形 ２２ ２２ ６ ４３．０３ 
ＳＫＰ２７ ＭＰ１４８ 円形 ２６ ２６ １１ ４２．９７ 
ＳＫＰ２９ ＭＭ１４８ 円形 ２６ ２４ ２５ ４２．８４ ＳＤ０４より新しい。 

第１２表　６区柱穴様ピット計測一覧



　７　７区の検出遺構と遺物

　７区では、遺構が検出されなかった。出土遺物は、平安時代の土師器・須恵器、近世以降の陶磁器

である。土師器は、坏の破片４点、甕の破片２２点が出土した。須恵器は、甕の破片３点が出土した。

 

第４章　調査の記録

―　　―１１４

０ １０ｃｍ 

１ 

２ 

３ ４ 

番号 
１ 
２ 
３ 
４ 

種別 
縄文土器 
土師器 
須恵器 
土師器 

器種 
深鉢 
甕 
坏 
坏 

調査区･遺構 
６区ＭＨ１４７･１４８ 
６区ＭＫ１４５　Ⅰ層 
６区ＮＪ１４５　Ⅱ層 
６区西側工事箇所表採 

口径（ｃｍ） 
― 
― 
― 
１１．５ 

底径（ｃｍ） 
１０．４ 
８．０ 
７．３ 
５．５ 

器高（ｃｍ） 
― 
― 
３．７ 
４．２ 

特　　　　　徴 
 
内外:ロクロ調整､底:回転糸切り 
内外:ロクロ調整､底:回転ヘラ切り 
内外:ロクロ調整､底:回転糸切り 

第６９図　６区遺構外出土遺物



　　第３節　確認調査出土遺物

　平成１４年度の確認調査において、縄文土器、平安時代の土師器・須恵器・木製品、中世以降の陶

磁器などの遺物が出土した。これらの遺物の中には、完形品が多数あったため、厳選したものを第７０

～７４図に掲載した。第５表の分類項目に当てはめると掲載した土師器と須恵器の遺物は下記のように

なる。技法等の特徴は観察表に記した。

　第７０図の１・２は、非ロクロ土師器の坏ａである。

　第７０図の３・４・５・６、第７１図の７・８は、非ロクロ土師器の坏ｂである。坏ａの底部をヘラ

ケズリしたものである。第７１図の７は、「内」と書かれた墨書土器である。

　第７１図の９は、非ロクロ土師器の長胴甕ａである。底部の繊維圧痕の形状は、坏ａと坏ｂのもの

と類似している。

　第７１図の１０は、ロクロ土師器の坏ａである。

　第７１図の１１・１２は、ロクロ土師器の坏ｃである。

　第７２図の１は、ロクロ土師器の坏ｄである。

　第７２図の２～６は、ロクロ土師器の坏ｅである。

　第７２図の７・８は、ロクロ土師器の坏ｆである。

　第７２図の９は、ロクロ土師器の坏ｇである。

　第７２図の１０・１１は、ロクロ土師器の坏ｈである。１０は「上」、１１は「六千」と書かれた墨書土器

である。

　第７２図の１２はロクロ土師器の坏ｉで、「上」と書かれた墨書土器である。

　第７３図の１は、ロクロ土師器の坏ｊである。

　第７３図の２・３は、ロクロ土師器の台付坏ａである。

　第７３図の４は、ロクロ土師器の台付坏ｂである。

　第７３図の５は、ロクロ土師器の皿ｂである。

　第７３図の６・７は、内面を黒色処理したロクロ土師器の坏ａである。

　第７３図の８は、内面を黒色処理したロクロ土師器の坏ｂである。

　第７３図の９は、内外両面を黒色処理したロクロ土師器の坏ｂである。

　第７３図の１０は、須恵器の坏ｃである。

　第７３図の１１は須恵器の坏ｅで、「九千」と書かれた墨書土器である。

　第７３図の１２は須恵器の坏ｄで、「九千」と書かれた墨書土器である。

　第７４図の１は、須恵器の坏ｂである。

 

第３節　確認調査出土遺物

―　　―１１５



第４章　調査の記録

―　　―１１６

１ ２ 
３ 

４ ５ ６ 

第７０図　確認調査出土遺物（１）



第３節　確認調査出土遺物

―　　―１１７

７ 

８ 

９ 

１０ 
１１ １２ 

第７０・７１図 
０ １０ｃｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 土師器 坏 ３４トレンチ １４．５ ７．７ ５．６ 内：カキメ、外：粘土紐形成痕、底：網代痕 

２ 土師器 坏 ３４トレンチ １４．６ ６．８ ６．１ 内：カキメ、外：粘土紐形成痕、底：網代痕 

３ 土師器 坏 ３４トレンチ １３．３ ５．２ ５．４ 内：カキメ、外：粘土紐形成痕→ヘラケズリ、底：網代痕 

４ 土師器 坏 ３４トレンチ １２．５ ４．６ ４．２ 内：カキメ、外：粘土紐形成痕→ヘラケズリ、底：網代痕 

５ 土師器 坏 ３４トレンチ １１．８ ４．２ ４．３ 内：カキメ、外：粘土紐形成痕→ヘラケズリ、底：網代痕 

６ 土師器 坏 ３４トレンチ １２．４ ４．６ ４．５ 内：カキメ、外：粘土紐形成痕→ヘラケズリ、底：網代痕 

７ 土師器 坏 ３４トレンチ １３．０ ４．８ ４．７ 内：カキメ、外：粘土紐形成痕→ヘラケズリ、底：網代痕、墨書 

８ 土師器 坏 ハー２トレンチ ― ４．８ ― 内：カキメ、外：ヘラケズリ、底：網代痕 

９ 土師器 長胴甕 ３４トレンチ ２０．５ １１．５ ２１．２ 内外：カキメ、外：炭化物付着、底：網代痕 

１０ 土師器 坏 ３４トレンチ １２．５ ５．５ ３．１ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

１１ 土師器 坏 ３４トレンチ １３．９ ６．３ ４．４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

１２ 土師器 坏 ３５トレンチ （１２．５） （５．５） ４．３ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

第７１図　確認調査出土遺物（２）



第４章　調査の記録

―　　―１１８

１ 
２ ３ 

４ ５ ６ 

７ 
８ 

９ 

１０ １１ １２ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 土師器 坏 ３４トレンチ （１２．４） ５．１ ４．４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

２ 土師器 坏 ３４トレンチ １４．０ ６．４ ５．３ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

３ 土師器 坏 ３４トレンチ （１３．１） ５．９ ５．３ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

４ 土師器 坏 ３５トレンチ （１２．３） ５．４ ５．４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、炭化物付着 

５ 土師器 坏 ３５トレンチ １３．３ ６．０ ５．５ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

６ 土師器 坏 ３５トレンチ （１３．５） ５．７ ５．３ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

７ 土師器 坏 ３４トレンチ １３．５ ５．１ ４．６ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、炭化物付着 

８ 土師器 坏 ３５トレンチ １２．７ ５．６ ５．４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

９ 土師器 坏 ３５トレンチ １３．３ ６．１ ５．９ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、炭化物付着 

１０ 土師器 坏 ３４トレンチ １２．８ ３．７ ４．８ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

１１ 土師器 坏 ３４トレンチ １２．６ ４．９ ５．０ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

１２ 土師器 坏 ３４トレンチ １３．３ ４．８ ５．０ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

０ １０ｃｍ 

第７２図　確認調査出土遺物（３）



第３節　確認調査出土遺物

―　　―１１９

１ 

２ 
３ 

４ 

５ 

６ 

７ 
８ 

９ 

１０ 
１１ １２ 

０ １０ｃｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 土師器 坏 ３４トレンチ １２．９ ３．９ ４．４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

２ 土師器 台付坏 ３４トレンチ （１５．４） ７．１ ５．６ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

３ 土師器 台付坏 ３４トレンチ （１４．７） ７．２ ６．３ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

４ 土師器 台付坏 ３４トレンチ １４．５ ５．８ ５．１ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

５ 土師器 皿 ３４トレンチ １２．９ ５．２ ２．９ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

６ 土師器 坏 ４９・５０トレンチ （１２．２） ５．０ ５．３ 内外：ロクロ調整、内：ヘラミガキ→黒色処理、底：回転糸切り 

７ 土師器 坏 ３５トレンチ （１２．８） ６．２ ５．１ 内外：ロクロ調整、内：ヘラミガキ→黒色処理、底：回転糸切り 

８ 土師器 台付坏 ３４トレンチ １３．２ ７．６ ６．３ 内外：ロクロ調整、内：ヘラミガキ→黒色処理、底：糸切り 

９ 土師器 台付坏 ３４トレンチ （１２．２） ６．３ ４．９ 内外：ロクロ調整→ヘラミガキ→黒色処理、底：回転糸切り 

１０ 須恵器 坏 ３４トレンチ （１２．６） ５．０ ３．６ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り 

１１ 須恵器 坏 ３５トレンチ （１２．２） ５．８ ４．３ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

１２ 須恵器 坏 ３４トレンチ １２．０ ５．１ ４．５ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

第７３図　確認調査出土遺物（４）



第４章　調査の記録

―　　―１２０

１ 

２ 

３ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

４ 

５ 

０ １０ｃｍ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 特　　　　　徴 

１ 須恵器 坏 ３４トレンチ １２．０ ６．５ ３．５ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り 

２ 須恵器 坏 ３５トレンチ ― ― ― 内外：ロクロ調整、底：ヘラケズリ 

３ 須恵器 坏 ５０トレンチ ― ― ― 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、墨書 

４ 土師器 甕 ３５トレンチ （２１．６） （５．２） （２７．２） 内：ヘラナデ、外：ヘラケズリ・炭化物付着 

５ 土師器 甕 ハー２トレンチ （１４．０） ― ― 内外：ロクロ調整 

６ 土師器 甕 ３５トレンチ ― ９．４ ― 内：ナデ、外：ヘラケズリ、内外：炭化物付着、底：ヘラケズリ 

番号 種別 器種 調査区・遺構 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 特　　　　　徴 

７ 石製品 砥石 ３５トレンチ １１．５ ７．１ ３．７ 

８ 石製品 砥石 ３５トレンチ ８．７ ２．７ ２．２ 

１２．１ ０．７ ０．６ ９ 木製品 箸 ３４トレンチ 

１０ 木製品 箆 ３４トレンチ ２０．２ ３．８ １．２ 

第７４図　確認調査出土遺物（５）
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山形県教育委員会　『境田Ｂ遺跡発掘調査報告書』　山形県埋蔵文化財調査報告書第１１１集　１９８７（昭和６２）年

秋田県教育委員会　『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書�』　秋田県文化財調査報告書第２０９集　１９９１（平成３）年

秋田考古学協会　『秋田考古学』　第４８号　２００４（平成１６）年

秋田県教育委員会　『江原嶋１遺跡』　秋田県文化財調査報告書第３１０集　２００１（平成１３）年

秋田県教育委員会　『大見内遺跡』　秋田県文化財調査報告書第３７４集　２００４（平成１６）年

秋田県教育委員会　『蝦夷塚古墳群発掘調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第１３６集　１９８６（昭和６１）年

秋田県教育委員会　『高速交通関連道路整備事業（和田御所野）に係る埋蔵文化財発掘調査報告書』　秋田県文化財調査報告書

第１９５集　１９９０（平成２）年

秋田県教育委員会　『秋田ふるさと村（仮称）建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第２０４集

　１９９２（平成４）年

秋田県教育委員会　『脇神館跡』秋田県文化財調査報告書第２８４集　１９９９（平成１１）年
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第５章　自然科学分析

　　第１節　放射性炭素年代測定
山形秀樹（パレオ・ラボ）

　１　試料

　加速器質量分析法（ＡＭＳ法）による放射性炭素年代測定を実施した試料は、１区ＳＤ０１　の１層

（試料№１）、１区ＳＫ４８　の２層（試料№２）、３区ＳＫ０３　の３層（試料№３）、５区ＳＫ０４　の４層

（試料№４）、５区ＳＫ１９　の３層（試料№５）より採取した炭化物５点である。

　２　方法

　試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨（グラファイト）に調整した後、加

速器質量分析計（ＡＭＳ）にて測定した。測定した１４Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行なっ

た後、補正した１４Ｃ濃度を用いて１４Ｃ年代を算出した。

　３　結果

　第１３表に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値‐２５．０‰）、同位体分別効果による測定誤差を

補正した１４Ｃ年代、１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代を示す。１４Ｃ年代値（ｙｒＢＰ）の算出は、１４Ｃの半

減期としてＬｉｂｂｙの半減期５，５６８年を使用した。また、付記した１４Ｃ年代誤差（±１σ）は、計数値

の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差（Ｏｎｅ　ｓｉｇｍａ）に相当する年代である。これは、試料の１４Ｃ

年代が、その１４Ｃ年代誤差範囲内に入る確率が６８％であることを意味する。また、１４Ｃ年代を暦年代

に較正した年代の算出にＣＡＬＩＢ　４．３（ＣＡＬＩＢ　３．０のバージョンアップ版）を使用した。なお、暦年

代較正値は１４Ｃ年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、１σ暦年代範囲はプログラム中の確

率法を使用して算出された１４Ｃ年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値はその

１σ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、１０　％未満についてはその表示を省略した。１σ暦年

代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で示した。
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（測定法） 
測定番号 試料データ （　） ９ 

δ １３ Ｃ 
（ｙｒＢＰ±１σ） 

１４ Ｃ年代 
１４ Ｃ年代を暦年代に較正した年代 

暦年代較正値 １σ暦年代範囲 

（ＡＭＳ） 
ＰＬＤ－２６６８ 

１層 
１区ＳＤ０１ 
炭化物　№１ 

－２５．７ ６５０±３５ 
ｃａｌ　ＡＤ　１，３８０ 
ｃａｌ　ＡＤ　１，３７０ 
ｃａｌ　ＡＤ　１，３００ 

　 ｃａｌ　ＡＤ　１，３５５　－　１，３９０　（６４．２％） 
　ｃａｌ　ＡＤ　１，２９５　－　１，３１５　（３５．８％） 

（ＡＭＳ） 
ＰＬＤ－２６６９ 

２層 
１区ＳＫ４８ 
炭化物　№２ 

－２４．８ １，２２５±３５ ｃａｌ　ＡＤ　７８０ 
　ｃａｌ　ＡＤ　８３５　－　８７５　（３３．５％） 
　 ｃａｌ　ＡＤ　７９０　－　８３０　（４１．８％） 
　ｃａｌ　ＡＤ　７７０　－　７８５　（１１．４％） 
　ｃａｌ　ＡＤ　７２５　－　７４０　（１３．３％） 

（ＡＭＳ） 
ＰＬＤ－２６７０ 

３層 
３区ＳＫ０３ 
炭化物　№３ 

－２６．０ １，２２５±３５ ｃａｌ　ＡＤ　７８０ 
　ｃａｌ　ＡＤ　８４０　－　８７５　（３２．７％） 
　 ｃａｌ　ＡＤ　７９０　－　８３０　（４１．２％） 
　ｃａｌ　ＡＤ　７７０　－　７８５　（１１．７％） 
　ｃａｌ　ＡＤ　７２５　－　７４０　（１４．５％） 

（ＡＭＳ） 
ＰＬＤ－２６７１ 

４層 
５区ＳＫ０４ 
炭化物　№４ 

－２４．５ １，１３０±４０ 
ｃａｌ　ＡＤ　９４０ 
ｃａｌ　ＡＤ　９２５ 
ｃａｌ　ＡＤ　８９５ 

　 ｃａｌ　ＡＤ　８９０　－　９７５　（１００％） 

（ＡＭＳ） 
ＰＬＤ－２６７２ 

３層 
５区ＳＫ１９ 
炭化物　№５ 

－２６．１ １，１７０±３５ ｃａｌ　ＡＤ　８８５ 　 ｃａｌ　ＡＤ　８０５　－　８９５　（８０．８％） 

第１３表　放射性炭素年代測定および暦年代較正結果



引用文献

中村俊夫（２０００）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の１４Ｃ年代、ｐ．３‐２０．

 ��������	
�����������	
����������������	
��
����������������	
����
��
����������������������	
����
��
��
����

����������	
��

�����������

��������	�
��������������������������������������������������������������	������������������������	���
��������������������	�������

�������������������	
�����
���������������
�����������	
�����
�	���	���	�����������������������������

　　第２節　テフラ分析
今村美智子（パレオ・ラボ）

　１　試料

　試料は、１区ＳＫ８３の１層（試料№６・№１２）、１区基本土層のⅣ層（試料№７・№１３）、２区北

側水田跡の耕作土である２区基本土層のⅣ層（試料№８・№１４）、２区南側水田跡の耕作土である２

区基本土層のⅣ層（試料№９・№１５）、３区ＳＫ０３の１層（試料№１０・№１６）、３区北側水田跡の耕

作土である３区基本土層のⅣ層（試料№１１・№１７）から採取された６点である。鉱物組成分析は、

試料６点（№６～１１）、屈折率分析は、試料６点（№１２～１７）を用いて分析を行った。

　２　方法

（１）鉱物組成分析

　各試料は１～２０ｇ程度秤量し、５０度に設定した恒温乾燥機でよく乾燥した後、乾燥重量を秤量し

３φ（０．１２５　㎜）、４φ（０．０６３　㎜）、４．５φ（０．０４４　㎜）のふるいを重ね、湿式ふるいを行なった。各

ふるいの残渣について乾燥後秤量し、４φ以上の残渣の乾燥重量より含砂率を求めた。４φの残渣に

ついては、重液（テトラブロモエタン：比重２．９０～２．９６）を用いて重鉱物と軽鉱物の分離を行ない、

軽鉱物と重鉱物の乾燥重量を秤量した。分離した各試料の乾燥重量を秤量し、重・軽鉱物比とした。

分離をした軽鉱物と重鉱物については、封入剤（レークサイトセメント）を用いてプレパラートを作

成した。軽鉱物は、長石（Ｐｌ）、火山ガラス（Ｇｌ）、不明（Ｏｐｑ）に分類し、重鉱物はかんらん石（Ｏｌ）、

イディングサイト（Ｉｎ）、単斜輝石（Ｃｐｘ）、斜方輝石（Ｏｐｘ）、角閃石（Ｈｏｒ）、磁鉄鉱（Ｍａｇ）に分

類し、風化粒子などの不明鉱物以外の鉱物が２００以上になるまで分類・計数を行なった。なお火山ガ

ラスの形態は、町田・新井（２００３）の分類基準に基づき、バブル型平板状（ｂ１）、バブル型Ｙ字状

（ｂ２）、軽石型繊維状（ｐ１）、軽石型スポンジ状（ｐ２）、急冷破砕型（ｃ０：塊状・フレーク状）

の５形態に分類した（第７５図）。

（２）屈折率測定

　ガラスの屈折率については横山ほか（１９８６）の方法に従って、温度変化型屈折率測定装置（ＲＩＭＳ

８６）を用いて屈折率（ｎ）を測定し、その結果を範囲（ｒａｎｇｅ）であらわした。

　３　結果

（１）テフラの鉱物組成分析（第１４表、第７６図）

　重・軽鉱物比は、軽鉱物の割合が９０　％以上となり、とくに試料№８（２区基本土層のⅣ層）では

９９．５　％、試料№１０（３区ＳＫ０３の１層）では９８．１　％と非常に高い割合を示す。重鉱物の鉱物組成は

斜方輝石、単斜輝石を主体とする組成である。いずれの試料も５４～６９　％を斜方輝石が占めている。
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ついで単斜輝石が多く、１９～３３　％の値となる。角閃石はほとんど見られず、１％未満である。軽鉱

物の鉱物組成は、いずれの地点も火山ガラスが５５　％以上の値となる。とくに試料№９（２区基本土層

のⅣ層）と試料№１０（３区ＳＫ０３の１層）では９７～９９　％を火山ガラスが占める。ガラスの形態分類

は、いずれの地点も軽石型スポンジ状（ｐ２）が多く３０　％以上の値となり、とくに試料№９（２区基

本土層のⅣ層）と試料№１０（３区ＳＫ０３の１層）では７０　％以上の高い値となる。ついで軽石型繊維

状（ｐ１）が多く１０～２０　％の値となり、平板型Ｙ字状（ｂ２）と急冷破砕型（ｃ０）は１～８％の

値となる。また、バブル型平板状（ｂ１）は１％未満である。

（２）屈折率測定（第１５表、第７７図）

　屈折率の測定には含有率の高い軽石型火山ガラスを用いた。試料№１２（１区ＳＫ８３の１層）の屈折

率は範囲１．５０２３‐１．５０８４、平均値１．５０５８を示し、試料№１３（１区基本土層のⅣ層）の屈折率は範囲

１．５０１９‐１．５０８６、平均値１．５０５４を示し、試料№１４（２区基本土層のⅣ層）の屈折率は範囲１．５０１９‐１．５０８０、

平均値１．５０５４を示し、試料№１５（２区基本土層のⅣ層）の屈折率は範囲１．５０２１‐１．５１０３、平均値１．５０６１

を示し、試料№１６（３区ＳＫ０３の１層）の屈折率は範囲１．５０２４‐１．５０８１、平均値１．５０５１を示し、試

料№１７（３区基本土層のⅣ層）の屈折率は範囲１．５０１０‐１．５０８６、平均値１．５０４２を示す。

　４　考察

　今回分析を行った６地点から採取された試料に見られる軽石型火山ガラスを主としたテフラは、火

山ガラスの形態的特徴と重鉱物組成、および火山ガラスの屈折率値から（大池，１９７２）の十和田ａと

推定される。町田ほか（１９８４）によると十和田ａの降下テフラは主に軽石と火山ガラス片により構成

され、斜方輝石と単斜輝石を含むことが特徴として挙げられている。今回分析を行った試料中にも軽

石型の形態を主とした火山ガラスが多く含まれ、重鉱物組成分析でも斜方輝石と単斜輝石がよく観察

される。また、軽石型火山ガラスを用いた屈折率測定結果は、範囲がおよそ１．５０１‐１．５０９となり、十

和田ａの従来値１．５００‐１．５０８（町田・新井，２００３）におおよそ重なる。これらのことから、分析を行っ

た試料中に含まれる火山ガラスなどのテフラは、十和田ａと同定される。十和田カルデラを給源とす

る十和田ａは、東北地方一帯をおおうように分布していることが報告されている（町田・新井，２００３）。

また、噴出年代は９１５年と推定されている（町田・新井，２００３）。

　１区ＳＫ８３の１層（試料№６・№

１２）、１区基本土層のⅣ層（試料№７・

№１３）、２区基本土層のⅣ層（試料

№８・№１４）、２区基本土層のⅣ層

（試料№９・№１５）、３区ＳＫ０３の

１層（試料№１０・№１６）、３区基本

土層のⅣ層（試料№１１・№１７）の

６地点から採取された試料を分析し

た結果、これらの堆積物中に含まれ

るテフラは９１５年に噴出した十和田

ａを起源とする堆積物であると同定

される。
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第７５図　火山ガラスの形態分類
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第７６図　４Φ残渣の鉱物組成

№ 
試料 試料名 （重量％） 

含砂率 

（重量％） 
重・軽鉱物組成 

（粒数） 
重鉱物組成 

（粒数） 
軽鉱物組成 

（粒数） 
火山ガラス形態分類 

重鉱物 軽鉱物 
Ｏｌ 
ラン石 
カン 

Ｉｎ 
サイト 
イディング 

Ｃｐｘ 
輝石 
単斜 

Ｏｐｘ 
輝石 
斜方 

Ｈｏ 
角閃石 

Ｍａｇ 
磁鉄鉱 

Ｐｌ 
長石 

Ｖｇ 
ガラス 
火山 

ｂ１ 
平板状 

ｂ２ 
Ｙ字状 

ｐ１ 
繊維状 

ｐ２ 
スポンジ状 

ｃ０ 
破砕型 

６ １区ＳＫ８３の１層 ２８．０ ６．７ ９３．３ － － ５６ １９３ １ ３２ １３７ １７０ － ７ ３９ １１４ １０ 

７ １区基本土層のⅣ層 ２３．７ ４．３ ９５．７ － － ７０ １２３ － ３３ １１７ ２５４ １ ８ ６３ １６８ １４ 

８ ２区基本土層のⅣ層 （２区北側水田跡） １９．０ ４．３ ９５．７ － － ７８ １４１ １ ２１ ５５ ３０１ － １５ ４８ ２１０ ２８ 

９ ２区基本土層のⅣ層 （２区南側水田跡） １３．４ ０．５ ９９．５ － － ５７ １３４ ２ ３１ ７ ３２０ １ １９ ６４ ２３３ ３ 

１０ ３区ＳＫ０３の１層 ２７．３ １．９ ９８．１ － － ８０ １５４ ２ ４９ ４ ２６５ １ １１ ５０ １９１ １２ 

１１ ３区基本土層のⅣ層 （３区北側水田跡） ２３．１ ５．３ ９４．７ － － ６３ １４５ － ３７ ９０ １８６ － ５ ４６ １１８ １７ 

第１４表　堆積物の鉱物分析結果一覧
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（縦軸：測定粒数、横軸：屈折率） 
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（２区南側水田跡） 

（３区北側水田跡） 

第７７図　火山ガラスの屈折率とそのタイプ

番号 
試料 試料名 測定対象 範囲（ｒａｎｇｅ） 平均（ｍｅａｎ） 

１２ 　１区ＳＫ８３の１層 軽石型ガラス（ｐ１，ｐ２） １．５０２３ － １．５０８４ １．５０５８ 

１３ 　１区基本土層のⅤ層 軽石型ガラス（ｐ１，ｐ２） １．５０１９ － １．５０８６ １．５０５４ 

１４ 　２区基本土層のⅣ層 　（２区北側水田跡） 軽石型ガラス（ｐ１，ｐ２） １．５０１９ － １．５０８０ １．５０５４ 

１５ 　２区基本土層のⅣ層 　（２区南側水田跡） 軽石型ガラス（ｐ１，ｐ２） １．５０２１ － １．５１０３ １．５０６１ 

１６ 　３区ＳＫ０３の１層 軽石型ガラス（ｐ１，ｐ２） １．５０２４ － １．５０８１ １．５０５１ 

１７ 　３区基本土層のⅣ層 　（３区北側水田跡） 軽石型ガラス（ｐ１，ｐ２） １．５０１０ － １．５０８６ １．５０４２ 

第１５表　火山ガラスの屈折率測定結果



　　第３節　花粉化石分析
鈴木茂（パレオ・ラボ）

　１　試料

　　試料は、１区～３区より採取された土壌試料５点（試料№１８～２２）である。№１８（１区ＳＫ５５

の３層）は黒色の砂質粘土、№１９（２区北側水田跡の耕作土である２区基本土層のⅣ層）は黒～黒灰

色砂質粘土、№２０（２区南側水田跡の耕作土である２区基本土層のⅣ層）も黒～黒灰色の砂質粘土、

№２１（３区南側水田跡の耕作土である３区基本土層のⅣ層）はやや砂質の黒灰色粘土、№２２（３区

基本土層のⅢ層）は黒色の粘土である。

　２　方法

　試料（湿重３～４ｇ）を遠沈管に採り、１０％の水酸化カリウム溶液を加え２０分間湯煎する。水洗

後、０．５　㎜目の篩にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に４６　％の

フッ化水素酸溶液を加え２０分間放置する。水洗後、比重分離（比重２．１に調整した臭化亜鉛溶液を

加え遠心分離）を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセトリシス

処理（無水酢酸９：１濃硫酸の割合の混酸を加え３分間湯煎）を行う。水洗後、残渣にグリセリンを

加え保存用とする。検鏡はこの残渣より適宜プレパラ－トを作成して行い、その際サフラニンにて染

色を施した。

　３　結果

　検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉２４、草本花粉２２、形態分類を含むシダ植物胞子５の

計５１である。これら花粉・胞子の一覧を第１６表に、また花粉・胞子の分布を第７８図に示した。な

お、分布図の樹木花粉は樹木花粉総数を、草本花粉・シダ植物胞子は全花粉胞子総数を基数とした百

分率で示したが、№１８（１区ＳＫ５５の３層）については得られた樹木花粉数が非常に少なく分布図と

し示すことができなかった。また、図および表においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群間の

区別が困難なものを示し、クワ科・マメ科の花粉は樹木起源と草本起源のものとがあるが、各々に分

けることが困難なため便宜的に草本花粉に一括して入れてある。

　検鏡の結果、各試料ともスギが最も多く、出現率は５０～６０　％を示している。次いで１０　％前後のブ

ナが多く、№１９（２区基本土層のⅣ層）では２０　％近くに達している。コナラ属コナラ亜属も１０％前

後を示しており、その他マツ属複維管束亜属やサワグルミ属－クルミ属が５％前後得られ、クマシデ

属－アサダ属も多くの試料で１％を越えている。草本類では２０　％前後を示すイネ科が最も多く、№

２１（３区基本土層のⅣ層）では４０　％近くに達している。その他ではカヤツリグサ科が№２２（３区基

本土層のⅢ層）で１０　％を越え、クワ科とヨモギ属は№２０（２区基本土層のⅣ層）で１０　％近くを示し

ている。また水生植物のガマ属・サジオモダカ属・オモダカ属・ミズアオイ属（いずれも抽水植物）

が各試料より若干検出されており、№２２（３区基本土層のⅢ層）では単条型胞子が多産している。

　４　考察

　各試料ともスギが最も多く検出されており、遺跡周辺ではスギ林が広く成立していたとみられる。

またブナやコナラ亜属などの落葉広葉樹林もクマシデ属－アサダ属，ニレ属－ケヤキ属などを交えて

遺跡周辺丘陵部に広がっていたであろう。さらにコナラ属アカガシ亜属やシイノキ属などの常緑広葉

樹類も若干生育していたとみられる。マツ属複維管束亜属（アカマツやクロマツなどのいわゆるニヨ

第３節　花粉化石分析
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ウマツ類）が№２２で約５％の出現率を示し、他の３試料も１％を越えて検出されており、遺跡周辺

において一部ニヨウマツ類の二次林が形成されていたと推測される。これは水田稲作などから推察さ

れる古代人の活発な活動により一部空き地がつくられ、そうしたところにニヨウマツ類の二次林が侵

入したことが予想される。

　一方低地部では水田跡の検出やプラント・オパール分析から水田稲作が行われていたと考えられ、

こうした低地の河川や水路近くにサワグルミ属－クルミ属がハンノキ属などとともに河畔林や湿地林

を形成していた。またこの水田にはサジオモダカ属やオモダカ属，ホシクサ属，ミズアオイ属などの

水田雑草類と考えられる分類群が生育しており、プラント・オパール分析からキビ族（タイヌビエな

ど）やヨシ属（ヨシ，ツルヨシなど）もみられたと考えられる。このヨシ属やガマ属などは周辺水路

などにも生育していたであろう。この水田の畦道などにはアカザ科－ヒユ科，ナデシコ科，アブラナ

科，オオバコ属，ヨモギ属などのキク科などの雑草類が生育していた。また№２１（３区基本土層のⅣ

層）からは１個体のみであるがソバ属が検出されており、水田稲作と共にソバの栽培も一部において

行われていた可能性が推察される。

　なお№２２（３区基本土層のⅢ層）においてもプラント・オパール分析を含め水田稲作の存在が推測

されるが、本試料においては単条型胞子が多産しており、他の試料とは様相が異なっている。一般的

にシダ植物胞子の多産は荒れた環境を示唆すると考えられている。こうしたことから№２２（３区基本

土層のⅢ層）の頃には水田地の存在と共に流水の影響など荒れた環境もあったのではないかと推測さ

れる。また、プラント・オパール分析では、試料№２２（３区基本土層のⅢ層）に比べ試料№２１（３

区基本土層のⅣ層）でイネはかなり少なく、稲作の発展がみにくい状況となっており、これについて

は土層観察などである程度検討できるのではないかと思われる。

第５章　自然科学分析
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（樹木花粉は樹木花粉総数、草木花粉・胞子総数を基数として百分率で算出した） 

№.１８：１区ＳＫ５５の３層、№１９：２区基本土層のⅣ層、№２０：２区基本土層のⅣ層、№２１：３区基本土層のⅣ層、№２２：３区基本土層のⅢ層 

第７８図　主要花粉化石分布図
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和　　名 学　　名 №１８ №１９ №２０ №２１ №２２ 
樹木 
モミ属 Abies ― １ ― １ ― 
マツ属単維管束亜属 Pinus　subgen．　Haploxylon ― １ ― １ ― 
マツ属複維管束亜属 Pinus　subgen．　Diploxylon ― ５ ３ ５ １２ 
マツ属（不明） Pinus　（Unkown） １ ２ ２ ― ６ 
コウヤマキ属 Sciadopitys ― ― ― ― １ 
スギ Cryptomeria　japonica　D．　DON ５ １４２ １４１ １３５ １５２ 
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 Taxaceae－Cephalotaxaceae－Cupresaceae ― ３ ３ ― １ 
ヤナギ属 Salix ― ― ― ― １ 
サワグルミ属－クルミ属 Pterocarya－Juglans ２ ９ １１ ７ ３ 
クマシデ属－アサダ属 Carpinus－Ostrya ― ８ ２ ４ ５ 
カバノキ属 Betula ― １ ― １ ２ 
ハンノキ属 Alnus １ ４ ３ ３７ １２ 
ブナ Fagus　crenata　Blume １ ４６ １９ ３７ １７ 
コナラ属コナラ亜属 Quercus　subgen．　Lepidobalanus ２ １６ ３４ １８ ２１ 
コナラ属アカガシ亜属 Quercus　subgen．　Cyclobalanopsis ― ３ １ １ ― 
シイノキ属 Castanopsis ― ３ １ ― １ 
ニレ属－ケヤキ属 Ulmus－Zelkova ― ３ ２ ２ ３ 
カツラ属 Cercidiphyllum ― ― ― ― ２ 
ユズリハ属 Daphniphyllum ― ― ― ― １ 
カエデ属 Acer ― １ １ ― １ 
トチノキ属 Aesculus ― １ １ ― ― 
ブドウ属 Vitis ― ― １ ― ― 
ウコギ科 Araliaceae ― ― １ ― １ 
ミズキ属 Cornus ― ― １ ― ― 

草本 
ガマ属 Typha ― １ １ ― １ 
サジオモダカ属 Alisma ― ― ― ２ １ 
オモダカ属 Sagittaria ― ３ ３ ７ ― 
イネ科 Gramineae １８ ６４ １２２ ２０４ ２９８ 
カヤツリグサ科 Cyperaceae ４ ２４ ３３ １ １４１ 
ホシクサ属 Eriocaulon ― ― ― １ １ 
ミズアオイ属 Monochoria ― ２ ２ １ ― 
ヒガンバナ属近似種 cf．　Lycoris ― ― ― ― １ 
クワ科 Moraceae １ ８ ４８ ４ ３ 
サナエタデ節－ウナギツカミ節 Polygonum　sect．　Persicaria－Echinocaulon ― １ ２ １ １ 
ソバ属 Fagopyrum ― ― ― １ ― 
アカザ科－ヒユ科 Chenopodiaceae－Amaranthaceae ― ２ １８ ２ ２ 
ナデシコ科 Caryophyllaceae ― ― ２ １ ― 
アブラナ科 Cruciferae ― １ ５ １ １ 
マメ科 Leguminosae ― １ ― １ １ 
ツリフネソウ属 Impatiens ― ２ １ ― ― 
アリノトウグサ属 Haloragis ― ― ― ― １ 
セリ科 Umbelliferae ２ ― ― ― ２ 
オオバコ属 Plantago ― ４ ― １ １ 
ヨモギ属 Artemisia ５ ２０ ５１ １３ ４ 
他のキク亜科 other　Tubuliforae ― ３ １ １ ３ 
タンポポ亜科 Liguliflorae ― ３ ３ １ ７ 

シダ植物 
ヒカゲノカラス属 Lycopodium ― ― ― ― １ 
ゼンマイ科 Osmundaceae ― １ ― ― １ 
サンショウモ Salvinia　natas ― ― ― ― １ 
単条型胞子 Monolete　spore １０ ５ ８ ３１ ３９５ 
三条型胞子 Trilete　spore ４ ３ １ １ ４ 

樹木花粉 Arboreal　pollen １２ ２４９ ２２７ ２４９ ２４２ 
草本花粉 Nonarboreal　pollen ３０ １３９ ２９２ ２４３ ４６９ 
シダ植物胞子 Spores １４ ９ ９ ３２ ４０２ 
花粉・胞子総数 Total　Pollen　＆　Spores ５６ ３９７ ５２８ ５２４ １１１３ 

不明花粉 Unknown　pollen ７ ２４ ５ ９ １３ 

№１８：１区ＳＫ５５の３層、№１９：２区基本土層のⅣ層、№２０：２区基本土層のⅣ層 
№２１：３区基本土層のⅣ層、№２２：３区基本土層のⅢ層 

第１６表　産出花粉化石一覧表



　　第４節　プラント・オパール分析
鈴木茂（パレオ・ラボ）

　１　試料

　分析用試料は調査１区～３区より採取された５試料（試料番号２３～２７）である。各試料の土相は

おおむね黒～黒灰色の粘土や砂質粘土である。　なお同試料（試料№１８～№２２）を用いて花粉分析も

行われている。

　プラント・オパールとは、根より吸収された珪酸分が葉や茎の細胞内に沈積・形成されたもの（機

動細胞珪酸体や単細胞珪酸体などの植物珪酸体）が、植物が枯れるなどして土壌中に混入して土粒子

となったものを言い、機動細胞珪酸体については藤原（１９７６）や藤原・佐々木（１９７８）など、イネを

中心としたイネ科植物の形態分類の研究が進められている。また、土壌中より検出されるイネのプラ

ント・オパール個数から稲作の有無についての検討も行われている（藤原　１９８４）。このような研究

成果から、近年プラント・オパール分析を用いて稲作の検討が各地・各遺跡で行われている。

　２　方法

　秤量した試料を乾燥後再び秤量する（絶対乾燥重量測定）。別に試料約１ｇ（秤量）をトールビー

カーにとり、約０．０２ｇのガラスビーズ（直径約４０μｍ）を加える。これに３０％の過酸化水素水を約

２０～３０㏄加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散

後、沈降法により１０μｍ以下の粒子を除去する。この残渣よりグリセリンを用いて適宜プレパラート

を作成し、検鏡した。同定および計数はガラスビーズが３００個に達するまで行った。

　３　結果

　同定・計数された各植物のプラント・オパ－ル個数とガラスビ－ズ個数の比率から試料１ｇあたり

の各プラント・オパ－ル個数を求め（第１７表）、それらの分布を第７９図に示した。以下に示す各分

類群のプラント・オパ－ル個数は試料１ｇあたりの検出個数である。試料№２３（１区ＳＫ５５の３層）

からは、イネの機動細胞珪酸体が非常に多く検出され、それとともに破片ではあるがイネの穎（籾殻）

に形成される珪酸体がさらに多く観察された。また図表には示していないがイネ型の単細胞珪酸体も

連なった状態で多く認められた。その他クマザサ属型，ウシクサ族，キビ族などが検出されている。

試料№２４（２区北側水田跡の耕作土である２区基本土層のⅣ層）からは、イネが３，４００個検出され

た。もっとも多く検出されたのはクマザサ属型で、個数的は約３６，０００個ほどで、他のヨシ属やウシ

クサ族は４，０００個前後である。試料№２５（２区南側水田跡の耕作土である２区基本土層のⅣ層）から

は、イネが約３６，０００個と多産している。最も多く検出されたのはクマザサ属型で、約３８，０００個を示

している。次いでヨシ属とキビ族で、約９，０００個と機動細胞珪酸体の生産量が少ない両者としてはや

や高い数値を示している。試料№２６（３区南側水田跡の耕作土である３区基本土層のⅣ層）からは、

イネが約９，０００個得られ、穎部破片も若干観察されている。最も多く検出されたのはやはりクマザサ

属型（約３５，０００個）で、ネザサ節型，ヨシ属，キビ族，ウシクサ族は２，０００個前後を示している。

試料№２７（３区基本土層のⅢ層）からは、イネが約３７，０００個を示して最も多く、次いでクマザサ属

型の約２３，０００個、ヨシ属の約６，０００個である。またシバ属が若干検出されている。

　４　考察

　上記したように、全試料からイネのプラント・オパ－ルが検出された。検出個数について、イネの
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プラント・オパ－ルが試料１ｇあたり５，０００個以上検出された地点から推定された水田跡の分布範囲

と、実際の発掘調査とよく対応する結果が得られている（藤原　１９８４）。こうしたことから、稲作の

検証としてこの５，０００個を目安に、プラント・オパ－ルの産出状態や遺構の状況などをふまえて判断

されている。上記したように試料№２４（２区基本土層のⅣ層）ではこの５，０００個に達しておらず、検

出個数のみからは稲作の可能性は低いと考えられる。同試料を用いて行われた花粉分析結果（№１９：

２区基本土層のⅣ層）をみると、イネ科花粉はそれほど多くはないが、水田雑草を含む分類群である

オモダカ属やミズアオイ属が検出されており、水田稲作が行われていた可能性を推察させる。また遺

構としても水田跡と考えられており、イネのプラント・オパール個数はやや少なかったものの水田稲

作が行われていた可能性はあると推測されよう。なおイネのプラント・オパール個数が少なかったこ

とについては不明であるが、一つとして稲作が行われていた期間が短く、イネのプラント・オパール

密度が低かったといったことが考えられるが、これについては土層の状況など総合的に判断されるこ

とが望まれる。一方、試料№２５（２区基本土層のⅣ層）では、イネが多産しており、水田跡を支持す

る結果が得られたと判断される。また３区基本土層のⅢ層・Ⅳ層についても個数のみからは稲作が行

われていた可能性は高いと判断されるが、試料採取地点において稲作が行われていたかどうかについ

ては遺構の状況などから判断されよう。試料№２３（１区ＳＫ５５の３層）では、イネの機動細胞珪酸体

が集合体も含め多く認められ、それとともにイネの穎の部分に形成される珪酸体の破片も非常に多く

検出されている。またイネ型の単細胞珪酸体や珪化した繊維状組織も多く観察された。こうしたこと

から試料には稲藁や籾殻などが焼かれた灰が混入しているのではないかと思われるが、これについて

は種実分析や土層観察等のさらなる検討が必要であろう。なおススキやチガヤなどのウシクサ族にも

連なった状態の機動細胞珪酸体が若干認められ、イネと同様のことが考えられる。また、遺跡周辺に

はクマザサ属型のササ類、すなわちチマキザサやチシマザサといったササ類が多く生育していたとみ

られる。同試料を用いて行った花粉分析結果をみると、スギ林が広く成立しており、ブナやコナラ属

コナラ亜属の落葉広葉樹林の存在も予想されている。クマザサ属型のササ類はこうした森林の下草的

存在で分布を広げていたと推測される。水田跡試料などからやや多くのヨシ属が検出されており、こ

のヨシ属は水田内や周辺水路などに生育していたものと思われる。また全試料から検出されているキ

ビ族についてはその形態からアワ・ヒエ・キビといった栽培種であるのかタイヌビエ・エノコログサ

などの雑草類であるのか分類が難しく不明であるが。しかしながら遺構としては水田が予想されてい

ることから水田雑草に由来するキビ族（タイヌビエなど）ではないかと思われる。一方ウシクサ族は

日の当たる開けたところでの生育が考えられ、ススキやチガヤといったウシクサ族が遺跡周辺の空き

地や森林の林縁部などに生育していたと推測される。

第４節　プラント・オパール分析
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番号 
試料 地区・遺構・層位 （個／ｇ） 

イネ 
（個／ｇ） 
イネ穎破片 

（個／ｇ） 
ネザサ節型 

（個／ｇ） 
クマザサ属型 

（個／ｇ） 
ヨシ属 

（個／ｇ） 
シバ属 

（個／ｇ） 
キビ族 

（個／ｇ） 
ウシクサ族 

（個／ｇ） 
不明 

２３ １区ＳＫ５５の３層 ５３，５００ ５５，１００ ８，１００ ３０，８００ １，６００ ０ ４，９００ ２２，７００ １６，２００ 

２４ ２区基本土層のⅣ層 （２区北側水田跡） ３，４００ ０ １，１００ ３６，５００ ４，６００ ０ １，１００ ３，４００ １，１００ 

２５ ２区基本土層のⅣ層 （２区南側水田跡） ３５，７００ ０ ３，７００ ３８，１００ ８，６００ ０ ８，６００ ６，２００ １４，８００ 

２６ ３区基本土層のⅣ層 （３区南側水田跡） ９，１００ ２，６００ ２，６００ ３５，２００ １，３００ ０ １，３００ ２，６００ ２，６００ 

２７ ３区基本土層のⅢ層 ３７，４００ ０ ０ ２３，４００ ６，２００ １，６００ ３，１００ ３，１００ ６，２００ 

第１７表　試料１ｇあたりのプラント・オパールの個数
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　　第５節　木材の放射性炭素年代測定と樹種同定
パリノ・サーヴェイ株式会社

　１　試料

　加速器による放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）と樹種同定を実施した試料は、土坑から出土した木

材１点（試料№１）と柱穴様ピット内から出土した木材３点（試料№２～４）の合計４点である。

　２　方法

（１）放射性炭素年代測定

　測定は株式会社加速器分析研究所の協力を得て、ＡＭＳ法により行った。なお、放射性炭素の半減

期はＬＩＢＢＹの半減期５，５６８年を使用する。また、測定年代は１９５０年を基点とした年代（ＢＰ）であ

り、誤差は標準偏差（Ｏｎｅ　Ｓｉｇｍａ）に相当する年代である。なお、暦年較正は、ＲＡＤＩＯＣＡＲＢＯＮ　

ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ　ＰＲＯＧＲＡＭ　ＣＡＬＩＢ　ＲＥＶ４．４（Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　１９８６‐２００２　Ｍ　Ｓｔｕｉｖｅｒ　ａｎｄ　ＰＪ　Ｒｅｉｍｅｒ）

を用い、いずれの試料も北半球の大気圏における暦年較正曲線を用いる条件を与えて計算させている。

（２）樹種同定

　剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の徒手切片を作製

し、ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入

し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

　３　結果

（１）放射性炭素年代測定

　結果を第１８表・第１９表に示す。試料の測定年代（補正年代）は、約１２４０‐１１６０ＢＰの８世紀頃の
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（№.２３：１区ＳＫ５５の３層、№２４：２区基本土層のⅣ層 
№２５：２区基本土層のⅣ層、№２６：３区基本土層のⅣ層、№２７：３区基本土層のⅢ層） 

第７９図　プラント・オパール分布図



値を示す。暦年較正値は１２５７‐９９２ｃａｌＢＰの７世紀末から１０世紀頃の奈良時代～平安時代前半頃に相

当する値を示す。

（２）樹種同定

　樹種同定結果を第１８表に示す。土坑から出土した木材（試料№１）は、道管を有することから広

葉樹であり、その道管配列から散孔材と考えられる。しかし収縮しているために組織の観察が不十分

であり、種類の同定には至らなかった。その他の木材は、広葉樹２種類（オニグルミ近似種・クリ）

に同定された。オニグルミ近似種（cf. Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana (Maxim.) Kitamura）

クルミ科クルミ属のこの試料は全体的に収縮している。散孔材で、道管径は比較的大径、単独または

２～３個が放射方向に複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織

は潰れていてほとんど観察できないが、１～４細胞幅、１－３０細胞高程度と思われる。クリ（Castanea 

crenata Sieb. et Zucc.）ブナ科クリ属は、環孔材で、孔圏部は２－４列、孔圏外で急激～やや緩やかに

管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。

放射組織は同性、単列、１～１５細胞高である。

　４　考察

　樹種同定を行った木材のうち、土坑から出土した木材は種類の同定には至らなかったが、柱穴様ピッ

トから出土した木材は、掘立柱建物の柱材の可能性が考えられており、クリとオニグルミ近似種が認

められた。このうち、クリは重硬で強度や耐朽性が高い材質を有する。柱穴様ピットから出土した木

材のうち、クリは年代測定で１２００ＢＰと１１７０ＢＰの値が得られており、暦年較正結果からも古代に

属する可能性がある。秋田県内では、これまでの調査でも古代を中心とした掘立柱建物跡の柱材にク

リが多い傾向が認められている。これらの結果から、今回の結果は過去に確認された樹種同定結果の

傾向と調和的といえる。一方、試料№４はオニグルミ近似種であった。オニグルミと仮定した場合、

木材は重硬で強度が高い材質を有しており、クリの材質と強度が高い点で共通点がある。年代測定の

結果は、試料№２と３は近似し、暦年較正の結果では重なっている。このことから、クリと同時期に

オニグルミの木材も柱材として利用されていた可能性がある。

第５節　木材の放射性炭素年代測定と樹種同定
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試料 出土遺構 試料名 試料の質 樹種 補正年代 δ１３Ｃ 測定年代 
番号 ＢＰ （　） ９ ＢＰ 

１ ２区ＳＫ８１ 出土木材（ＲＷ３４） 木材 広葉樹（散孔材） １１６０±４０ -２９．５７±０．８２ １２４０±４０ 

２ ２区ＳＡ１５３　Ｐ４ 出土木材（ＲＷ１） 木材 クリ １２００±４０ -２６．４６±０．４０ １２２０±４０ 

３ ２区ＳＡ１５３　Ｐ１ 出土木材（ＲＷ１） 木材 クリ １１７０±３０ -２５．５３±０．７５ １１８０±３０ 

４ ５区ＳＡ２２　Ｐ２ 出土木材（ＲＷ１） 炭化材 オニグルミ近似種 １２４０±４０ -２７．０８±０．７２ １２７０±３０ 

１）年代値の算出には、Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用。 
２）ＢＰ年代値は、１９５０年を基点として何年前であるかを示す。 
３）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。 

第１８表　放射性炭素年代測定および樹種同定結果



第５章　自然科学分析

―　　―１３４

番号 
試料 出土遺構 試料名 （ＢＰ） 

補正年代 暦年較正年代（ｃａｌ） 相対比 

１ ２区ＳＫ８１ 出土木材（ＲＷ３４） １１６０±３９ 

ｃａｌ ＡＤ 　　７８２ － ｃａｌ ＡＤ 　　７９０ ｃａｌ ＢＰ １，１６８ － １，１６０ ０．０６７ 
ｃａｌ ＡＤ 　　８１３ － ｃａｌ ＡＤ 　　８４３ ｃａｌ ＢＰ １，１３７ － １，１０７ ０．２３２ 

ｃａｌ ＡＤ 　　８５７ － ｃａｌ ＡＤ 　　９００ ｃａｌ ＢＰ １，０９３ － １，０５０ ０．３６５ 
ｃａｌ ＡＤ 　　９１９ － ｃａｌ ＡＤ 　　９５８ ｃａｌ ＢＰ １，０３１ － 　　９９２ ０．３３６ 

２ ２区ＳＡ１５３　Ｐ４ 出土木材（ＲＷ１） １１９９±４０ ｃａｌ ＡＤ 　　７８０ － ｃａｌ ＡＤ 　　８８４ ｃａｌ ＢＰ １，１７０ － １，０６６ １．０００ 

３ ２区ＳＡ１５３　Ｐ１ 出土木材（ＲＷ１） １１７２±３２ 

ｃａｌ ＡＤ 　　７８２ － ｃａｌ ＡＤ 　　７９１ ｃａｌ ＢＰ １，１６８ － １，１５９ ０．１０４ 
ｃａｌ ＡＤ 　　８０９ － ｃａｌ ＡＤ 　　８４５ ｃａｌ ＢＰ １，１４１ － １，１０５ ０．３３５ 
ｃａｌ ＡＤ 　　８４９ － ｃａｌ ＡＤ 　　８９４ ｃａｌ ＢＰ １，１０１ － １，０５６ ０．４７１ 
ｃａｌ ＡＤ 　　９２５ － ｃａｌ ＡＤ 　　９３５ ｃａｌ ＢＰ １，０２５ － １，０１５ ０．０９０ 

４ ５区ＳＡ２２　Ｐ２ 出土木材（ＲＷ１） １２３９±３６ 

ｃａｌ ＡＤ 　　６９３ － ｃａｌ ＡＤ 　　６９９ ｃａｌ ＢＰ １，２５７ － １，２５１ ０．０５０ 
ｃａｌ ＡＤ 　　７１５ － ｃａｌ ＡＤ 　　７５０ ｃａｌ ＢＰ １，２３５ － １，２００ ０．３２７ 
ｃａｌ ＡＤ 　　７６４ － ｃａｌ ＡＤ 　　７８３ ｃａｌ ＢＰ １，１８６ － １，１６７ ０．１７８ 
ｃａｌ ＡＤ 　　７８９ － ｃａｌ ＡＤ 　　８２７ ｃａｌ ＢＰ １，１６１ － １，１２３ ０．２９１ 
ｃａｌ ＡＤ 　　８４１ － ｃａｌ ＡＤ 　　８６１ ｃａｌ ＢＰ １，１０９ － １，０８９ ０．１５４ 

１）計算には、ＲＡＤＩＯＣＡＲＢＯＮ　ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ　ＰＲＯＧＲＡＭ　ＣＡＬＩＢ　ＲＥＶ４．４（Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　１９８６－２００２　Ｍ　Ｓｔｕｉｖｅｒ　ａｎｄ　ＰＪ　Ｒｅｉｍｅｒ）を使用 

２）計算には表に示した丸める前の値を使用している。 

３）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。 

第１９表　暦年較正結果



第６章　まとめ

　大見内遺跡・館野遺跡の発掘調査は、県営ほ場整備事業（館合地区）に係る範囲のうち、破壊が免

れない遺跡の切土施行部分について実施した。調査の結果、大見内遺跡では、縄文時代・平安時代・

中世の遺構が検出され、縄文時代・平安時代・中世・近世などの遺物が出土した。また、館野遺跡で

は、近世の塚が検出され、平安時代・近世などの遺物が出土した。本章では、検出した遺構と出土遺

物について、その特徴を述べたい。

　１　大見内遺跡について

　平成１４年度に行われた大見内遺跡の調査では、今回の２区の北側にあたる範囲を調査している。

調査の結果、奈良時代～平安時代の集落跡であることや水辺で祭祀が営まれていたことがわかってい

る。その調査範囲は、今回の調査同様、水路になるか所と削平が免れないか所であるごく限られた範

囲であったが、大きな成果を得ている。

　今回の調査のうちの２・３・５・６・７区は、調査面積１２，３００　㎡の４０　％にあたり、幅が６ｍに満

たない調査区である。一種のトレンチ調査であり、遺構が調査区外にかかっている場合も多く、遺跡

の全体像を明確に把握するには情報量が少なく難しい部分もある。

　２・３・６区の調査では十和田ａ火山灰降下後の水田跡が検出された。Ⅳ層の堆積状況や自然科学

分析の結果等をもとに考えると、平安時代から稲作が行われていたと思われる。２区の南側や３区か

らは、合わせて６か所の畦畔が検出された。後世の耕作や区画整理などで攪乱を受けていたり、調査

範囲の幅が狭く、水田跡の規模を面的に捉えることはできなかった。しかし、２区のＳＫ８１土坑から

木製品の鍬が出土したことなどから稲作が行われていたことが明確になった。しかもその鍬の形や作

りの特徴は、９世紀前半～１０世紀初めの遺跡である山形県米沢市の古志田東遺跡から出土したものと

近似している    。この鍬は、西暦９１５年に降下したとされる十和田ａ火山灰を含有するⅣ層の下のＳＫ
（註１）

８１土坑から出土したことや、出土した多くの遺物から、大見内遺跡は９世紀～１０世紀の遺跡と考え

られる。また、この土坑から墨書土器が出土したことから、祭祀が行われていたこともわかった。ま

た、３区のＳＫ０３土坑は、覆土の１層に十和田ａ火山灰が堆積していたことから９１５年より古い時代

のものと考えられ、斎串や桃の種が出土したことから、祭祀が行われていたことが窺われる。

　１区の北側と南側、２区の北側で掘立柱建物跡が検出され、２区の南側で検出された柱列の柱材を

放射性炭素年代測定した結果、８世紀前半～後半のクリであることが判明した。

　出土した遺物は、その大部分が平安時代の土師器や須恵器である。特に、底部に網代痕のある土師

器が１区（坏２点）、２区（坏４点）、３区（甕１点）、６区（底部破片１点）から出土している。１・

２区から出土した坏６点の底部には、タタミ状の圧痕が認められた。稲野彰子氏（いろは写房）の研

 究に よると、坏６点の繊維圧痕のタテ材が１４～１６　㎜、ヨコ材が１．５～２㎜であることからＡ種２類
（註２）

であることがわかる。また、「Ａ種は９世紀初頭～１１世紀に存在し、東北地方の全域に分布している。

Ａ種は、９世紀前葉のものが東北地方南部に、９世紀後半から１０世紀前葉のものが東北地方南半部

と中央部に、１０世紀から１１世紀のものが津軽地方に分布する。」とされていることから、今回の大見

内遺跡から出土した坏６点の年代は、大きく見れば９世紀後半から１１世紀の範疇におさまる。

―　　―１３５



　１・５・６区からは、縄文時代の遺構と遺物が出土しており、今回調査した大見内遺跡は、縄文時

代、奈良時代末～平安時代後半の複合の集落跡であることが分かった。なお、６区の北側には、縄文

時代後期の遺跡である明神Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ遺跡が存在しており、大見内遺跡は、それらの遺跡とのつなが

りが考えられる。

　２　館野遺跡について

　４区にあたる館野遺跡は、周知の遺跡で、その存在は江戸時代には明らかになっている。調査開始

当初、周溝が確認されたことで古墳と思われたが、以下のことから近世の塚であると判断した。

①周溝からは神社を建てる際に使用したと思われる材が出土しただけであり、古墳に伴うような遺物

は出土しなかったこと。

②蝦夷塚古墳群の周溝などから検出される十和田ａ火山灰が確認できなかったこと。

③盛土下には、塚を造った当時の表土が堆積しており、この表土からも十和田ａ火山灰を検出するこ

とができなかったこと。

　以上のことから、４区の館野遺跡は、近世の塚が構築された場所であることがわかった。

≪註≫

註１　米沢市教育委員会　『古志田東遺跡』　米沢市埋蔵文化財調査報告書第７３集　２００１（平成１３）年

註２　北上市立博物館　『北上市立博物館研究報告』　第１０号　１９９５（平成７）年
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空から見た大見内遺跡・館野遺跡（南→）
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１．１区東側全景
　　（北西→）

２．１区南側全景
　　（北→）

３．１区西側全景
　　（北東→）
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検
出
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構　
（１）

１．１区ＳＢ０６
　　掘立柱建物跡
　　ＳＡ２４柱列
　　（北→）

２．１区ＳＢ５９
　　掘立柱建物跡
　　（南→）

３．１区ＳＢ６２・６４
　　掘立柱建物跡
　　（北西→）
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１．１区ＳＤ０１溝跡完掘（南東→）

２．１区ＳＤ０１溝跡西端完掘（南東→） ３．１区ＳＤ７７溝跡完掘（東→）

４．１区ＳＤ８０溝跡確認（東→） ５．１区ＳＤ８０溝跡断面（東→）
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３．１区ＳＫ４８・１５７土坑完掘（西→）

１．１区ＳＫ９０土坑完掘（東→） ２．１区ＳＫ９０土坑遺物出土状況（東→）

４．１区ＳＫ５２・５３土坑完掘（南西→）

５．１区ＳＫ５５土坑完掘（南→） ６．１区ＳＫ８３土坑完掘（南→）

７．１区ＳＫ９４土坑完掘（南→） ８．１区ＳＫ１００・１１９土坑完掘（南東→）
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１．２区ＳＢ２９
　　掘立柱建物跡
　　（東→）

２．２区ＳＡ３８・４３柱列
　　ＳＫⅠ３５竪穴状遺構
　　（北東→）

３．２区ＳＡ１６・１４９・
　　１５２・１５３柱列
　　（北→）
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（５）

１．２区北側水田跡
　　（北→）

２．２区南側水田跡
　　（北→）

３．２区ＳＫ８１土坑遺物出土状況（南→） ４．２区ＳＫ８１土坑完掘（南→）
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３．２区ＳＫ１４０土坑完掘（東→）

１．２区南側水田跡畦畔断面（東→） ２．２区ＳＫⅠ３５竪穴状遺構完掘（西→）

４．２区ＳＫ１４０土坑遺物出土状況（東→）

５．２区ＳＫ１８０土坑遺物出土状況（西→） ６．２区ＳＤ０７溝跡完掘（西→）

７．２区ＳＤ１２４溝跡遺物出土状況（北西→） ８．２区ＳＡ１５３Ｐ１柱材出土状況（東→）
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１．３区北側全景
　　（南→）

２．３区南側全景
　　（北→）

３．３区南側全景
　　（南→）
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１０

（７）

１．３区南側水田跡
　　（北→）

２．３区南側水田跡
　　畦畔Ｃ
　　（南西→）

３．３区南側水田跡
　　畦畔Ｄ
　　（南→）
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１１

（８）

１．３区南側水田跡
　　畦畔Ｃ
　　（西→）

２．３区北側水田跡
　　畦畔Ａ
　　（東→）

３．３区北側水田跡
　　畦畔Ｂ
　　（北→）
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（９）

３．３区ＳＫ３２土坑完掘（南西→）

１．３区ＳＫ０３土坑完掘（南西→） ２．３区ＳＫ０３土坑斎串出土状況（東→）

４．３区ＳＫ６８土坑完掘（南東→）

５．３区ＳＤ０１溝跡完掘（南東→） ６．３区ＳＤ０１溝跡遺物出土状況（北→）

７．３区ＳＤ０２溝跡遺物出土状況（南西→） ８．３区ＳＤ９３溝跡完掘（南→）
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１３

（１０）

１．４区ＳＹ０１塚半截（東→）

３．４区ＳＹ０１塚全景（南東→） ４．４区ＳＹ０１塚全景（南西→）

５．４区ＳＹ０１塚全景（北西→） ６．４区ＳＹ０１塚周溝木材出土状況（北東→）

２．４区ＳＹ０１塚断面（北東→）
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１４

（１１）

１．４区ＳＹ０１塚
　　断面と周溝
　　（西→）

２．４区ＳＹ０１塚全景
　　（北東→）

３．４区ＳＹ０１塚
　　周溝全景
　　（北西→）
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１５

（１２）

１．５区ＳＡ２２柱列完掘（南東→） ２．５区南側全景（北→）

３．５区ＳＤ０５・０６・０７・０８溝跡完掘（北西→）
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（１３）

３．５区ＳＫ０２土坑完掘（北東→）

１．５区ＳＡ２２Ｐ１柱材出土状況（南東→） ２．５区ＳＡ２２Ｐ２柱材出土状況（北西→）

４．５区ＳＫ０３土坑完掘（南西→）

５．５区ＳＫ０４土坑完掘（南→） ６．５区作業風景（南東→）

７．５区ＳＸ０１性格不明遺構完掘（南→） ８．５区ＳＸ２０性格不明遺構完掘（北西→）
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１７

（３）

１．５区全景
　　（北西→）

２．６区北側全景
　　（東→）

３．６区東側全景
　　（北→）
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１８

（１４）

３．６区ＳＫ１５土坑・ＳＤ０４溝跡完掘（北→）

１．６区ＳＫ１１・３０土坑完掘（北→） ２．６区ＳＫ１２土坑完掘（西→）

４．６区ＳＤ０３溝跡完掘（北→）

５．６区水田跡（北→） ６．６区西側ＳＫＰ群（東→）

７．６区北側中央部ＳＫＰ群（北→） ８．７区全景（北→）
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大見内遺跡・館野遺跡書 名

県営ほ場整備事業（館合地区）に係る埋蔵文化財発掘調査報告書副 書 名

Ⅱ巻 次

秋田県文化財調査報告書シリーズ名

第３８６集シリーズ番号

高橋直樹・伊藤和美編 著 者 名

秋田県埋蔵文化財センター編 集 機 関

〒０１４－０８０２　秋田県仙北郡仙北町払田字牛嶋２０番地　　ＴＥＬ　０１８７－６９－３３３１所 在 地

西暦２００５年３月発行年月日

調査原因調査面積調査期間東経北緯コードふ り が なふ り が な

°′″°′″遺跡番号市町村所 在 地所収遺跡名

県営ほ場１２，３００㎡２００３０５１３ １４０° ３９°６０‐９９０５４４３ 秋  田  県 
あき た けん

 平  鹿  郡 
ひら か ぐん

 大  見  内  遺  跡 
おお み ない い せき

整備事業〜　２６′ １８′ 雄  物  川  町 
お もの がわ まち

 薄  井 
うす い

（館合地区）２００３１０３１　２５″ ２０″ 字  大  見  内 ３００ 外 
あざ おお み ない ほか

　７００㎡ １４０° ３９°６０‐７３０５４４３ 秋  田  県  平  鹿  郡 
あき た けん ひら か ぐん

 館  野  遺  跡 
たて の い せき

　２６′ １８′ 雄  物  川  町 
お もの がわ まち

 薄  井 
うす い

　１８″ １８″ 字  長  願 １１０ 外 
あざ ちょう がん ほか

特　記　事　項主な遺物主な遺構主な時代種　別所収遺跡名

十和田ａ火山灰降下縄文土器・石器土坑 ５基縄文時代集落跡大見内遺跡

後の水田跡が検出さ土師器・須恵器掘立柱建物跡 ５棟平安時代

れた。２区北側水田木製品柱列 １２列

跡の下の土坑から鍬（鍬・曲物竪穴状遺構 １基

などの木製品や墨書　斎串・下駄土坑 ６０基

土器が出土した。　箸など）溝跡 ２８条

水田跡 ６か所

性格不明遺構 １０基

柱穴様ピット ２４８基

中世陶器など溝跡 １条中世

 計　３７６遺構

周溝を伴う塚が検出銭貨、陶磁器塚 １基近世集落跡館 野 遺 跡

された。 計　 １遺構
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